
は
じ
め
に

多
様
性
と
重
層
性
を
内
包
す
る
『
春
秋
左
氏
伝
』（
以
下
『
左
伝
』）
の
「
読
み
方
」

を
提
示
し
た
先
駆
者
は
小
倉
芳
彦
氏
で
あ
る
。
小
倉
氏
は
『
左
伝
』
の
文
章
を
次
の

三
つ
に
分
類
し
た
。

（
Ⅰ
） 

事
件
の
推
移
を
比
較
的
忠
実
に
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
実
録
風
の
部

分
。

（
Ⅱ
）
筋
の
展
開
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
演
説
的
な
部
分
。

（
Ⅲ
） 

段
落
の
末
尾
に
附
け
ら
れ
て
い
る
〝
君
子
曰
く
〞
と
い
う
批
評
、あ
る
い

は
『
春
秋
』
本
文
の
句
法
に
つ
い
て
の
説
明
的
な
部
分①

。

そ
し
て
、
Ⅰ
の
部
分
は
、
春
秋
時
代
の
各
国
の
内
外
に
起
っ
た
事
件
を
伝
え
た
も

の
で
、
Ⅱ
は
、
戦
国
期
の
人
が
Ⅰ
の
事
件
の
経
過
に
対
し
て
彼
ら
の
納
得
の
ゆ
く
よ

う
な
解
説
を
附
け
加
え
た
部
分
で
、
Ⅲ
は
、
戦
国
中
期
ご
ろ
に
成
立
し
た
原
本
『
左

伝
』
と
い
う
べ
き
も
の
を
『
春
秋
』
の
伝
と
し
て
編
成
し
た
際
に
附
加
さ
れ
た
も
の

と
し
た
。
小
倉
氏
は
、
Ⅲ
の
部
分
を
劉
歆
が
附
加
し
た
と
断
定
は
し
て
い
な
い
も
の

の
、
少
な
く
と
も
Ⅱ
と
Ⅲ
の
間
に
相
当
の
時
代
差
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
当
然

両
者
か
ら
看
取
さ
れ
る
思
想
や
時
代
背
景
に
顕
著
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
は
ず
だ

が
、
小
倉
氏
は
そ
れ
を
全
く
指
摘
し
て
お
ら
ず
、
Ⅱ
と
Ⅲ
を
一
括
し
て
論
じ
て
い
る
。

小
倉
氏
が
主
張
し
た
Ⅱ
↓
Ⅲ
の
先
後
関
係
は
、
文
章
の
中
身
に
立
ち
入
っ
て
の
分
析

か
ら
導
き
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
見
か
け
の
重
層
性
を
根
拠
と
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

後
に
小
倉
氏
は
実
録
風
と
し
て
い
た
Ⅰ
の
部
分
の
信
憑
性
に
疑
問
を
抱
き
、「『
左

伝
』
の
語
る
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
中
か
ら
、説
話
者
の
本
来
の
意
図
を
読
み
取
り
、

時
に
は
彼
の
沈
黙
の
中
か
ら
、
史
実
に
関
す
る
逆
証
を
読
み
取
る
こ
と
」
を
提
唱
し

た②

。
文
章
を
読
む
基
本
は
、
書
き
手
の
「
意
図
」
を
読
み
取
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
者

は
こ
れ
ま
で
、『
左
伝
』
の
解
経
か
ら
『
左
伝
』
作
者
の
基
本
的
な
発
想
を
読
み
取

り
、単
行
年
代
記
の
引
用
か
ら
『
左
伝
』
作
者
の
関
心
の
在
処
を
読
み
取
っ
て
き
た
。

そ
し
て
、『
春
秋
』
経
文
に
対
す
る
解
釈
も
、
単
行
年
代
記
の
引
用
も
、
予
言
・
評
言

の
形
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
も
、
全
て
一
人
の
人
間
の
手
に
よ
る
営
み
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た③

。
カ
ー
ル
グ
レ
ン
が
文
法
組
織
か
ら
明
ら
か
に
し
た
『
左
伝
』
の
作
品

と
し
て
の
均
質
性④

が
裏
づ
け
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
、
小
倉
氏
が
分
類
し
た
所

の
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
全
て
の
部
分
に
わ
た
っ
て
『
左
伝
』
作
者
の
意
図
が
何
ら
か
の
形
で

反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

『
左
伝
』
の
文
章
か
ら
、い
か
に
作
者
の
意
図
を
読
み
取
る
の
か
。
カ
ー
ル
グ
レ
ン

の
言
語
分
析
が
『
左
伝
』
研
究
に
画
期
的
成
果
を
も
た
ら
し
た
よ
う
に
、『
左
伝
』
作

者
の
意
図
を
読
み
取
る
に
は
そ
の
言
葉
を
分
析
す
る
こ
と
が
最
も
有
効
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、『
左
伝
』
作
者
が
文
法
組
織
を
ほ
ぼ
全
体
に
わ
た
っ
て
標
準
化
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
原
資
料
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、『
左
伝
』
作
者
自

身
の
文
章
に
直
し
て
引
用
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
個
々
の
言
葉
が
原
資
料

そ
の
ま
ま
の
言
葉
な
の
か
『
左
伝
』
作
者
自
身
の
言
葉
な
の
か
明
確
で
は
な
く
、
言

葉
の
分
析
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。
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そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、『
左
伝
』
の
予
言
・
評
言
記
事
で
あ
る
。
君
子
や
孔
子

の
評
言
が
『
左
伝
』
編
纂
者
に
仮
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
夙
に
先
学
に
指
摘

さ
れ
て
お
り
、『
左
伝
』
の
成
立
年
代
を
確
定
す
る
根
拠
と
な
っ
た
予
言
記
事⑤

が
、
予

言
さ
れ
た
事
件
を
目
の
当
た
り
に
し
た
『
左
伝
』
作
者
に
よ
る
作
文
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
左
伝
』
に
見
え
る
予
言
・
評
言
を
全
て
『
左

伝
』
作
者
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、『
左
伝
』
に
先
行

し⑥

、
葬
礼
説
話
集
の
体
裁
を
採
る
『
礼
記
』
檀
弓
に
も
君
子
・
孔
子
の
評
言
が
見
え

る
よ
う
に
、『
左
伝
』
が
引
用
し
た
原
資
料
に
既
に
予
言
・
評
言
が
つ
い
て
い
た
可
能

性
を
否
定
で
き
な
い
か
ら
だ⑦

。

先
行
す
る
原
資
料
の
引
用
な
の
か
、『
左
伝
』
作
者
に
よ
る
作
文
な
の
か
、
そ
れ
を

判
断
す
る
た
め
の
手
が
か
り
に
な
る
の
が
、前
稿
ｂ
で
挙
げ
た
表-

昭
十
九
ａ
「
十
九

年
春
、
楚
工
尹
赤
遷
陰
于
下
陰
、
令
尹
子
瑕
城

、
叔
孫
昭
子
曰
、
楚
不
在
諸
侯
矣
、

其
僅
自
完
也
、
以
持
其
世
而
已⑧

」
の
叔
孫
昭
子
の
予
言
で
あ
る
。
こ
の
予
言
が
楚
の

単
行
年
代
記
に
対
す
る
叔
孫
昭
子
の
口
を
借
り
た
『
左
伝
』
の
コ
メ
ン
ト
だ
と
確
言

で
き
る
の
は
、
こ
れ
が
楚
で
作
ら
れ
た
資
料
な
ら
楚
の
賢
人
を
登
場
さ
せ
る
の
が
自

然
な
の
に
、
ま
る
で
関
係
の
な
い
魯
人
が
予
言
し
て
お
り
、
そ
れ
は
『
春
秋
』
の
伝

の
体
裁
を
採
る
が
故
に
魯
を
中
心
と
し
て
記
述
す
る
『
左
伝
』
の
所
為
に
他
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
予
言
・
評
言
が
『
左
伝
』
作
者
以
外
何
人
に
も
為

し
得
な
い
形
式
や
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ら
、
確
実
に
『
左
伝
』
作
者
に
よ
る
コ
メ

ン
ト
だ
と
言
い
得
る
。

本
稿
は
、
ま
ず
予
言
・
評
言
の
形
式
や
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
確
実
な
『
左
伝
』

作
者
の
コ
メ
ン
ト
を
抽
出
し
、
そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
の
『
左
伝
』
文
章
中
の

使
用
状
況
を
見
る
こ
と
で
、『
左
伝
』
作
者
の
好
ん
だ
言
葉
を
抽
出
し
、『
左
伝
』
の

作
文
の
あ
り
か
た
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、『
左
伝
』
に
見
え
る
予
言
・
評
言
全
体

に
見
ら
れ
る
発
想
・
関
心
か
ら
そ
の
均
質
性
を
確
認
し
、
予
言
そ
の
も
の
を
成
り
立

た
せ
る
論
理
と
背
景
を
分
析
し
、
同
時
代
的
状
況
に
対
す
る
『
左
伝
』
の
あ
り
か
た

と
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
『
左
伝
』
の
真
意
を
探
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
予
言
・
評
言
の
形
式

（
一
）
無
関
係
な
人
物
に
よ
る
予
言
・
評
言

前
述
の
表-

昭
十
九
ａ
の
よ
う
な
事
件
と
は
無
関
係
な
人
物
に
よ
る
予
言
・
評
言

は
、『
左
伝
』
作
者
の
コ
メ
ン
ト
だ
と
確
言
で
き
る
有
力
な
形
式
で
あ
る
（
表-

隠
四

ａ
・
表-

桓
二
ｂ
・
表-

荘
十
四
ａ
・
表-

僖
二
十
ｂ
・
表-

文
五
ａ
・
表-

成
七
・
表-

襄
四

ｂ
・
表-

襄
九
・
表-

襄
十
四
ｄ
・
表-

襄
二
十
九
ｂ
・
表-

襄
三
十
ｃ
・
表-

昭
八
ｃ
・
表-

昭
十
一
ｂ
・
表-

昭
十
三
ａ
・
表-

昭
十
六
ａ
・
表-

昭
十
九
ａ
・
表-

昭
二
十
二
・
表-

昭

二
十
六
ａ
・
表-

昭
三
十
二
ｃ
）。『
左
伝
』
が
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
よ
う
な
人
物
に
コ
メ
ン
ト

さ
せ
る
の
は
、
君
子
同
様
、
第
三
者
と
し
て
の
客
観
的
な
批
評
が
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
ま
た
予
言
や
対
話
と
い
っ
た
君
子
で
は
で
き
な
い
表
現⑨

を
実
現
す
る
た

め
で
も
あ
る
。
事
実
、
こ
の
形
式
で
は
、
事
の
成
否
、
特
殊
な
現
象
や
事
件
を
対
話

形
式
で
批
評
す
る
も
の
が
目
立
つ
（
表-

隠
四
ａ
・
表-

荘
十
四
ａ
・
表-

襄
九
・
表-

襄

十
四
ｄ
・
表-

昭
八
ｃ
・
表-

昭
十
一
ｂ
・
表-

昭
十
三
ａ
・
表-

昭
三
十
二
ｃ
）。
さ
ら
に
、

表-

隠
四
ａ
・
表-

荘
十
四
ａ
・
表-

昭
八
ｃ
・
表-

昭
十
一
ｂ
・
表-

昭
十
三
ａ
は

冒
頭
の
表
現
が
重
な
り
、
表-

襄
十
四
ｄ
と
表-

昭
三
十
二
ｃ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
衛
・
魯

の
国
君
追
放
に
対
す
る
批
評
で
あ
る
な
ど
、
共
通
点
が
多
く
、
こ
れ
ら
が
同
一
人
物

の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
傍
証
す
る
。『
左
伝
』
は
対
話
形
式
に
よ
る
予
言
・

評
言
を
好
ん
で
用
い
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
、『
左
伝
』
中
に
見
え
る
他
の

対
話
形
式
に
よ
る
予
言
・
評
言
も
、『
左
伝
』
作
者
の
作
文
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
を
示
唆
す
る
。
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（
二
）
不
敬
形
式
予
言

『
左
伝
』
に
は
、
不
敬
・
非
礼
行
為
、
不
審
な
様
子
を
見
て
そ
の
人
物
の
死
亡
や
失

敗
を
予
言
す
る
と
い
う
話
が
頻
見
さ
れ
る
。
そ
の
文
章
構
成
を
分
解
す
る
と
、
表-

隠
六
ｂ
「
①
鄭
伯
如
周
、
始
朝
桓
王
也
、
②
王
不
礼
焉
、
③
周
桓
公
言
於
王
曰
、
我

周
之
東
遷
、
晋
鄭
焉
依
、
善
鄭
以
勧
来
者
、
猶
懼
不

、
況
不
礼
焉
、
鄭
不
来
矣
」・

表-

文
九
ｂ
「
①
冬
、
楚
子
越
椒
来
聘
、
②
執
幣
傲
、
③
叔
仲
恵
伯
曰
、
是
必
滅
若

敖
氏
之
宗
、
傲
其
先
君
、
神
弗
福
也
」
と
、
①
『
春
秋
』・
単
行
年
代
記
↓
②
不
敬
・

非
礼
行
為
、
不
審
な
様
子
↓
③
予
言
の
三
段
階
の
形
式
を
共
有
す
る
も
の
が
大
半
で

あ
る
。
特
に
②
に
つ
い
て
は
、「
不
敬
」・「
王
不
礼
焉
」・「
歃
如
忘
」・「
受
玉
惰
」
等
、

極
め
て
簡
潔
な
記
述
で
あ
り
、
か
つ
地
名
等
の
具
体
的
な
固
有
名
詞
が
見
え
な
い
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
形
式
と
特
徴
を
持
つ
予
言
を
抽
出
す
る
と

三
十
一
件
認
め
ら
れ
る
（
表-

隠
六
ｂ
・
表-

隠
七
・
表-
隠
八
・
表-

桓
九
・
表-

僖
十
一
・

表-

僖
十
三
・
表-

文
五
ｂ
・
表-

文
九
ｂ
・
表-

文
十
七
・
表-
宣
十
四
ａ
・
表-

宣
十
五

ｂ
・
表-

成
四
ａ
・
表-

成
六
・
表-

成
十
三
ａ
・
表-

成
十
六
ｃ
・
表-
襄
七
ｂ
・
表-

襄
十

ａ
・
表-

襄
二
十
一
ｂ
・
表-

襄
二
十
四
ｂ
・
表-

襄
二
十
七
ａ
・
表-
襄
二
十
八
ｂ
・
表-

襄

二
十
八
ｆ
・
表-

襄
三
十
一
ａ
・
表-

襄
三
十
一
ｄ
・
表-

昭
十
一
ｅ
・
表-
昭
十
一
ｆ
・
表

-

昭
十
二
ｂ
・
表-

昭
十
八
ｃ
・
表-

昭
二
十
一
ｂ
・
表-

昭
二
十
五
ａ
・
表-
定
十
五
ａ
）。

こ
う
し
た
形
式
と
特
徴
の
共
有
は
、こ
れ
ら
が
同
質
な
文
章
で
あ
る
こ
と
を
示
す
が
、

こ
れ
ら
の
話
が
『
左
伝
』
に
採
録
さ
れ
る
ま
で
以
下
の
過
程
が
可
能
性
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。

Ａ
先
行
す
る
説
話
集
の
類

ａ
各
国
で
①
↓
②
↓
③
の
順
に
作
ら
れ
た
も
の
を
『
左
伝
』
が
収
集
し
て
採
録 

ｂ 

各
国
で
①
↓
②
の
順
で
作
ら
れ
た
も
の
を
『
左
伝
』
が
収
集
し
て
③
を
加
え
て

採
録

ｃ
各
国
の
①
を
も
と
に
②
と
③
を
附
加
し
た
も
の
を
『
左
伝
』
が
採
録

Ｂ
①
を
も
と
に
②
と
③
を
附
加
し
た
『
左
伝
』
の
創
作

予
言
と
い
う
性
格
上
、
③
が
実
際
の
言
行
を
記
録
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
表-

僖
十
三
・
表-

文
五
ｂ
・
表-

文
十
七
・
表-

襄
三
十
一
ａ

の
よ
う
に
、
言
論
中
に
②
が
記
述
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
②
も
ま
た
事
実
を

記
録
し
た
も
の
で
は
な
く
、
③
と
共
に
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
利

用
さ
れ
る
年
代
記
の
国
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
が
、
極
め
て
同
じ
性
質
・
形
式
を
も
つ
話
が

違
う
人
間
に
よ
っ
て
各
国
で
作
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
し
、
年

代
記
以
外
の
部
分
は
そ
の
国
の
人
間
で
な
け
れ
ば
書
け
な
い
よ
う
な
具
体
的
な
情
報

は
全
く
な
く
、
逆
に
年
代
記
さ
え
あ
れ
ば
ど
の
国
の
人
間
で
あ
っ
て
も
創
作
で
き
る

か
ら
、
こ
れ
ら
の
話
が
各
国
の
年
代
記
を
利
用
で
き
た
人
間
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
従
っ
て
Ａ-

ａ
・
Ａ-

ｂ
の
可
能
性
は
な

い
。
こ
れ
ら
が
、
各
国
の
年
代
記
を
利
用
で
き
た
あ
る
人
物
に
よ
っ
て
『
左
伝
』
に

先
行
し
て
作
ら
れ
た
一
つ
の
文
献
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
の
テ
ー
マ
は
不
敬
・
非

礼
行
為
に
対
す
る
批
判
を
展
開
す
る
こ
と
で
敬
や
礼
の
大
切
さ
を
説
く
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
表-

襄
三
十
一
ａ
の
よ
う
に
、
以
後
の
政
局
を
予
言
し
、
な
お
か
つ
そ

の
解
説
ま
で
附
せ
ら
れ
て
い
る
話
は
、
明
ら
か
に
そ
う
し
た
テ
ー
マ
か
ら
逸
脱
し
て

い
る
。
従
っ
て
Ａ-

ｃ
の
可
能
性
も
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
話
が
先

行
す
る
説
話
集
の
類
に
取
材
し
た
も
の
で
は
な
く
、『
左
伝
』
自
身
が
創
作
し
た
と
考

え
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
『
左
伝
』
は
、
話
を
作
る
の

に
都
合
の
良
い
『
春
秋
』
や
単
行
年
代
記
の
記
事
を
引
用
し
た
上
で
、
特
定
人
物
の

死
亡
や
失
敗
の
原
因
と
な
る
べ
き
不
敬
・
非
礼
行
為
、
不
審
な
様
子
を
予
め
設
定
し
、

そ
の
上
で
予
言
と
い
う
体
裁
で
時
人
の
口
を
借
り
て
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
桓
公
二
年
に
、「
秋
七
月
、
杞
侯
来
朝
、
不
敬
、
杞
侯
帰
、
乃
謀
伐
之
」
↓
「
九

月
、
入
杞
、
討
不
敬
也
」
と
、
来
朝
し
た
杞
侯
の
不
敬
を
魯
が
杞
に
攻
め
込
ん
だ
原

因
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
具
体
的
な
資
料
や
経
緯
説
明
が
な
い
よ
う
に
、
来
朝
し

た
ば
か
り
の
杞
に
魯
が
攻
め
込
ん
だ
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
た
『
左
伝
』
が
、「
不
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敬
」
を
原
因
と
し
て
創
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
公
十
四
年
に
も
「

文
公
之
卒
也
、

公
使
弔
焉
、
不
敬
、

人
来
討
、
伐
我
南
鄙
、
故
恵
伯
伐

」
と
同
じ
例
が
あ
り
、

こ
れ
ら
い
ず
れ
も
因
果
関
係
を
明
確
に
す
る
と
い
う
『
左
伝
』
の
基
本
的
発
想
を
も

と
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
予
言
の
創
作
も
そ
の
一
環
だ
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。
以
下
、
こ
う
し
た
形
式
の
予
言
を
「
不
敬
形
式
予
言
」
と
称
す
。

表-

僖
二
十
二
ｈ
・
表-
昭
元
ｃ
は
、
非
礼
行
為
や
不
審
な
様
子
を
批
判
し
た
上
で

予
言
し
て
い
る
点
は
同
じ
で
あ
る
が
、こ
の
不
敬
形
式
予
言
と
の
決
定
的
な
違
い
は
、

②
の
非
礼
行
為
や
不
審
な
様
子
を
記
述
す
る
部
分
が
、
あ
く
ま
で
鄭
楚
の
儀
礼
や
趙

文
子
の
辞
命
と
い
う
先
行
す
る
具
体
的
な
資
料
の
引
用
に
よ
り
記
述
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し⑩

、
不
敬
形
式
予
言
に
お
け
る
そ
れ
は
、『
左
伝
』
作
者
の
創
作
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
で
き
ご
と
の
原
因
を
具
体
的
な
資
料
か
ら
探
す
の
で
は
な

く
、
原
因
そ
の
も
の
を
作
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
す
る
が
、『
左
伝
』
が
そ
こ
ま
で

し
た
の
は
、
単
に
敬
や
礼
の
大
切
さ
を
説
き
た
い
だ
け
で
な
く
、
病
死
の
場
合
や
結

果
に
対
す
る
原
因
が
特
に
な
い
場
合
（
表-

成
六
・
表-
成
十
三
ｂ
・
表-

襄
三
十
一
ｄ
・

表-

昭
十
一
ｅ
・
表-

定
十
五
ａ
）
で
も
、
己
に
と
っ
て
望
ま
し
い
因
果
関
係
が
成
り
立

つ
世
界
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

表-

成
十
三
ｂ
・
表-

成
十
四
ａ
・
表-

襄
十
四
ｃ
・
表-

襄
十
九
ｃ
・
表-

襄

二
十
九
ｄ
・
表-

襄
三
十
一
ｈ
・
表-

昭
三
十
二
ｂ
・
表-

定
元
ａ
・
表-
定
元
ｂ
は
、

説
話
な
ど
の
特
定
の
主
題
を
も
つ
資
料
の
中
に
見
え
る
予
言
だ
が
、「
成
子
受

于

社
、
不
敬
」・「
苦
成
叔
傲
」・「
與
之
言
虐
」・「
悼
子
不
哀
」・「
子
容
專
、
司
徒
侈
」・

「
魏
子
南
面
」・「
魏
子
涖
政
」・「
斉
高
張
後
、
不
従
諸
侯
」
と
、
極
め
て
簡
潔
に
不

敬
・
非
礼
行
為
、
不
審
な
様
子
が
記
述
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
人
物
の
死
亡
や

失
敗
を
予
言
す
る
と
い
う
点
で
は
不
敬
形
式
予
言
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
も
話
の
本

筋
と
は
関
わ
り
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
部
分
が
な
く
て
も
話
全
体
が
成
り
立
つ
も

の
ば
か
り
で
あ
り
、
表-

成
十
四
ａ
の
よ
う
に
、
衛
の
紛
争
を
描
く
話
の
中
で
晋
人

で
あ
る
苦
成
叔
の
滅
亡
が
予
言
さ
れ
る
な
ど
、
衛
地
を
舞
台
に
し
て
作
ら
れ
た
資
料

と
し
て
は
不
自
然
な
も
の
も
あ
る
。『
左
伝
』が
原
資
料
か
ら
引
用
し
た
際
に
二
次
的

に
附
加
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
も
不
敬
形
式
予
言
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
説
話
中
に
批
判
し
た
い
人
物
が
登
場
す
る
な
ど
、
た
ま
た
ま
都
合
の
良
い

状
況
や
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
発
生
し
た
た
め
利
用
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
も
そ
も

説
話
等
は
特
定
箇
所
に
し
か
引
用
で
き
な
い
と
い
う
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

『
春
秋
』
や
単
行
年
代
記
は
、
引
用
箇
所
の
選
択
肢
が
多
く
、
記
述
内
容
が
簡
潔
な
た

め
、文
章
の
附
加
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
。『
左
伝
』
が
『
春
秋
』
や
単
行
年
代
記
を

主
に
利
用
し
た
所
以
で
あ
る
。

ま
た
、
表-

成
十
三
ｂ
・
表-

昭
十
一
ｅ
の
予
言
の
験
と
し
て
成
公
十
三
年
「
成
粛

公
卒
于
瑕
」・
昭
公
十
一
年
「
十
二
月
、
単
成
公
卒
」
と
単
行
年
代
記
が
引
用
さ
れ
、

表-

成
六
の
予
言
の
験
と
し
て
成
公
六
年
「
六
月
、
鄭
悼
公
卒
」
と
経
文
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。
前
稿
ｂ
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
単
行
年
代
記
の
引
用
は
『
左
伝
』

の
意
思
を
明
確
に
表
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、『
春
秋
』
経
文
の
国
君
死
亡
記
事
が
必

ず
し
も
伝
文
に
引
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
成
公
六
年
も
予
言
の
験
と
す

べ
く
意
図
的
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
図
的
な
引
用
を
見
て
も
、
予
言

を
創
作
し
、
利
用
し
よ
う
と
す
る
『
左
伝
』
の
作
為
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。

二
、
左
伝
の
言
葉

無
関
係
な
人
物
に
よ
る
予
言
・
評
言
と
不
敬
形
式
予
言
に
見
え
る
二
字
以
上
の
語

彙
や
表
現
の
中
で
、
次
の
『
左
伝
』
作
者
が
作
文
し
た
可
能
性
が
高
い
部
分
に
『
左

伝
』
中
で
過
半
が
見
え
る
も
の
を
抽
出
し
た
。

ａ
解
経
・
凡
例
・
解
伝⑪

な
ど
、『
左
伝
』
に
よ
る
作
文
が
確
実
な
部
分

ｂ
君
子
の
評
言

ｃ
孔
子
の
評
言
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ｄ
事
件
と
は
無
関
係
な
人
物
に
よ
る
予
言
・
評
言

ｅ
不
敬
形
式
予
言

ｆ
対
話
形
式
に
よ
る
予
言
・
評
言

ｇ 

同
時
代
人
に
よ
る
予
言
・
評
言
（『
春
秋
』
経
文
・
年
代
記
の
み
を
伴
う
進
言⑫
・
諫

言⑬
を
含
む
）

ｈ
『
左
伝
』
が
原
資
料
に
過
度
に
手
を
入
れ
た
形
跡
が
濃
厚
な
部
分

ｉ
説
話
中
の
諫
言
部
分⑭

抽
出
し
た
言
葉
の
『
左
伝
』
中
で
の
分
布
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
不
務
徳
」（
無
関
係
人
：
表-

隠
四
ａ
「
不
務
令
徳
」）

表-

僖
九
ａ
の
宰
孔
と
晋
献
公
の
対
話
、表-

文
七
の
郤
缺
の
趙
宣
子
に
対
す
る
進

言
、
表-

宣
十
一
ａ
の
子
良
の
進
言
、
表-
襄
二
十
六
ａ
の
師
曠
の
予
言
、
表-

哀
十

の
季
札
の
評
言
に
見
え
る
。

「
令
徳
」（
無
関
係
人
：
表-

隠
四
ａ
「
不
務
令
徳
」・
表-
昭
十
三
ａ
「
令
徳
三
也
」）（
不
敬
：

表-

昭
十
二
ｂ
「
令
徳
之
不
知
」）

桓
公
二
年
の
臧
哀
伯
の
諫
言
、表-

成
十
の
君
子
の
評
言
、表-
襄
十
九
ａ
の
臧
武

仲
の
評
言
、
襄
公
二
十
四
年
の
子
産
の
書
簡
、
襄
公
二
十
九
年
の
季
札
観
楽⑮

、
表-

昭
十
ｂ
の
叔
孫
昭
子
の
評
言
に
見
え
、そ
れ
以
外
で
は
隠
公
三
年
の
宋
穆
公
の
発
言
、

桓
公
十
三
年
の
鄧
曼
の
発
言
、
定
公
四
年
の
子
魚
の
発
言
、
哀
公
十
七
年
の
葉
公
子

高
の
発
言
に
見
え
る
。

「
猶
懼
」（
不
敬
：
表-

隠
六
ｂ
「
猶
懼
不

」）

桓
公
二
年
の
臧
哀
伯
の
諫
言
、
僖
公
二
十
四
年
の
富
辰
の
諫
言
、
表-

文
十
五
の

季
文
子
の
予
言
、
表-

襄
三
十
ａ
の
叔
孫
穆
子
と
子
蕩
の
対
話
、
昭
公
三
年
の
叔
孫

穆
子
の
諫
言
、
昭
公
三
十
年
の
子
西
の
諫
言
に
見
え
、
そ
れ
以
外
で
は
昭
公
八
年
の

子
旗
の
発
言
、
定
公
四
年
の
子
魚
の
発
言
、
定
公
八
年
の
趙
鞅
の
発
言
に
見
え
る
。

「﹇
人
﹈
必
不
免
」（
不
敬
：
表-

隠
七
「
五
父
必
不
免
」・
表-

成
四
ａ
「
晋
侯
必
不
免
」・
表

-

襄
二
十
一
ｂ
「
二
君
者
必
不
免
」）

表-

成
十
五
ａ
の
申
叔
時
の
予
言
、
表-

襄
三
十
ｇ
の
申
無
宇
の
予
言
、
表-

哀

十
二
の
公
孫
弥
牟
の
予
言
に
見
え
、
そ
れ
以
外
で
は
僖
公
七
年
の
楚
文
王
の
発
言
、

襄
公
二
十
三
年
の
胥
午
の
発
言
に
見
え
る
。

「
何
以
能
×
」（
不
敬
：
表-

隠
八
「
何
以
能
育
」・
表-

昭
二
十
五
ａ
「
何
以
能
久
」・
表-

定

十
五
ａ
「
何
以
能
久
」）

表-

昭
元
ｃ
の
劉
定
公
の
予
言
に
見
え
る
。

「
有
後
於
﹇
国
﹈」（
無
関
係
人
：
表-

桓
二
ｂ
「
臧
孫
達
其
有
後
於
魯
乎
」）

表-

文
元
ａ
の
内
史
叔
服
の
予
言
、
表-

襄
二
十
七
ｇ
の
叔
向
の
予
言
、
表-

昭

二
十
八
ｂ
の
孔
子
の
評
言
に
見
え
、
そ
れ
以
外
で
は
荘
公
三
十
二
年
の
鍼
季
の
発
言

に
見
え
る
の
み
で
あ
る
。

「
×
之
輿
也
」（
不
敬
：
表-

僖
十
一
「
礼
之
輿
也
」・
表-

襄
二
十
一
ｂ
「
政
之
輿
也
」）

襄
公
二
十
四
年
の
子
産
の
書
簡
、
表-

昭
二
十
一
ａ
の
泠
州
鳩
の
予
言
に
見
え
る
。

「
其
亡
乎
」（
無
関
係
人
：
表-

昭
八
ｃ
「
陳
其
遂
亡
乎
」）（
不
敬
：
表-

宣
十
四
ａ
「
子
家

其
亡
乎
」・
表-

成
十
三
ａ
「
郤
氏
其
亡
乎
」・
表-

成
十
四
ａ
「
苦
成
叔
家
其
亡
乎
」・
表-

成

十
六
ｃ
「
温
季
其
亡
乎
」・
表-

昭
十
八
ｃ
「
原
氏
其
亡
乎
」・
表-

昭
二
十
一
ｂ
「
蔡
其
亡

乎
」・
表-

昭
二
十
五
ａ
「
右
師
其
亡
乎
」）

表-

荘
三
十
二
の
史
嚚
の
予
言
、表-

僖
二
十
一
ａ
の
子
魚
の
予
言
、表-

昭
二
十
九

ｂ
の
孔
子
の
評
言
と
史
墨
の
予
言
、
表-

定
十
三
の
公
叔
文
子
と
史
鰌
の
対
話
、
表-

哀
十
一
ａ
の
伍
子
胥
の
予
言
に
見
え
る
。

「
不
及
×
年
（
稔
）」（
不
敬
：
表-

宣
十
五
ｂ
「
不
及
十
年
」）

表-

僖
二
十
二
ｂ
の
辛
有
の
予
言
、
表-

襄
二
十
七
ｃ
の
伯
州
犁
の
予
言
、
表-

襄

二
十
七
ｅ
の
趙
文
子
と
叔
向
の
対
話
、
表-

昭
三
十
二
ａ
の
史
墨
の
予
言
に
見
え
る
。

「
有
大
咎
」（
不
敬
：
表-

宣
十
五
ｂ
「
原
叔
必
有
大
咎
」・
表-

襄
二
十
八
ｆ
「
鄭
必
有
大

咎
」・
表-
昭
三
十
二
ｂ
「
魏
子
必
有
大
咎
」・
表-

定
元
ａ
「
必
有
大
咎
」）

表-

僖
十
四
の
卜
偃
の
予
言
に
見
え
、
そ
れ
以
外
で
は
僖
公
二
十
三
年
の
楚
成
王

の
発
言
、
宣
公
十
二
年
の
知
荘
子
の
発
言
に
見
え
る
。
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「
在
諸
侯
」（
無
関
係
人
：
表-

昭
十
九
ａ
「
楚
不
在
諸
侯
矣
」）（
不
敬
：
表-

成
四
ａ
「
在

諸
侯
矣
」）

表-
文
九
ａ
の
范
山
の
楚
穆
王
に
対
す
る
進
言
、表-

昭
四
ａ
の
楚
霊
王
と
子
産
の

対
話
、
表-
昭
二
十
三
ｂ
の
沈
尹
戌
の
予
言
に
見
え
る
。

「
其-

死
乎
」（
不
敬
：
表-

成
六
「
鄭
伯
其
死
乎
」・
表-

昭
十
一
ｅ
「
単
子
其
将
死
乎
」・
表

-

昭
二
十
五
ａ
「
今
茲
君
與
叔
孫
其
皆
死
乎
」）

表-

昭
二
十
一
ａ
の
泠
州
鳩
の
予
言
に
見
え
る
。

「
而
莫
之
」（
無
関
係
人
：
表-
成
七
「
而
莫
之
或
恤
」・
表-

昭
十
六
ａ
「
而
還
莫
之
亢
也
」・

表-

昭
三
十
二
ｃ
「
而
莫
之
或
罪
」）

無
関
係
な
人
物
に
よ
る
予
言
・
評
言
に
し
か
見
え
な
い
。

「
也
夫
」（
無
関
係
人
：
表-

成
七
「
無
弔
者
也
夫
」・
表-

昭
十
六
ａ
「
無
伯
也
夫
」）

表-

僖
二
十
四
の
君
子
の
評
言
、
表-

宣
十
二
の
君
子
の
評
言
、
表-

宣
十
五
ａ
の

羊
舌
職
の
評
言
、
表-

宣
十
六
の
羊
舌
職
の
評
言
、
表-
成
八
ｂ
の
君
子
の
評
言
、
表

-

成
九
ｂ
の
君
子
の
評
言
、
表-

襄
三
ｂ
の
君
子
の
評
言
、
表-

襄
十
三
ａ
の
君
子
の

評
言
、
襄
公
二
十
四
年
の
子
産
の
書
簡
、
表-

襄
三
十
ｈ
の
君
子
の
評
言
、
表-

襄

三
十
一
ｂ
の
叔
孫
穆
子
の
予
言
、表-

昭
元
ｆ
の
君
子
の
評
言
、表-
昭
十
四
の
孔
子

の
評
言
、
表-

昭
二
十
七
の
子
家
懿
伯
の
予
言
に
見
え
、
そ
れ
以
外
で
は
宣
公
十
八

年
の
季
文
子
の
発
言
、
成
公
二
年
の
郤
克
の
発
言
、
成
公
十
四
年
の
定
姜
の
発
言
、

成
公
十
六
年
の
楚
共
王
の
発
言
、
哀
公
十
一
年
の
伍
子
胥
の
発
言
に
見
え
る
。

「
不
亡
何
×
」（
不
敬
：
表-

成
十
三
ａ
「
不
亡
何
為
」）

表-

成
十
五
ｃ
の
韓
献
子
の
予
言
、表-

昭
十
八
ａ
の
萇
弘
の
予
言
、表-

昭
二
十
三

ｂ
の
沈
尹
戌
の
予
言
に
見
え
る
。

「
社
稷-

衛
」（
不
敬
：
表-

成
十
三
ａ
「
将
社
稷
是
衛
而
惰
」・
表-

襄
十
ａ
「
将
社
稷
是
衛
」）

表-

僖
三
十
三
ｂ
の
臧
文
仲
の
進
言
、
文
公
元
年
の
凡
例
、
宣
公
十
二
年
の
士
貞

子
の
諫
言
、
表-

襄
十
四
ｅ
の
君
子
の
評
言
に
見
え
、
そ
れ
以
外
で
は
宣
公
十
五
年

の
解
揚
の
発
言
、昭
公
元
年
の
叔
孫
穆
子
の
発
言
、哀
公
十
一
年
の
孔
子
の
発
言
（
檀

弓
引
用
部
分⑯
）
に
見
え
る
。

「
将
不
免
」（
不
敬
：
表-

襄
十
ａ
「
其
将
不
免
乎
」・
表-

襄
二
十
九
ｄ
「
二
子
皆
将
不
免
」・

表-

襄
三
十
一
ｈ
「
令
尹
其
将
不
免
」・
表-

定
元
ｂ
「
周
萇
弘
斉
高
張
皆
将
不
免
」）

不
敬
形
式
予
言
に
し
か
見
え
な
い
。

「
失
政
」（
不
敬
：
表-

襄
二
十
一
ｂ
「
怠
礼
失
政
」・
表-

襄
三
十
一
ａ
「
晋
君
将
失
政
矣
」）

表-

隠
十
一
ｂ
の
君
子
の
評
言
、表-

襄
二
十
六
ｅ
の
君
子
の
評
言
に
見
え
、そ
れ

以
外
で
は
昭
公
十
八
年
の
子
産
の
発
言
に
見
え
る
の
み
で
あ
る
。

「
帰
以
語
」（
無
関
係
人
：
表-

襄
三
十
ｃ
「
帰
以
語
諸
大
夫
」）（
不
敬
：
表-

襄
二
十
四
ｂ

「
帰
以
語
然
明
」・
表-

昭
十
一
ｆ
「
晋
士
之
送
葬
者
帰
以
語
史
趙
」・
表-

昭
十
八
ｃ
「
帰
以

語
閔
子
馬
」）

表-

成
十
二
の
范
文
子
の
予
言
、表-

襄
二
十
七
ｄ
の
楚
康
王
と
子
木
の
対
話
、表

-

昭
元
ｃ
の
劉
定
公
の
予
言
に
見
え
る
。

「
将
死
矣
（
乎
）」（
不
敬
：
表-

襄
二
十
四
ｂ
「
是
将
死
矣
」・
表-

襄
三
十
一
ａ
「
趙
孟
将

死
矣
」「
孟
孫
将
死
矣
」・
表-

襄
三
十
一
ｄ
「
滕
君
将
死
矣
」・
表-

昭
十
一
ｅ
「
単
子
其
将

死
乎
」）

表-

襄
二
十
三
ｂ
の
陳
文
子
の
予
言
、
表-

襄
二
十
七
ｃ
の
伯
州
犁
の
予
言
、
表-

襄
二
十
八
ｃ
の
子
大
叔
の
予
言
、表-

昭
元
ｃ
の
趙
文
子
と
秦
后
子
の
対
話
、表-

昭

二
十
五
ｆ
の
子
大
叔
の
予
言
に
見
え
る
。

「
其
不
免
乎
」（
不
敬
：
表-

襄
二
十
八
ｂ
「
蔡
侯
其
不
免
乎
」・
表-

定
元
ａ
「
魏
子
其
不
免

乎
」）表-

文
十
五
の
季
文
子
の
予
言
、
表-

成
十
五
ｃ
の
韓
献
子
の
予
言
、
表-

昭
元
ａ

の
子
羽
の
予
言
に
見
え
る
。

「
必
受
其
×
」（
無
関
係
人
：
表-

昭
十
一
ｂ
「
必
受
其
咎
」）（
不
敬
：
表-

襄
二
十
八
ｆ
「
必

受
其
辜
」）

表-

襄
二
十
三
ｂ
の
崔
杼
の
諫
言
、表-

昭
公
元
年
の
医
和
の
診
断⑰

、表-

昭
三
十
二

ａ
の
史
墨
の
予
言
に
見
え
る
。
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「
弗
能
久
矣
」（
無
関
係
人
：
表-

昭
十
一
ｂ
）（
不
敬
：
表-

襄
三
十
一
ａ
）

表-
襄
二
十
二
ａ
の
晏
子
の
予
言
、
表-

昭
元
ｇ
の
叔
向
と
子
羽
の
対
話
、
表-

昭

二
十
五
ｆ
の
子
大
叔
の
予
言
に
見
え
、
そ
れ
以
外
で
は
襄
公
十
八
年
の
晏
子
の
発
言

に
見
え
る
。

「
政
在
」（
無
関
係
人
：
表-

昭
三
十
二
ｃ
「
政
在
季
氏
」）（
不
敬
：
表-

襄
三
十
一
ａ
「
既
而

政
在
大
夫
」）

表-

襄
二
十
九
ｅ
の
季
札
の
予
言
、
表-

襄
三
十
一
ａ
の
『
左
伝
』
の
解
説
部
分
、

表-

昭
三
ｂ
の
叔
向
と
晏
子
の
対
話
、表-

昭
五
ｂ
の
晋
平
公
と
女
叔
斉
の
対
話
、表

-

昭
二
十
五
ｂ
の
宋
元
公
と
楽
祁
の
対
話
に
見
え
、そ
れ
以
外
で
は
昭
公
二
十
五
年
の

子
家
懿
伯
の
発
言
、
哀
公
十
一
年
の
冉
求
の
発
言
に
見
え
る
。

「
已
甚
」（
不
敬
：
表-

襄
三
十
一
ｄ
「
而
哀
已
甚
」）

表-

桓
十
七
の
公
子
達
の
予
言
、
表-

僖
元
の
君
子
の
評
言
、
表-

僖
二
十
一
ｃ
の

子
魚
の
予
言
、
成
公
六
年
の
知
荘
子
・
范
文
子
・
韓
献
子
の
諫
言
、
表-

襄
十
ｂ
の

孟
献
子
の
予
言
、
表-

襄
十
四
ａ
の
秦
景
公
と
士
鞅
の
対
話
、
襄
公
二
十
九
年
の
季

札
観
楽
、表-

昭
五
ｃ
の
子
大
叔
と
叔
向
の
対
話
、表-

昭
二
十
ａ
の
梓
慎
と
叔
孫
昭

子
の
対
話
、
そ
れ
以
外
で
は
昭
公
元
年
の
叔
向
の
発
言
、
昭
公
二
十
六
年
の
公
孫
朝

の
発
言
に
見
え
る
。

「
能
無
×
乎
」（
無
関
係
人
：
表-

昭
十
一
ｂ
「
能
無
咎
乎
」）（
不
敬
：
表-

襄
三
十
一
ｄ
「
能

無
従
乎
」・
表-

昭
十
一
ｆ
「
能
無
卑
乎
」・
表-

昭
十
八
ｃ
「
能
無
乱
乎
」）

表-

僖
三
十
三
ａ
の
王
孫
満
の
予
言
、
表-

襄
五
ｂ
の
范
宣
子
の
予
言
、
表-
襄

十
四
ｂ
の
厚
成
叔
の
予
言
、表-

襄
二
十
六
ａ
の
師
曠
の
予
言
、表-

襄
二
十
八
ｃ
の

子
大
叔
の
予
言
、
表-

襄
三
十
ｆ
の
子
産
の
予
言
、
表-

昭
元
ａ
の
子
羽
の
予
言
、
昭

公
元
年
の
医
和
の
診
断
、
表-

昭
三
ａ
の
子
大
叔
と
梁
丙
と
張

の
対
話
、
表-

昭

十
六
ｂ
の
季
平
子
と
子
服
昭
伯
の
対
話
、
表-

昭
十
九
ｃ
の
沈
尹
戌
と
侍
者
の
対
話
、

表-

昭
二
十
三
ｂ
の
沈
尹
戌
の
予
言
、
表-

昭
二
十
四
ｂ
の
梓
慎
と
叔
孫
昭
子
の
対

話
、
表-

昭
二
十
四
ｃ
の
沈
尹
戌
の
予
言
に
見
え
、
そ
れ
以
外
で
は
僖
公
二
十
八
年

の
先
軫
の
発
言
、襄
公
九
年
の
穆
姜
の
発
言
、襄
公
十
年
の
瑕
禽
の
発
言
、襄
公
十
一

年
の
范
宣
子
の
発
言
、
昭
公
十
三
年
の
楚
霊
王
の
発
言
、
哀
公
二
十
五
年
の
哀
公
の

発
言
、
哀
公
二
十
六
年
の
霊
不
緩
の
発
言
に
見
え
る
。

「
天-

祚
」（
無
関
係
人
：
表-

昭
十
一
ｂ
「
天
之
假
助
不
善
、
非
祚
之
也
」）

表-

閔
元
ｂ
の
士
蒍
の
予
言
、表-

宣
三
の
楚
荘
王
と
王
孫
満
の
対
話
、昭
公
三
十

年
の
子
西
の
諫
言
に
見
え
る
。

「
公
室-

卑
」（
不
敬
：
表-

昭
十
一
ｆ
「
魯
公
室
其
卑
乎
」）

表-

襄
二
十
六
ａ
の
師
曠
の
予
言
、
表-

襄
三
十
一
ａ
の
『
左
伝
』
の
解
説
部
分
、

表-

昭
三
ｂ
の
叔
向
と
晏
子
の
対
話
、昭
公
五
年
の
解
経
、表-

昭
十
六
ｂ
の
季
平
子

と
子
服
昭
伯
の
対
話
に
見
え
、
そ
れ
以
外
で
は
成
公
十
五
年
の
華
元
の
発
言
に
見
え

る
の
み
で
あ
る
。

「
無
民
」（
無
関
係
人
：
表-

昭
十
三
ａ
「
有
謀
而
無
民
…
…
可
謂
無
民
」）

表-

成
十
五
ｂ
の
韓
献
子
の
予
言
、
表-

昭
九
ｂ
の
叔
孫
昭
子
の
評
言
、
表-

昭

二
十
五
ｂ
の
宋
元
公
と
楽
祁
の
対
話
に
見
え
る
。

「
棄
民
」（
無
関
係
人
：
表-

昭
十
三
ａ
「
恵
懷
棄
民
」）

表-

荘
二
十
七
の
士
蒍
の
諫
言
、
表-

文
六
ａ
の
君
子
の
評
言
、
表-

成
十
六
ａ
の

子
反
と
申
叔
時
の
対
話
、
表-

昭
三
ｂ
の
叔
向
と
晏
子
の
対
話
に
見
え
る
。

「
其
是
之
謂
乎
（
矣
）」（
無
関
係
人
：
表-

昭
十
六
ａ
「
其
是
之
謂
乎
」）

表-

隠
元
の
君
子
の
評
言
、
表-

隠
三
ｂ
の
君
子
の
評
言
、
表-

隠
四
ｂ
の
君
子
の

評
言
、
表-

成
二
ｃ
の
君
子
の
評
言
、
表-

襄
四
ｃ
の
君
子
の
評
言
、
表-

襄
十
三
ａ

の
君
子
の
評
言
、表-

襄
二
十
四
ａ
の
范
宣
子
と
叔
孫
穆
子
の
対
話
、表-

昭
元
ａ
の

子
羽
の
予
言
、
表-

昭
三
ｃ
の
君
子
の
評
言
、
表-

昭
三
ｄ
の
君
子
の
評
言
、
表-

昭

八
ａ
の
叔
向
の
予
言
、表-

昭
十
ｂ
の
叔
孫
昭
子
の
評
言
、表-

哀
十
八
の
君
子
の
評

言
に
見
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
無
関
係
な
人
物
に
よ
る
予
言
・
評
言
と
不
敬
形
式
予
言
に
見
え

る
言
葉
が
、
予
言
・
評
言
な
ど
、『
左
伝
』
作
者
が
作
文
し
た
可
能
性
が
高
い
部
分
に
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偏
在
し
て
見
え
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
形
式
を
も
つ

予
言
・
評
言
が
『
左
伝
』
作
者
の
作
文
で
あ
る
こ
と
、『
左
伝
』
の
文
章
中
か
ら
『
左

伝
』
作
者
が
作
文
し
た
部
分
を
抽
出
す
る
た
め
に
言
葉
が
有
効
な
手
が
か
り
に
な
る

こ
と
を
強
く
証
明
す
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
『
左
伝
』
作
者
が
好
ん
で
用
い
た
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
作
業
を
、
他
の
予
言
・
評
言
に
見
え
る
言
葉

に
も
拡
大
し
た
結
果
が
附
表
Ⅱ
で
あ
る
。
言
葉
の
偏
在
は
明
確
で
あ
る
。
鎌
田
正
氏

は
、
君
子
の
論
評
の
表
現
形
式
に
類
似
点
が
多
い
こ
と
を
、
そ
れ
が
同
一
人
の
筆
に

成
る
証
拠
と
す
る
が⑱

、
そ
の
こ
と
は
他
の
予
言
・
評
言
に
つ
い
て
も
言
う
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

三
、
左
伝
の
作
文
の
あ
り
か
た

『
左
伝
』
作
者
が
好
ん
だ
言
葉
は
、『
左
伝
』
が
作
文
し
た
可
能
性
が
高
い
部
分
に

偏
在
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
『
左
伝
』
全
体
に
わ
た
っ
て
用
い
ら
れ
て
は
い
な
か
っ

た
。
そ
の
こ
と
は
、『
左
伝
』
が
好
ん
で
用
い
る
言
葉
と
原
資
料
の
言
葉
と
は
時
代
な

い
し
資
料
的
性
格
に
基
づ
く
明
確
な
差
が
あ
り
、
し
か
も
『
左
伝
』
が
原
資
料
の
言

葉
を
己
の
言
葉
に
改
変
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
は
し
て
い
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

文
法
組
織
を
ほ
ぼ
全
体
に
わ
た
っ
て
標
準
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ

う
し
た
『
左
伝
』
の
姿
勢
は
不
可
思
議
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
文
法
組
織

で
注
目
し
た
い
の
は
、
カ
氏
が
指
摘
し
た
例
外
で
あ
る
。
カ
氏
は
、
人
名
も
し
く
は

そ
れ
に
類
す
る
字
の
前
に
来
て
ラ
テ
ン
語
のapu

d

の
意
味
を
表
す
場
合
に
は
「
於
」

が
正
規
の
前
置
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
于
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例
外
と
し

て
文
公
十
七
年
の
子
家
の
書
簡
と
成
公
十
三
年
の
呂
相
絶
秦
文
を
指
摘
し
た
。
カ
氏

は
そ
れ
ら
を
後
代
の
附
加
と
見
な
す
が
、
同
じ
例
外
が
隠
公
十
一
年
の
鄭
荘
公
の
辞

命
、
僖
公
九
年
の
宰
孔
の
辞
命
、
僖
公
二
十
四
年
の
周
襄
王
の
辞
命
、
僖
公
二
十
八

年
の
宛
濮
の
盟
の
載
書
、
文
公
十
二
年
の
西
乞
術
の
辞
命
、
襄
公
八
年
の
王
子
伯
駢

の
辞
命
、
襄
公
二
十
二
年
の
子
産
の
辞
命
、
昭
公
二
十
六
年
の
王
子
朝
の
辞
命
、
昭

公
三
十
二
年
の
周
敬
王
の
辞
命
、
哀
公
十
六
年
の

武
子
の
辞
命
に
も
認
め
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
文
章
に
は
金
文
・『
詩
』『
書
』・
載
書⑲

と
共
通
す
る
助
字
や
表
現
が
用
い
ら

れ
て
い
る
よ
う
に⑳

、
む
し
ろ
『
左
伝
』
の
中
で
は
古
い
層
に
属
す
る
部
分
と
見
る
べ

き
で
あ
る
。

カ
氏
が
指
摘
し
た
『
左
伝
』
の
文
法
上
の
例
外
が
、
後
代
の
附
加
で
は
な
く
、
引

用
し
た
原
資
料
の
文
法
の
反
映
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ

ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
例
外
が
、
多
様
な
原
資
料
の
中
で
も
春
秋
時
代
当
時
の
面
貌
を

比
較
的
残
し
た
、
よ
り
古
い
文
章
に
偏
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、『
左
伝
』
が
偶

然
的
に
文
法
の
標
準
化
を
し
損
ね
た
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
文
章
に
の
み
意
識
的

に
原
資
料
の
字
句
を
改
変
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

な
ぜ
改
変
し
な
か
っ
た
の
か
、
引
用
し
た
資
料
の
性
格
や
引
用
し
た
意
図
に
も
よ

る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
理
由
は
個
別
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
つ
に
は

後
述
す
る
文
辞
の
重
視
が
あ
る
だ
ろ
う
。
後
学
へ
の
模
範
例
と
し
て
、
ま
た
、
外
交

上
で
文
辞
が
効
果
を
発
揮
し
た
実
例
を
同
時
代
の
為
政
者
に
示
す
た
め
、
敢
え
て
原

資
料
の
言
葉
に
手
を
加
え
ず
そ
の
ま
ま
残
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

逆
に
、『
左
伝
』
が
原
資
料
の
言
葉
を
己
の
言
葉
に
改
変
し
、
原
資
料
に
な
い
己
の

言
葉
を
附
加
し
た
場
合
、ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
左
伝
』
の
具

体
的
な
改
変
や
作
文
の
あ
り
か
た
を
示
す
資
料
と
し
て
、
表-

襄
二
十
七
ｄ
の
子
木

と
楚
康
王
の
対
話
が
あ
る
。
昭
公
二
十
年
の
晏
子
の
発
言
に
同
じ
話
が
引
か
れ
て
お

り
、
表
現
が
ほ
ぼ
重
な
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
か
が
い
ず
れ
か
の
引
用
に
か
か
る
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。
昭
公
二
十
年
の
「
諸
侯
主
」
は
、
表-

襄
二
十
七
ｄ
で
は
「
盟

主
」
と
な
っ
て
い
る
が
、『
左
伝
』
中
、「
盟
主
」
は
二
十
九
件
見
え
る
が
、「
諸
侯

主
」
は
他
に
哀
公
十
五
年
に
見
え
る
の
み
で
あ
り
、
よ
り
一
般
的
な
「
盟
主
」
を
敢

え
て
「
諸
侯
主
」
に
書
き
換
え
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、昭
公
二
十
年
の
「
夫
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子
之
家
事
治
、
言
於
晋
国
、
竭
情
無
私
、
其
祝
史
祭
祀
陳
信
不
愧
、
其
家
事
無
猜
、

其
祝
史
不
祈
」
は
、
表-

襄
二
十
七
ｄ
で
は
「
夫
子
之
家
事
治
、
言
於
晋
国
無
隠
情
、

其
祝
史
陳
信
於
鬼
神
無
愧
辞
」
と
、「
無
隠
情
」・「
無
愧
辞
」
が
対
句
と
な
っ
て
お

り
、引
用
時
に
そ
れ
を
敢
え
て
解
体
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

昭
公
二
十
年
↓
表-
襄
二
十
七
ｄ
の
先
後
関
係
が
成
り
立
つ
。

表-

襄
二
十
七
ｄ
は
昭
公
二
十
年
の
語
句
を
「
帰
以
語
」・「
宜
其-

也
」
な
ど
、『
左

伝
』
が
好
む
言
葉
に
改
変
し
て
お
り
、
逆
に
言
え
ば
昭
公
二
十
年
は
さ
ほ
ど
改
変
を

被
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る㉑

。『
左
伝
』
の
作
文
の
あ
り
か
た
を
窺
わ
せ
る
が
、そ
こ

ま
で
手
を
加
え
て
こ
の
部
分
に
挿
入
し
た
理
由
は
、
昭
公
二
十
年
に
は
な
い
最
後
の

「
子
木
又
語
王
曰
、
宜
晋
之
伯
也
、
有
叔
向
以
佐
其
卿
、
楚
無
以
当
之
、
不
可
與
争
」

の
附
加
部
分
が
語
っ
て
い
る
。
こ
の
コ
メ
ン
ト
は
、「
趙
孟
為
客
、
子
木
與
之
言
、
弗

能
対
、
使
叔
向
侍
言
焉
、
子
木
亦
不
能
対
也
」
を
踏
ま
え
る
。
こ
の
宋
の
盟
で
は
、

子
木
は
隙
あ
ら
ば
晋
を
襲
撃
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、結
局
何
も
し
な
か
っ
た
。『
左

伝
』
は
そ
の
理
由
を
賢
人
で
あ
る
叔
向
の
存
在
に
帰
す
た
め
に
、
こ
の
文
章
を
挿
入

し
た
の
で
あ
る
。

『
左
伝
』
が
原
資
料
の
言
葉
を
残
し
た
場
合
も
、原
資
料
の
言
葉
を
己
の
言
葉
に
改

変
し
た
場
合
も
、
原
資
料
に
な
い
己
の
言
葉
を
附
加
し
た
場
合
も
、
そ
れ
な
り
の
理

由
と
意
図
が
あ
る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
言
葉
と
文
章
の
性
格
を
分
析
し
、
作
者
の
意

図
を
読
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、『
左
伝
』
作
者
が
意
識
的
に
残
し
た
古
い
文
章
と
、『
左

伝
』
作
者
が
作
文
し
た
新
し
い
文
章
を
、
濾
過
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

四
、
左
伝
の
発
想
と
関
心

こ
れ
ま
で
予
言
・
評
言
の
形
式
と
言
葉
と
い
う
外
面
的
特
徴
を
中
心
に
『
左
伝
』

作
者
が
作
文
し
た
部
分
を
抽
出
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
が
同
一
人
物
の
手
に
よ
る
も

の
な
ら
、
当
然
そ
の
部
分
か
ら
看
取
さ
れ
る
発
想
や
関
心
と
い
っ
た
書
き
手
の
内
面

的
特
徴
に
も
共
通
性
が
見
出
せ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、『
左
伝
』
作
者

が
作
文
し
た
可
能
性
が
高
い
部
分
に
見
え
る
、特
徴
的
な
発
想
や
関
心
を
分
析
す
る
。

表-

襄
二
十
七
ｄ

昭
公
二
十
年

子
木
問
於
趙
孟
曰
、
范
武
子

之
徳
何
如
、
対
曰
、
夫
子
之

家
事
治
、言
於
晋
国
無
隠
情
、

其
祝
史
陳
信
於
鬼
神
無
愧

辞
、
子
木
帰
以
語
王
、
王
曰
、

尚
矣
哉
、
能
歆
神
人
、
宜
其

光
輔
五
君
以
為
盟
主
也
、
子

木
又
語
王
曰
、宜
晋
之
伯
也
、

有
叔
向
以
佐
其
卿
、
楚
無
以

当
之
、
不
可
與
争

斉
侯
疥
、
遂

、
期
而
不

、
諸
侯
之
賓
問
疾
者
多
在
、
梁
丘
拠
與
裔
款
言
於
公
曰
、
吾
事
鬼
神
豊
、
於
先
君
有
加
矣
、
今
君
疾
病
為
諸
侯
憂
、
是
祝
史
之
罪
也
、

諸
侯
不
知
、
其
謂
我
不
敬
、
君
盍
誅
於
祝
固
史
嚚
以
辞
賓
、
公
説
、
告
晏
子
、
晏
子
曰
、
日
宋
之
盟
、
屈
建
問
范
会
之
徳
於
趙
武
、
趙
武
曰
、
夫
子
之
家
事
治
、
言

於
晋
国
、
竭
情
無
私
、
其
祝
史
祭
祀
陳
信
不
愧
、
其
家
事
無
猜
、
其
祝
史
不
祈
、
建
以
語
康
王
、
康
王
曰
、
神
人
無
怨
、
宜
夫
子
之
光
輔
五
君
、
以
為
諸
侯
主
也
、

公
曰
、
拠
與
款
謂
寡
人
能
事
鬼
神
、
故
欲
誅
於
祝
史
、
子
称
是
語
何
故
、
対
曰
、
若
有
徳
之
君
、
外
内
不
廃
、
上
下
無
怨
、
動
無
違
事
、
其
祝
史
薦
信
、
無
愧
心

矣
、
是
以
鬼
神
用
饗
、
国
受
其
福
、
祝
史
與
焉
、
其
所
以
蕃
祉
老
寿
者
、
為
信
君
使
也
、
其
言
忠
信
於
鬼
神
、
其
適
遇
淫
君
、
外
内
頗
邪
、
上
下
怨
疾
、
動
作
辟

違
、
従
欲
厭
私
、
高
臺
深
池
、
撞
鍾
舞
女
、
斬
刈
民
力
、
輸
掠
其
聚
、
以
成
其
違
、
不
恤
後
人
、
暴
虐
淫
従
、
肆
行
非
度
、
無
所
還
忌
、
不
思
謗

、
不
憚
鬼
神
、

神
怒
民
痛
、
無
悛
於
心
、
其
祝
史
薦
信
、
是
言
罪
也
、
其
蓋
失
数
美
、
是
矯
誣
也
、
進
退
無
辞
、
則
虚
以
求
媚
、
是
以
鬼
神
不
饗
、
其
国
以
禍
之
、
祝
史
與
焉
、
所

以
夭
昏
孤
疾
者
、
為
暴
君
使
也
、
其
言
僭

於
鬼
神
、
公
曰
、
然
則
若
之
何
、
対
曰
、
不
可
為
也
、
山
林
之
木
、
衡
鹿
守
之
、
沢
之
萑
蒲
、
舟
鮫
守
之
、
藪
之
薪

蒸
、
虞
候
守
之
、
海
之
塩
蜃
、
祈
望
守
之
、
縣
鄙
之
人
、
入
従
其
政
、
偪
介
之
関
、
暴
征
其
私
、
承
嗣
大
夫
、
強
易
其
賄
、
布
常
無
藝
、
徴
斂
無
度
、
宮
室
日
更
、

淫
楽
不
違
、
内
寵
之
妾
、
肆
奪
於
市
、
外
寵
之
臣
、
僭
令
於
鄙
、
私
欲
養
求
、
不
給
則
応
、
民
人
苦
病
、
夫
婦
皆
詛
、
祝
有
益
也
、
詛
亦
有
損
、
聊
摂
以
東
、
姑
尤

以
西
、
其
為
人
也
多
矣
、
雖
其
善
祝
、
豈
能
勝
億
兆
人
之
詛
、
君
若
欲
誅
於
祝
史
、
脩
徳
而
後
可
、
公
説
、
使
有
司

政
、
毀
関
、
去
禁
、
薄
斂
、
已
責
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（
一
）
己
の
あ
り
か
た

他
者
と
の
関
係
に
お
い
て
、
己
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
問
題
に
す
る
も
の
。
己
よ

り
も
他
者
を
立
て
る
こ
と
を
称
え
る
も
の
（
表-

隠
十
・
表-

僖
二
十
ｂ
・
表-

宣
十
一

ｂ
・
表-

昭
二
・
表-
昭
四
ａ
・
表-

昭
十
二
ａ
）、
己
を
省
み
ず
他
者
に
不
徳
を
な
す
こ

と
を
批
判
す
る
も
の
（
表-

隠
十
一
ｃ
・
表-

僖
十
九
ｃ
・
表-

僖
二
十
二
ｃ
・
表-

僖

二
十
三
・
表-

文
十
五
・
表-
襄
五
ａ
・
表-

襄
二
十
八
ｃ
）、
己
の
欲
望
の
た
め
に
他
者

に
害
を
与
え
る
こ
と
を
批
判
す
る
も
の
（
表-

宣
二
ｂ
）、
己
の
程
度
を
わ
き
ま
え
る

こ
と
や
他
者
が
ど
う
で
あ
れ
己
が
問
題
で
あ
る
こ
と
を
説
く
も
の
（
表-

桓
六
・
表-

僖
二
十
ａ
・
表-

宣
十
三
ｂ
・
表-

哀
六
）、
己
を
罪
す
る
こ
と
を
称
え
る
も
の
（
表-

荘

八
・
表-

荘
十
一
・
表-

荘
十
九
）
な
ど
が
あ
る
。

『
論
語
』
に
は
、
雍
也
「
夫
仁
者
己
欲
立
而
立
人
、
己
欲
達
而
達
人
、
能
近
取
譬
、

可
謂
仁
之
方
也
已
」・
顔
淵
「
顔
淵
問
仁
、
子
曰
、
克
己
復
礼
為
仁
、
一
日
克
己
復

礼
、
天
下
帰
仁
焉
、
為
仁
由
己
、
而
由
人
乎
哉
」・
同
「
仲
弓
問
仁
、
子
曰
…
…
己
所

不
欲
、
勿
施
於
人
」・
同
「
攻
其
悪
無
攻
人
之
悪
、
非
脩
慝
與
」・
衛
霊
公
「
子
貢
問

曰
、
有
一
言
而
可
以
終
身
行
之
者
乎
、
子
曰
、
其
恕
乎
、
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
」

と
、
他
者
と
の
関
係
に
お
け
る
己
の
あ
り
か
た
を
問
題
に
す
る
議
論
が
見
え
、
し
か

も
表-

僖
二
十
ａ
・
表-

昭
十
二
ｃ
が
そ
れ
ぞ
れ
顔
淵
の
「
為
仁
由
己
、
而
由
人
乎

哉
」・「
克
己
復
礼
為
仁
」
を
引
い
て
い
る
よ
う
に
、『
左
伝
』
の
発
想
は
こ
う
し
た
先

行
す
る
議
論
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
ろ
う
。

（
二
） 

本
末
（
表-

隠
六
ａ
・
表-

桓
二
ｃ
・
表-

荘
六
・
表-

閔

元
ａ
・
表-

襄
十
九
ｃ
・
表-

襄
二
十
八
ｃ
・
表-

昭
五
ｂ
・

表-

昭
十
一
ｈ
・
表-

哀
七
）

も
の
ご
と
の
根
本
を
絶
つ
こ
と
や
本
が
弱
く
末
が
強
く
な
る
よ
う
な
状
況
を
非
難

す
る
も
の
。
本
を
大
事
に
す
る
こ
と
は
、『
論
語
』
学
而
「
君
子
務
本
、
本
立
而
道

生
、
孝
弟
也
者
、
其
為
仁
之
本
與
」
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
発
想

で
は
な
い
が
、
表-

隠
六
ａ
・
表-

荘
六
・
表-

閔
元
ａ
の
よ
う
に
植
物
に
譬
え
て
論

ず
る
所
に
特
徴
が
あ
る
。

（
三
）
違
和
感

前
稿
ｂ
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
左
伝
』
は
資
料
間
の
相
違
や
異
例
な
記
述
内
容
に
違

和
感
を
覚
え
た
時
に
コ
メ
ン
ト
を
発
し
て
い
る
。
侵
攻
さ
れ
て
い
る
の
に
報
復
し
な

い
こ
と
（
表-

荘
二
十
七
・
表-

宣
六
・
表-

成
十
五
ｂ
・
表-

昭
十
三
ｃ
）、
不
徳
者
の
成

功
や
小
国
の
戦
果
（
表-

閔
二
・
表-

僖
二
・
表-

宣
九
ｂ
・
表-

成
十
六
ｂ
・
表-

襄
八

ａ
・
表-

襄
十
四
ｃ
・
表-

襄
二
十
八
ｅ
・
表-

昭
三
ｄ
・
表-

昭
四
ｄ
）、
有
徳
者
の
失
敗

（
表-

襄
二
十
一
ａ
）、
記
述
内
容
の
異
常
（
表-

宣
十
一
ｂ
・
表-

襄
四
ａ
・
表-

襄
三
十

ｄ
）、
和
議
成
立
直
後
の
征
伐
（
表-

成
元
ａ
・
表-

成
十
五
ａ
）、
外
交
上
の
特
例
（
表

-

襄
二
十
八
ａ
・
表-

昭
三
ａ
）
な
ど
が
あ
る
。
特
に
不
徳
者
の
成
功
や
有
徳
者
の
失
敗

は
、『
左
伝
』
に
と
っ
て
都
合
が
悪
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
必

要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
四
） 

悪
や
罪
の
積
み
重
な
り
（
表-

荘
二
十
七
・
表-

僖
二
・
表

-

文
五
ｂ
・
表-

宣
二
ｃ
・
表-

宣
六
・
表-

成
十
五
ｂ
・
表

-

成
十
六
ｃ
・
表-

襄
二
十
八
ｅ
・
表-

襄
三
十
ｂ
・
表-

昭

元
ｂ
・
表-

昭
三
ａ
・
表-

昭
四
ｃ
・
表-

昭
十
一
ｂ
・
表

-

昭
十
一
ｄ
・
表-

昭
十
八
ａ
・
表-

昭
二
十
四
ｂ
・
表-

哀

十
一
ａ
）

不
徳
者
が
驕
り
高
ぶ
り
、
不
徳
を
重
ね
る
こ
と
で
、
怨
み
や
悪
が
集
ま
り
、
結
局

自
滅
す
る
こ
と
を
説
く
も
の
や
、
天
が
悪
や
禍
を
集
め
て
不
徳
者
に
罰
を
与
え
る
こ

と
を
説
く
も
の
。（
三
）
の
侵
攻
に
対
し
て
報
復
を
し
な
い
こ
と
や
、不
徳
者
の
成
功

な
ど
、
違
和
感
を
覚
え
る
よ
う
な
事
態
の
説
明
に
主
に
用
い
ら
れ
る
。
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（
五
） 

警
戒
や
準
備
の
重
視
（
表-

隠
五
・
表-

僖
二
十
一
ｂ
・
表

-

僖
二
十
二
ｄ
・
表-

文
六
ｂ
・
表-

成
元
ｂ
・
表-

成
九

ｂ
・
表-

襄
十
九
ｂ
・
表-

襄
二
十
二
ｂ
・
表-

昭
十
三
ｃ
・

表-

昭
二
十
三
ｂ
・
表-

昭
二
十
四
ｃ
・
表-

哀
十
一
ｂ
）

戦
時
に
お
け
る
警
戒
や
、城
郭
修
繕
や
軍
備
の
増
強
に
よ
る
防
備
の
強
化
を
説
き
、

不
慮
の
事
態
へ
の
警
戒
や
準
備
を
重
視
す
る
も
の
。単
に
軍
事
上
の
こ
と
に
限
ら
ず
、

表-

文
六
ｂ
・
表-

襄
二
十
二
ｂ
の
よ
う
に
個
人
の
処
世
に
も
及
ぶ
。

（
六
） 

文
辞
の
重
視
（
表-

荘
十
一
・
表-

襄
十
四
ｂ
・
表-

襄

二
十
五
ｂ
・
表-
襄
二
十
五
ｃ
・
表-

襄
二
十
六
ｄ
・
表-

襄
二
十
六
ｆ
・
表-
襄
二
十
七
ｂ
・
表-

襄
三
十
一
ｅ
・
表

-

昭
元
ｃ
・
表-

昭
二
・
表-
昭
二
十
六
ａ
・
表-

哀
十
六
）

文
辞
の
重
要
性
を
説
き
、
ま
た
実
際
引
用
し
た
文
辞
に
対
し
て
批
評
を
加
え
る
も

の
。
表-

襄
二
十
五
ｃ
・
表-

襄
三
十
一
ｅ
で
は
、
子
産
の
見
事
な
文
辞
に
よ
っ
て
鄭

が
晋
の
追
及
を
切
り
抜
け
た
こ
と
を
評
価
す
る
が
、
小
国
が
大
国
の
中
で
生
き
残
る

た
め
に
、
文
辞
に
通
達
し
た
知
識
人
が
い
か
に
役
に
立
つ
か
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

の
も
の
だ
ろ
う
。（

七
） 

小
国
へ
の
関
心
（
表-

僖
二
十
一
ａ
・
表-

僖
二
十
二
ｄ
・

表-

宣
十
四
ｂ
・
表-

襄
四
ｂ
・
表-

襄
八
ａ
・
表-

襄
十
九

ａ
・
表-

襄
二
十
二
ａ
・
表-

襄
二
十
三
ｂ
・
表-

襄
二
十
八

ａ
・
表-

襄
二
十
八
ｂ
・
表-

昭
四
ｂ
・
表-

昭
五
ｂ
・
表

-

昭
十
八
ｄ
・
表-

哀
十
一
ｂ
）

大
国
に
対
す
る
小
国
の
あ
り
か
た
を
述
べ
る
も
の
や
、
小
国
が
そ
の
分
を
超
え
る

こ
と
を
難
ず
る
も
の
や
、
小
国
を
侮
る
こ
と
を
難
ず
る
も
の
。
前
稿
ｂ
で
述
べ
た
よ

う
に
、
小
国
が
い
か
に
大
国
の
中
で
生
き
残
っ
て
い
く
の
か
は
、『
左
伝
』
に
と
っ
て

大
き
な
問
題
関
心
の
一
つ
で
あ
り
、
小
国
を
侮
る
こ
と
を
批
判
す
る
こ
と
は
、（
五
）

の
警
戒
の
重
視
に
も
通
じ
る
。

（
八
） 

夷
狄
へ
の
関
心
（
表-

僖
八
・
表-

僖
十
九
ｂ
・
表-

僖

二
十
二
ｂ
・
表-

宣
十
一
ｂ
・
表-

宣
十
三
ｂ
・
表-

成
七
・

表-

襄
二
ａ
・
表-

昭
十
七
ｃ
）

『
左
伝
』
は
夷
狄
に
関
わ
る
記
事
に
敏
感
に
反
応
し
、
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
い
る
。

『
左
伝
』
が
夷
狄
に
対
し
て
高
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
前
稿
ｂ
で
も
指
摘
し

た
。

（
九
） 

人
事
へ
の
関
心
（
表-

文
三
・
表-

文
六
ａ
・
表-

宣
十
五

ａ
・
表-

宣
十
六
・
表-

成
八
ｂ
・
表-

成
十
五
ｃ
・
表-

襄
三
ｂ
・
表-

襄
十
五
・
表-

襄
二
十
九
ａ
・
表-

襄
二
十
九

ｅ
・
表-

襄
二
十
九
ｆ
・
表-

襄
三
十
ｃ
・
表-

襄
三
十
ｇ
・

表-

昭
元
ｆ
・
表-

昭
五
ｂ
・
表-

昭
五
ｄ
・
表-

昭
七
ｂ
・

表-

昭
十
一
ｈ
・
表-

昭
二
十
八
ａ
・
表-

昭
二
十
八
ｂ
・

表-

定
九
ａ
・
表-

哀
十
六
・
表-

哀
十
八
・
表-

哀
二
十
六
）

人
材
の
起
用
に
対
す
る
評
価
や
、
人
材
の
冷
遇
や
虐
待
に
対
す
る
批
判
な
ど
、『
左

伝
』
は
人
事
に
関
わ
る
記
事
に
敏
感
に
反
応
し
て
い
る
。『
左
伝
』
作
者
の
立
場
を
窺

わ
せ
る
も
の
だ
ろ
う
。

（
十
） 「
親
」
の
相
対
化
（
表-

隠
四
ｂ
・
表-

襄
三
ｂ
・
表-

昭

十
四
・
表-

昭
二
十
八
ａ
）

表-

隠
四
ｂ
で
は
弑
君
に
加
担
し
た
子
の
石
厚
を
殺
さ
せ
た
石
錯
を
、表-

昭
十
四

で
は
弟
叔
魚
の
悪
を
裁
い
た
叔
向
を
そ
れ
ぞ
れ
称
え
て
い
る
。「
親
」
よ
り
も
「
義
」
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を
重
ん
じ
た
こ
と
を
「
直
」
と
し
て
評
価
し
た
も
の
だ
が
、『
論
語
』
子
路
「
葉
公
語

孔
子
曰
、
吾
黨
有
直
躬
者
、
其
父
攘
羊
、
而
子
証
之
、
孔
子
曰
、
吾
黨
之
直
者
異
於

是
、
父
為
子
隠
、
子
為
父
隠
、
直
在
其
中
矣
」
で
は
、「
親
」
を
重
ん
じ
て
不
正
を
隠

す
こ
と
を
「
直
」
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、こ
の
対
話
の
主
題
は
あ
く
ま
で
「
直
」

の
あ
り
か
た
で
あ
る
か
ら
、
子
が
父
の
不
正
を
証
す
る
「
直
」
よ
り
も
、
父
と
子
が

お
互
い
に
庇
い
合
う
の
が
、
よ
り
自
然
な
「
直
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
だ
け
か
も

し
れ
な
い
の
で
、孔
子
が
ど
こ
ま
で
「
親
」
を
重
ん
じ
て
い
た
か
は
明
確
で
は
な
い
。

と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
子
が
父
の
不
正
を
証
す
る
こ
と
は
、
悪
を
正
す
と
い
う
意

味
で
『
左
伝
』
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
義
」
に
あ
た
る
た
め
、「
親
」
よ
り
も
「
義
」
を

重
ん
じ
る
『
左
伝
』
の
主
張
は
、
こ
の
孔
子
の
発
言
に
反
す
る
も
の
と
し
て
読
者
に

受
け
取
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。「
親
」
よ
り
も
「
義
」
を
重
ん
じ
た
叔
向
の
「
直
」

を
孔
子
に
強
調
さ
せ
る
の
は
、
子
路
に
記
述
さ
れ
る
孔
子
像
を
覆
す
た
め
だ
ろ
う
。

「
父
為
子
隠
、子
為
父
隠
」
と
反
す
る
「
不
隠
於
親
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
こ

と
も
、『
左
伝
』
が
子
路
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
傍
証
す
る
。

『
論
語
』
先
進
「
顔
淵
死
、
顔
路
請
子
之
車
以
為
之
椁
、
子
曰
、
才
不
才
、
亦
各
言

其
子
也
、
鯉
也
死
、
有
棺
而
無
椁
、
吾
不
徒
行
以
為
之
椁
、
以
吾
従
大
夫
之
後
、
不

可
徒
行
也
」・
季
氏
「
又
聞
君
子
之
遠
其
子
也
」・『
礼
記
』
檀
弓
上
「
子
夏
既
除
喪
而

見
、
予
之
琴
、
和
之
而
不
和
、
弾
之
而
不
成
声
、
作
而
曰
、
哀
未
忘
也
、
先
王
制
礼
、

而
弗
敢
過
也
、
子
張
既
除
喪
而
見
、
予
之
琴
、
和
之
而
和
、
弾
之
而
成
声
、
作
而
曰
、

先
王
制
礼
、
不
敢
不
至
焉
」・
同
下
「
陳
乾
昔
寝
疾
、
属
其
兄
弟
、
而
命
其
子
尊
已

曰
、
如
我
死
、
則
必
大
為
我
棺
、
使
吾
二
婢
子
夾
我
、
陳
乾
昔
死
、
其
子
曰
、
以
殉

葬
非
礼
也
、
況
又
同
棺
乎
、
弗
果
殺
」
と
、『
左
伝
』
以
前
の
儒
家
に
お
い
て
は
基
本

的
に
「
親
」
よ
り
も
礼
の
よ
う
な
客
観
的
規
範
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
が
、「
親
」
と

「
義
」
に
つ
い
て
は
ど
ち
ら
を
重
ん
じ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
は
、こ
の
子
路
を
見
る

限
り
ま
だ
議
論
の
段
階
に
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、『
左
伝
』
が
「
親
」
よ
り
も
「
義
」

を
重
ん
じ
る
こ
と
を
明
確
に
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
、『
左
伝
』
の
時
代
で
は
、「
治

国
制
刑
」
に
あ
た
り
、「
親
」
の
尊
重
が
大
き
な
阻
害
に
な
る
と
見
做
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。

人
事
に
お
い
て
も
、身
内
を
贔
屓
す
る
こ
と
は
、表-

襄
三
ｂ
「
立
其
子
不
為
比
」・

表-

昭
二
十
八
ａ
「
吾
與
戊
也
縣
、
人
其
以
我
為
黨
乎
」
と
、「
比
」・「
黨㉒

」
と
し
て

非
難
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
血
縁
に
拠
ら
ず
に
各
国
で
任
用

さ
れ
た
孔
門
の
如
き
知
識
人
層
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の
だ
ろ
う
が
、表-

昭
二
十
八

ａ
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
択
善
而
従
之
曰
比
」
と
、『
詩
』
皇
矣
の
「
比
」
字
を
『
論

語
』
述
而
「
子
曰
、
三
人
行
、
必
有
我
師
焉
、
択
其
善
者
而
従
之
、
其
不
善
者
而
改

之
」
の
表
現
を
用
い
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る㉓

。
身
内
を
任
用
し
た
魏
献
子
の

行
為
は
「
比
」
に
あ
た
る
わ
け
だ
が
、「
比
」
と
は
本
来
善
人
を
択
ぶ
と
い
う
意
味
で

あ
る
と
解
釈
し
直
す
こ
と
で
、魏
献
子
は
身
内
を
贔
屓
し
て
任
用
し
た
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
善
人
を
任
用
し
た
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
教
誨

不
倦
曰
長
」
が
同
じ
く
述
而
の
「
誨
人
不
倦
」
の
表
現
が
用
い
て
解
釈
し
て
い
る
よ

う
に
、
こ
れ
ら
字
義
解
釈
は
、
純
粋
に
『
詩
』
を
解
釈
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
も
、

当
時
の
『
詩
』
解
釈
の
成
果
を
反
映
し
た
も
の
で
も
な
く
、『
左
伝
』
が
己
の
主
張
の

た
め
に
『
詩
』
の
文
言
を
利
用
し
た
だ
け
で
あ
り
、『
左
伝
』
の
引
詩
の
性
格
を
象
徴

す
る
も
の
で
あ
る㉔

。
さ
ら
に
は
、「
居
利
思
義
」
は
、『
論
語
』
憲
問
「
今
之
成
人
者
、

何
必
然
、
見
利
思
義
、
見
危
授
命
、
久
要
不
忘
平
生
之
言
、
亦
可
以
為
成
人
矣
」
の

表
現
を
用
い
た
も
の
で
あ
り
、
魏
戊
は
「
成
人
」
の
要
件
の
一
つ
を
備
え
た
人
物
だ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
左
伝
』
が
そ
こ
ま
で
手
を
か
け
て
表-

昭
二
十
八
ａ
の
対
話

を
作
文
し
た
の
は
、
父
が
子
を
任
用
し
た
と
い
う
『
左
伝
』
に
と
っ
て
甚
だ
都
合
の

悪
い
話
を
、
逆
に
「
夫
挙
無
他
、
唯
善
所
在
、
親
疏
一
也
」
を
示
す
話
に
作
り
変
え

た
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

「
義
」
に
せ
よ
「
善
」
に
せ
よ
、「
親
」
よ
り
も
重
ん
ず
べ
き
概
念
を
提
示
す
る
と

い
う
点
に
お
い
て
『
左
伝
』
は
一
貫
し
て
お
り
、
そ
れ
は
『
左
伝
』
作
者
の
社
会
的

な
立
場
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
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以
上
の
作
業
か
ら
、『
左
伝
』
作
者
が
作
文
し
た
可
能
性
が
高
い
部
分
に
は
、
言
葉

だ
け
で
な
く
、
発
想
や
関
心
の
在
処
に
お
い
て
も
多
く
の
共
通
性
が
見
出
せ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
し
か
も
夷
狄
や
小
国
へ
の
関
心
は
単
行
年
代
記
の
引
用
に
も
認
め
ら

れ
、『
左
伝
』
作
者
の
関
心
が
一
貫
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

五
、
予
言
の
論
理

『
左
伝
』
の
予
言
は
、政
局
や
国
情
の
分
析
に
よ
る
現
実
的
な
理
由
か
ら
結
果
を
判

断
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
非
礼
の
た
め
に
死
亡
す
る
、
徳
行
の
た
め
に
子
孫
が
存
続

す
る
と
い
っ
た
、
超
現
実
的
な
理
由
と
力
の
は
た
ら
き
か
ら
結
果
を
判
断
し
た
も
の

も
多
い
。
そ
の
よ
う
に
人
や
国
に
禍
福
を
降
す
の
は
、
表-

閔
元
ｃ
・
表-

僖
二
・
表

-

僖
十
九
ｂ
・
表-

文
九
ｂ
・
表-

宣
三
・
表-
宣
十
五
ｂ
・
表-

襄
二
十
八
ｅ
・
表

-

襄
二
十
九
ｆ
・
表-

襄
三
十
一
ｆ
・
表-

昭
元
ｃ
・
表-
昭
元
ｄ
・
表-

昭
十
一
ｂ
・

表-

昭
十
一
ｄ
・
表-

昭
二
十
三
ａ
・
表-

昭
二
十
七
か
ら
天
や
祖
先
神
と
判
断
さ
れ

る
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
論
理
が
成
り
立
つ
の
か
は
個
々
の
予
言
に
お
い
て
明
確
に

説
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
超
現
実
的
な
力
の
存
在
を
認
め
る
予

言
行
為
自
体
、
儒
家
の
現
実
主
義
に
沿
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
表-

定
十
五
ａ
の
子
貢
の
不
敬
形
式
予
言
の
験
と
し
て
「
夏
五
月
壬
申
、
公
薨
」
の
経
文

を
引
い
た
後
、「
仲
尼
曰
、
賜
不
幸
言
而
中
、
是
使
賜
多
言
者
也
」
と
、
孔
子
の
口
を

借
り
て
子
貢
の
予
言
行
為
に
否
定
的
な
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え

る㉕

。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
『
左
伝
』
が
予
言
と
い
う
形
式
を
採
用
し
た
の
は
、
そ
れ

だ
け
の
理
由
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
人
の
行
い
に
対
す
る
天

や
祖
先
神
の
は
た
ら
き
を
、『
左
伝
』
が
ど
の
よ
う
な
論
理
で
説
明
し
て
い
る
か
を
分

析
す
る
こ
と
で
、『
左
伝
』
が
予
言
と
い
う
形
式
を
採
用
し
た
背
景
を
探
る
。

（
一
）
子
孫
へ
の
禍
福

『
左
伝
』
は
、
表-

桓
二
ｂ
「
周
内
史
聞
之
曰
、
臧
孫
達
其
有
後
於
魯
乎
、
君
違
、

不
忘
諫
之
以
徳
」・
表-

僖
十
一
「
受
玉
惰
、
過
帰
告
王
曰
、
晋
侯
其
無
後
乎
、
王
賜

之
命
、
而
惰
於
受
瑞
、
先
自
棄
也
已
、
其
何
継
之
有
、
礼
、
国
之
幹
也
、
敬
、
礼
之

輿
也
、
不
敬
則
礼
不
行
、
礼
不
行
則
上
下
昏
、
何
以
長
世
」
な
ど
、「
有
後
於 [

国]

」

と
い
う
言
葉
を
人
物
称
揚
の
た
め
に
用
い
た
り
、「
其
無
後
乎
」
と
い
う
言
葉
を
人
物

批
判
の
た
め
に
用
い
た
り
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
予
言
は
、
あ
る
人
物
の
行
い
に

よ
っ
て
、
そ
の
子
孫
に
禍
福
が
降
さ
れ
る
と
い
う
観
念
に
基
づ
い
て
い
る㉖

。
表-

昭

二
十
八
ａ
は
、『
詩
』
皇
矣
に
対
す
る
解
釈
を
根
拠
に
、
徳
を
修
め
れ
ば
天
禄
が
子
孫

に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
説
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
予
言
を
論
理
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

天
上
の
上
帝
に
仕
え
る
祖
先
神
が
、
子
孫
で
あ
る
祭
祀
者
に
福
を
も
た
ら
す
と
い

う
観
念
は
、
西
周
か
ら
春
秋
の
金
文
に
散
見
す
る
が
、
周
厲
王
自
作
器
で
あ
る
宗
周

鐘
に
、「
隹
皇
上
帝
百
神
、
保
余
小
子
、
朕
猷
又
成
亡
競
、
我
隹
司
配
皇
天
王
、
対
作

宗
周
宝
鐘
、
倉
々
悤
々
、
洩
々
雍
々
、
用
卲
各
不
顕
祖
考
先
王
、
先
王
其
厳
在
上
、

峨
々
豊
々
、
降
余
多
福
、
福
余
順
孫
、
参
寿
隹
印
、
去
其
万
年
、
繹
保
四
或
」
と
、

祭
祀
者
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
子
孫
に
ま
で
福
が
及
ぶ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、『
左
伝
』
所
見
の
載
書
で
は
、
僖
公
二
十
八
年
「
癸
亥
、
王
子
虎
盟
諸
侯
于
王

庭
、
要
言
曰
、
皆
奨
王
室
、
無
相
害
也
、
有
渝
此
盟
、
明
神

之
、
俾
隊
其
師
、
無

克
祚
国
、
及
其
玄
孫
、
無
有
老
幼
」
と
、
神
格
が
降
す
禍
は
子
孫
に
ま
で
及
ぶ
と
さ

れ
て
い
る
。
皇
矣
は
こ
う
し
た
観
念
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
ろ
う
。

僖
公
十
年
「
神
不
歆
非
類
、
民
不
祀
非
族
」・
僖
公
三
十
一
年
「
鬼
神
非
其
族
類
、

不
歆
其
祀
」
と
あ
る
よ
う
に
、祖
先
神
祭
祀
の
継
承
は
子
孫
の
存
続
を
前
提
と
す
る
。

そ
れ
故
に
、
荘
公
三
十
二
年
「
成
季
使
以
君
命
命
僖
叔
、
待
于
鍼
巫
氏
、
使
鍼
季
酖

之
、
曰
、
飲
此
則
有
後
於
魯
国
、
不
然
死
且
無
後
、
飲
之
、
帰
及
逵
泉
而
卒
、
立
叔

孫
氏
」
と
、
子
孫
の
存
続
と
祭
祀
の
継
承
は
己
の
死
よ
り
も
大
事
で
あ
り
、
そ
う
し
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た
人
々
の
願
望
を
踏
ま
え
て
、『
左
伝
』
は
子
孫
へ
の
禍
福
を
人
の
行
い
の
結
果
と
し

て
持
ち
出
す
の
で
あ
る
。

『
礼
記
』
表
記
「
子
曰
、
后
稷
之
祀
易
富
也
、
其
辞
恭
、
其
欲
倹
、
其
禄
及
子
孫
、

詩
曰
、
后
稷
兆
祀
、
庶
無
罪
悔
、
以
迄
于
今
」
は
、『
詩
』
生
民
を
根
拠
に
后
稷
の
祭

祀
の
あ
り
か
た
に
よ
っ
て
祭
祀
者
の
子
孫
に
ま
で
福
禄
が
及
ん
だ
こ
と
を
説
い
て
お

り
、
子
孫
へ
の
福
を
求
め
る
観
念
を
利
用
し
た
言
説
と
し
て
『
左
伝
』
に
先
ん
じ
る

も
の
で
あ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
表
記
が
祭
祀
に
お
け
る
「
倹
」
を
説
い
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
表
記
の
よ
う
に
祭
祀
や
葬
儀
に
お
け
る
贅
沢
を
戒
め
、
質
素
に
す
る

こ
と
を
説
く
儒
家
の
言
説
は
、『
論
語
』
八
佾
「
林
放
問
礼
之
本
、
子
曰
、
大
哉
問
、

礼
與
其
奢
也
寧
倹
、
喪
與
其
易
也
寧
戚
」・
先
進
「
顔
淵
死
、
門
人
欲
厚
葬
之
、
子

曰
、
不
可
、
門
人
厚
葬
之
、
子
曰
、
回
也
視
予
猶
父
也
、
予
不
得
視
猶
子
也
、
非
我

也
、
夫
二
三
子
也
」・『
礼
記
』
檀
弓
下
「
曾
子
曰
、
晏
子
可
謂
知
礼
也
已
、
恭
敬
之

有
焉
、
有
若
曰
、
晏
子
一
狐
裘
三
十
年
、
遣
車
一
乗
、
及
墓
而
反
、
国
君
七
个
、
遣

車
七
乗
、
大
夫
五
个
、
遣
車
五
乗
、
晏
子
焉
知
礼
、
曾
子
曰
、
国
無
道
、
君
子
恥
盈

礼
焉
、
国
奢
則
示
之
以
倹
、
国
倹
則
示
之
以
礼
」
に
見
え
、『
左
伝
』
に
お
い
て
も
、

桓
公
二
年
の
臧
哀
伯
の
諫
言
・
表-

荘
二
十
四
ａ
・
表-

成
二
ｂ
に
同
様
の
主
張
が
見

え
る
。
さ
ら
に
、
供
物
で
神
に
働
き
か
け
る
の
で
は
な
く
、
徳
で
は
た
ら
き
か
け
る

よ
う
に
説
く
の
が
次
の
桓
公
六
年
・
僖
公
五
年
で
あ
る
。

少
師
帰
、
請
追
楚
師
、
隨
侯
将
許
之
、
季
梁
止
之
曰
、
天
方
授
楚
、
楚
之
羸
、

其
誘
我
也
、
君
何
急
焉
、
臣
聞
、
小
之
能
敵
大
也
、
小
道
大
淫
、
所
謂
道
忠
於

民
而
信
於
神
也
、
上
思
利
民
、
忠
也
、
祝
史
正
辞
、
信
也
、
今
民
餒
而
君
逞
欲
、

祝
史
矯
挙
以
祭
、
臣
不
知
其
可
也
、
公
曰
、
吾
牲

肥

、
粢
盛
豊
備
、
何
則

不
信
、
対
曰
、
夫
民
、
神
之
主
也
、
是
以
聖
王
先
成
民
、
而
後
致
力
於
神
、
故

奉
牲
以
告
曰
、
博
碩
肥

、
謂
民
力
之
普
存
也
、
謂
其
畜
之
碩
大
蕃
滋
也
、
謂

其
不
疾
瘯
蠡
也
、
謂
其
備

咸
有
也
、
奉
盛
以
告
曰
、

粢
豊
盛
、
謂
其
三
時

不
害
、
而
民
和
年
豊
也
、
奉
酒
醴
以
告
曰
、
嘉
栗
旨
酒
、
謂
其
上
下
皆
有
嘉
徳
、

而
無
違
心
也
、
所
謂
馨
香
無
讒
慝
也
、
故
務
其
三
時
、
脩
其
五
教
、
親
其
九
族
、

以
致
其
禋
祀
、
於
是
乎
民
和
而
神
降
之
福
、
故
動
則
有
成
、
今
民
各
有
心
、
而

鬼
神
乏
主
、
君
雖
独
豊
、
其
何
福
之
有
、
君
姑
脩
政
而
親
兄
弟
之
国
、
庶
免
於

難
、
隨
侯
懼
而
脩
政
、
楚
不
敢
伐
（
桓
公
六
年
）

公
曰
、
吾
享
祀
豊

、
神
必
拠
我
、
対
曰
、
臣
聞
之
、
鬼
神
非
人
実
親
、
惟
徳

是
依
、
故
周
書
曰
、
皇
天
無
親
、
惟
徳
是
輔
、
又
曰
、
黍
稷
非
馨
、
明
徳
惟
馨
、

又
曰
、
民
不
易
物
、
惟
徳
緊
物
、
如
是
則
非
徳
民
不
和
、
神
不
享
矣
、
神
所
馮

依
、
将
在
徳
矣
、
若
晋
取
虞
、
而
明
徳
以
薦
馨
香
、
神
其
吐
之
乎
（
僖
公
五
年
）

い
ず
れ
も
供
物
の
充
実
に
よ
っ
て
神
の
福
を
期
待
す
る
国
君
に
対
し
、徳
を
積
み
、

民
を
和
す
る
者
に
神
は
福
を
も
た
ら
す
と
賢
人
が
説
く
も
の
で
あ
る
。
桓
公
六
年
と

僖
公
五
年
の
間
に
は
、「
馨
香
」
の
よ
う
に
語
彙
や
表
現
の
共
有
も
認
め
ら
れ
、
神
が

徳
を
重
視
す
る
故
に
神
よ
り
先
ず
民
を
重
視
す
る
こ
と
を
説
く
表-

荘
三
十
二
と
も

発
想
を
共
有
す
る
。
ま
た
、
桓
公
六
年
に
は
、「
×
、
○
之
主
」・「
脩-

教
」・「
民
各

有
心
」
な
ど
、『
左
伝
』
作
者
が
好
ん
だ
表
現
が
見
え
、
僖
公
五
年
に
は
引
書
が
認
め

ら
れ
、
い
ず
れ
も
『
左
伝
』
に
よ
る
潤
色
を
被
っ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

神
の
福
を
期
待
す
る
な
ら
、
隨
侯
や
虞
公
の
よ
う
に
供
物
の
充
実
こ
そ
神
に
喜
ば

れ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
維
持
す
る
に
は
そ
れ
な
り
の
財

が
必
要
で
あ
る
。
檀
弓
上
「
子
思
之
母
死
於
衛
、
柳
若
謂
子
思
曰
、
子
聖
人
之
後
也
、

四
方
於
子
乎
観
礼
、
子
蓋
慎
諸
、
子
思
曰
、
吾
何
慎
哉
、
吾
聞
之
、
有
其
礼
、
無
其

財
、
君
子
弗
行
也
、
有
其
礼
、
有
其
財
、
無
其
時
、
君
子
弗
行
也
、
吾
何
慎
哉
」・
曲

禮
上
「
貧
者
不
以
貨
財
為
礼
、
老
者
不
以
筋
力
為
礼
」
と
、
財
が
な
け
れ
ば
礼
を
行

わ
な
く
て
も
よ
い
と
す
る
論
も
あ
っ
た
。
礼
と
財
が
切
り
離
せ
な
い
こ
と
は
儒
家
の

中
で
も
強
く
意
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
檀
弓
上
「
子
游
問
喪
具
、
夫
子
曰
、

称
家
之
有
亡
、
子
游
曰
、
有
亡
悪
乎
斉
、
夫
子
曰
、
有
、
毋
過
礼
、
苟
亡
矣
、
斂
首

足
形
、
還
葬
、
縣
棺
而
封
、
人
豈
有
非
之
者
哉
」・
同
下
「
子
路
曰
、
傷
哉
貧
也
、
生

無
以
為
養
、
死
無
以
為
礼
也
、
孔
子
曰
、
啜
菽
飲
水
、
尽
其
歓
、
斯
之
謂
孝
、
斂
手
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足
形
、
還
葬
而
無
槨
、
称
其
財
、
斯
之
謂
礼
」
と
、
家
の
財
力
に
応
じ
た
葬
儀
で
よ

い
と
す
る
主
張
が
生
ま
れ
た
。
礼
の
実
践
を
貧
者
を
も
含
め
た
層
に
ま
で
普
及
す
る

た
め
に
は
、
こ
の
檀
弓
の
よ
う
に
財
の
か
か
ら
な
い
祭
祀
や
葬
儀
の
あ
り
か
た
を
主

張
す
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
祭
祀
や
葬
儀
を
簡
素
に
す
れ
ば
そ
の
分
神
の
福
が
薄

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
人
々
の
間
で
生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
桓
公
六

年
・
僖
公
五
年
の
よ
う
に
、
神
が
供
物
で
は
な
く
、
徳
や
民
を
重
視
す
る
と
い
う
論

理
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
『
左
伝
』
を
と
り
ま
く
同
時
代
的
背
景
と
前
述
の
『
左
伝
』
の
『
詩
』

解
釈
の
性
格
を
踏
ま
え
た
上
で
、
改
め
て
表-

昭
二
十
八
ａ
を
読
み
直
す
な
ら
、
子

孫
へ
の
福
と
い
う
西
周
以
来
の
観
念
を
徳
の
重
視
に
結
び
つ
け
る
た
め
、
西
周
の
言

葉
を
伝
え
る
『
詩
』
を
利
用
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
二
）
不
敬
形
式
予
言
の
論
理

表-

襄
三
十
一
ｈ
で
は
、
公
子
囲
の
「
威
儀
」
を
見
て
そ
の
死
を
予
言
し
た
北
宮

文
子
に
対
し
、
衛
襄
公
が
「
子
何
以
知
之
」
と
な
ぜ
公
子
囲
が
死
ぬ
こ
と
が
わ
か
る

の
か
を
訝
っ
て
い
る
。
こ
の
疑
問
は
そ
も
そ
も
不
敬
形
式
予
言
全
般
に
言
え
る
こ
と

で
、
人
の
「
威
儀
」
の
有
無
が
な
ぜ
そ
の
生
死
を
決
め
る
の
か
は
常
識
的
に
は
理
解

で
き
な
い
。
北
宮
文
子
は
、『
詩
』
大
雅
抑
を
根
拠
に
「
民
之
則
」
と
な
る
威
儀
が
な

い
者
が
民
の
上
に
い
る
と
ま
と
も
に
死
ね
な
い
と
説
明
す
る
が
、
そ
の
具
体
的
根
拠

は
、同
じ
く
抑
を
踏
ま
え
て
い
る
表-

成
十
三
ｂ
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、民

が
「
天
地
之
中
」
を
受
け
て
生
ま
れ
た
こ
と
を
「
命
」
と
し
、「
動
作
礼
義
威
儀
之

則
」
に
よ
っ
て
そ
の
「
命
」
が
定
ま
る
。「
威
儀
」
を
疎
か
に
す
る
と
そ
の
「
命
」
を

棄
て
た
こ
と
に
な
り
、
死
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
論
理
な
の
で
あ
る
。

こ
の
表-

成
十
三
ｂ
の
「
命
」
は
、
生
命
の
意
味
に
も
天
命
の
意
味
に
も
受
け
取

れ
る
が
、
そ
の
「
命
」
に
つ
い
て
論
ず
る
も
の
に
、
次
の
文
公
十
三
年
が
あ
る
。

文
公
卜
遷
于
繹
、
史
曰
、
利
於
民
而
不
利
於
君
、

子
曰
、
苟
利
於
民
、
孤

之
利
也
、
天
生
民
而
樹
之
君
、
以
利
之
也
、
民
既
利
矣
、
孤
必
與
焉
、
左
右
曰
、

命
可
長
也
、
君
何
弗
為
、

子
曰
、
命
在
養
民
、
死
之
短
長
、
時
也
、
民
苟
利

矣
、
遷
也
、
吉
莫
如
之
、
遂
遷
于
繹
、
五
月
、

文
公
卒
、
君
子
曰
、
知
命

こ
こ
で
も
「
天
生
民
而
樹
之
君
」
と
、
民
の
原
始
が
説
か
れ
る
が
、
こ
れ
と
ほ
ぼ

同
じ
「
天
生
民
而
立
之
君
」
と
い
う
表
現
が
『
左
伝
』
の
作
文
し
た
表-

襄
十
四
ｄ

に
も
見
え
、
し
か
も
「
養
民
」
と
い
う
言
葉
も
共
有
す
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
文
章

の
言
論
部
分
は
『
左
伝
』
の
作
文
で
あ
る
。

「
左
右
」
の
用
い
る
「
命
」
は
生
命
・
寿
命
の
意
味
に
受
け
取
れ
、

文
公
の
用
い

る
「
命
」
は
天
命
の
意
味
に
受
け
取
れ
る
が㉗

、
文
公
の
用
い
る
「
命
」
は
「
左
右
」

の
い
う
「
命
」
を
う
け
て
述
べ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
生
命
の
意
味
の
「
命
」
と
異
な

る
も
の
と
し
て
用
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
生
命
の
意
味
を
包
含
し
た
上
で
用
い
て

い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
左
伝
』
は
、「
命
」
が
生
命
の
意
味
を
も
つ
こ

と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
養
民
」
こ
そ
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
よ
り
高
次
の
「
命
」
で
あ

る
と
し
た
の
で
あ
る
。
君
子
の
「
知
命
」
と
は
、多
様
な
意
味
に
解
釈
さ
れ
る
「
命
」

の
中
で
、

文
公
は
真
の
「
命
」
の
意
味
を
知
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
、
ま
た
、
結
果
的
に
は
史
の
卜
が
中
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お

文
公
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
に
、『
左
伝
』
が
附
加
し
た
も
の
だ
ろ

う
。『

詩
』
大
雅
蕩
「
天
生
烝
民
、
其
命
匪
諶
」
の
よ
う
に
、
天
が
民
を
生
ん
だ
時
に

「
命
」
を
与
え
た
こ
と
は
『
詩
』
か
ら
見
え
て
お
り
、「
命
」
が
生
命
と
天
命
の
意
味

を
包
含
し
た
上
で
用
い
ら
れ
る
の
も
自
然
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
表-

成
十
三
ｂ
の

「
棄
命
」
も
、生
命
を
棄
て
る
こ
と
と
天
命
を
棄
て
る
こ
と
の
両
方
の
意
味
を
包
含
し

て
用
い
ら
れ
て
お
り
、だ
か
ら
こ
そ
天
に
背
い
て
「
威
儀
」
を
疎
か
に
す
る
と
「
命
」

を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
不
敬
形
式
予
言
に
お
い
て
、「
動
作
礼
義
威
儀
之

則
」
に
よ
っ
て
禍
福
が
決
ま
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
論
理
に
基
づ
い
て
い
る
と

見
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
公
十
三
年
の
「
死
之
短
長
、
時
也
」
は
、
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占
卜
に
よ
っ
て
禍
を
避
け
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
だ
が
、
死
が
必
然
的
な
も
の
で

は
な
く
、
偶
然
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
は

「
動
作
礼
義
威
儀
之
則
」に
よ
っ
て
禍
福
が
決
ま
る
と
い
う
こ
と
を
も
否
定
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
言
葉
に
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
、『
左
伝
』
は
「
動
作
礼
義
威
儀
之
則
」

が
禍
福
や
生
死
に
何
の
因
果
関
係
も
な
い
と
わ
か
っ
て
い
る
し
、
ま
た
、
な
い
と
わ

か
っ
て
い
る
か
ら
表-
襄
三
十
一
ｈ
の
よ
う
な
釈
明
的
な
文
章
を
書
い
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
う
し
た
『
左
伝
』
が
、そ
れ
で
も
な
お
不
敬
形
式
予
言
を
創
作
し
た
の
は
、

単
純
に
考
え
れ
ば
「
動
作
礼
義
威
儀
之
則
」
を
守
る
こ
と
の
要
を
訴
え
た
か
っ
た
か

ら
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
が
、
表-

昭
五
ｂ
・
表-

昭
二
十
五
ｃ
で
は
「
礼
」
よ

り
下
る
も
の
と
し
て
「
儀
」
を
扱
っ
て
お
り
、
実
は
『
左
伝
』
は
そ
れ
ほ
ど
「
動
作

礼
義
威
儀
之
則
」を
重
視
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
真
の
目
的
は
何
か
。

『
論
語
』
顔
淵
「
死
生
有
命
、
富
貴
在
天
」
と
い
う
言
葉
が
、「
商
聞
之
矣
」
と
標

語
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
『
論
語
』
の
時
代
ま
で
は
、
人
間

の
生
死
が
人
間
の
力
で
は
如
何
と
も
し
難
い
「
命
」
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
る
と
い

う
通
念
が
あ
り
、
雍
也
「
伯
牛
有
疾
、
子
問
之
、
自
牖
執
其
手
、
曰
、
亡
之
、
命
矣

夫
、
斯
人
也
而
有
斯
疾
也
、
斯
人
也
而
有
斯
疾
也
」
と
、
孔
子
自
身
そ
う
し
た
「
命
」

の
存
在
を
認
め
て
い
る㉘

。
人
間
の
生
死
が
予
め
決
ま
っ
て
い
る
な
ら
、
善
行
を
積
み

重
ね
て
も
早
死
に
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
悪
行
を
積
み
重
ね
て
も
長
生
き
す
る
こ
と

も
あ
り
、
そ
れ
な
ら
敢
え
て
苦
し
い
思
い
を
し
て
人
間
的
な
努
力
を
積
み
重
ね
る
必

要
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ
『
左
伝
』
は
、「
動
作
礼
義

威
儀
之
則
」
を
守
る
と
い
う
人
間
的
な
努
力
と
「
命
」
を
結
び
つ
け
、従
来
の
「
命
」

の
意
味
を
超
え
た
新
た
な
「
命
」
の
意
味
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
死
生
観
を

変
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
不
敬
形
式
予
言
は
、
前
述
の
よ
う
に
創
作
が
容

易
な
が
ら
、
実
在
し
た
人
物
の
運
命
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
人
間
的
な
努
力
に
よ
っ

て
禍
を
回
避
し
得
る
こ
と
を
人
々
に
訴
え
る
絶
好
の
方
法
だ
っ
た
の
だ
。

お
わ
り
に

「
死
而
不
朽㉙

」
で
知
ら
れ
る
表-

襄
二
十
四
ａ
の
范
宣
子
と
叔
孫
穆
子
の
対
話
は
、

「
×
聞
之
、大
上
…
…
其
次
…
…
」
と
い
う
句
法
が
僖
公
二
十
四
年
の
富
辰
の
諫
言
に

も
見
え
、『
左
伝
』
が
好
む
言
葉
で
あ
る
「
其
是
之
謂
乎
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、『
左

伝
』
の
作
文
と
な
る
。
こ
の
対
話
は
、『
春
秋
』
経
文
の
背
景
を
説
明
す
る
わ
け
で

も
、
前
後
の
具
体
的
な
事
件
と
関
係
す
る
わ
け
で
も
な
く
、『
春
秋
』
の
伝
と
し
て

も
、
で
き
ご
と
の
因
果
関
係
を
説
明
す
る
上
で
も
不
要
な
文
章
で
あ
る
。
逆
に
考
え

れ
ば
、『
春
秋
』
の
伝
と
し
て
の
体
裁
を
逸
脱
し
て
で
も
『
左
伝
』
が
書
き
た
い
こ
と

を
書
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
こ
の
対
話
に
は
『
左
伝
』
の
真
意
が

込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
本
稿
の
所
見
を
踏
ま
え

て
こ
の
対
話
を
読
み
直
す
こ
と
で
、
本
稿
の
ま
と
め
に
代
え
た
い
。

ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
「
死
而
不
朽
」
が
「
古
人
」
の
言
葉
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
「
死
且
不
朽
」
と
い
う
言
葉
が
、
僖
公

三
十
三
年
・
成
公
三
年
・
成
公
十
六
年
・
昭
公
三
十
一
年
に
見
え
る
が㉚

、
こ
れ
ら
の

文
章
は
「
死
且
不
朽
」
以
外
の
言
葉
も
共
有
し
て
お
り
、
原
資
料
の
作
者
が
春
秋
時

代
に
常
用
さ
れ
た
感
謝
の
意
を
表
す
定
型
的
表
現
を
用
い
て
作
文
し
た
も
の
だ
ろ

う㉛

。
つ
ま
り
「
死
而
不
朽
」
は
春
秋
時
代
で
は
常
語
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
春
秋

時
代
の
人
間
で
あ
る
范
宣
子
と
叔
孫
穆
子
が
、
春
秋
時
代
の
常
語
を
「
古
人
」
の
言

葉
と
し
て
重
く
扱
う
矛
盾
こ
そ
、『
左
伝
』
の
言
語
認
識
と
言
語
使
用
の
あ
り
か
た
を

如
実
に
表
し
て
い
る32

。
す
な
わ
ち
『
左
伝
』
は
、
利
用
し
た
原
資
料
に
残
さ
れ
て
い

た
春
秋
時
代
の
言
葉
を
、
現
代
で
あ
る
戦
国
中
期
頃
の
言
葉
と
異
な
る
古
い
言
葉
と

明
確
に
認
識
し
な
が
ら
、
春
秋
時
代
の
人
物
の
口
を
借
り
て
コ
メ
ン
ト
し
た
際
は
、

春
秋
時
代
の
言
葉
を
擬
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
現
代
の
言
葉
を
用
い
て
作
文

し
て
い
た
の
で
あ
り
、『
左
伝
』
中
の
言
葉
の
分
布
状
況
は
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
「
死
而
不
朽
」
は
、
過
去
の
人
間
が
何
を
残
し
て
き
た
か
と
い
う
こ
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と
に
仮
託
し
て
、
今
生
き
て
い
る
人
間
が
死
後
の
未
来
に
何
を
残
せ
る
の
か
を
議
論

す
る
も
の
で
あ
る
。
范
宣
子
が
主
張
す
る
子
孫
の
存
続
と
祖
先
神
祭
祀
の
継
承
は
、

当
時
に
お
い
て
よ
り
普
遍
的
な
価
値
観
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
前
述
の
よ

う
に
『
左
伝
』
も
そ
う
し
た
人
々
の
願
望
を
利
用
し
て
い
た
。
し
か
し
既
に
見
て
き

た
よ
う
に
、
有
徳
者
の
子
孫
が
滅
び
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
不
徳
者
の
子
孫
が
栄
え
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
現
実
を
『
左
伝
』
は
自
覚
し
て
い
た
し
、
そ
の
現
実
を
認
め
た

上
で
子
孫
の
存
続
と
祭
祀
の
継
承
を
人
の
生
き
る
意
味
と
す
る
な
ら
、
子
孫
が
滅
び

た
有
徳
者
は
誤
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
子
孫
が
栄
え
た
不
徳
者
は
正
し
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。
そ
ん
な
人
間
的
な
努
力
を
無
意
味
な
も
の
に
し
か
ね
な
い
価
値
観
を
、

『
左
伝
』
は
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た33

。
さ
り
と
て
、『
論
語
』
衛
霊
公
「
子

曰
、
君
子
疾
没
世
而
名
不
称
焉
」
の
よ
う
に
死
後
に
名
を
残
す
こ
と
も
、
善
人
の
名

を
書
き
、
淫
人
の
名
を
書
か
な
い
は
ず
の
『
春
秋
』
経
文
が
矛
盾
に
満
ち
て
い
る
こ

と
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
『
左
伝
』
に
と
っ
て
は
到
底
不
朽
た
り
え
な
い34

。
そ
れ
に

対
し
、
叔
孫
穆
子
が
主
張
す
る
「
言
」
は
、
子
孫
が
滅
び
よ
う
と
、
名
が
忘
れ
去
ら

れ
よ
う
と
、
時
を
超
え
て
伝
え
得
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
「
仁
人
之
言
」
は
人
々

に
多
く
の
利
を
も
た
ら
す
（
表-

昭
三
ｃ35
）。
そ
れ
故
に
『
左
伝
』
は
、一
方
で
は
「
仁

人
之
言
」
を
忠
実
に
引
用
す
る
こ
と
で
後
世
の
人
々
に
利
を
も
た
ら
そ
う
と
し
、
一

方
で
は
仁
人
の
口
を
借
り
て
己
の
言
を
述
べ
る
こ
と
で
己
の
志
を
伝
え
よ
う
と
し
た

（
表-

襄
二
十
五
ｃ
「
言
以
足
志
」）。
そ
れ
に
よ
っ
て
過
去
の
仁
人
と
己
自
身
の
不
朽
を

は
か
っ
た
の
で
あ
り
、
確
か
に
『
左
伝
』
の
言
は
現
在
に
ま
で
残
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

注①　
『
中
国
古
代
政
治
思
想
研
究
│
左
伝
研
究
ノ
ー
ト
│
』序
説（
青
木
書
店
、一
九
七
〇
、

後
『
春
秋
左
氏
伝
研
究
』
小
倉
芳
彦
著
作
選
三
、
論
創
社
、
二
〇
〇
三
に
所
収
）。

②　
「
陽
虎
と
公
山
不
狃
│
春
秋
末
期
の
「
叛
」
│
」（
前
掲
書
所
収
）。

③　

拙
稿
「
左
氏
述
作
―
春
秋
学
―
」（『
立
命
館
文
学
』
五
八
七
、二
〇
〇
四
、
以
下
前

稿
ａ
と
す
る
）・「
左
氏
述
作
―
年
代
記
―
」（『
立
命
館
文
学
』
五
九
一
、二
〇
〇
五
、

以
下
前
稿
ｂ
と
す
る
）。

④　

小
野
忍
訳
『
左
伝
真
偽
考
』（
文
求
堂
、
一
九
三
九
、
原
著
一
九
二
六
）。

⑤　

吉
本
道
雅
「
左
伝
成
書
考
」（『
立
命
館
東
洋
史
学
』
二
五
、二
〇
〇
二
）
参
照
。
な

お
、
本
稿
が
使
用
す
る
文
献
の
年
代
観
は
前
稿
ａ
注
⑦
と
同
様
で
あ
る
。

⑥　

吉
本
道
雅
「
檀
弓
考
」（『
古
代
文
化
』
四
四-

五
、一
九
九
二
）。

⑦　

も
ち
ろ
ん
、
前
掲
吉
本
道
雅
「
左
伝
成
書
考
」
が
摘
出
し
て
い
る
よ
う
に
、
編
纂
後

の
附
加
の
可
能
性
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

⑧　

本
稿
で
は
、本
稿
の
作
業
の
結
果
抽
出
さ
れ
た
『
左
伝
』
が
作
文
し
た
可
能
性
が
高

い
予
言
・
評
言
（
二
章
に
て
述
べ
る
ｂ
・
ｃ
・
ｄ
・
ｅ
・
ｆ
・
ｇ
の
部
分
）
を
附
表
Ⅰ

に
ま
と
め
て
お
り
、そ
こ
か
ら
の
資
料
を
挙
げ
る
場
合
は
表-

昭
十
九
ａ
の
よ
う
に
表

記
す
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
資
料
の
引
用
に
際
し
、
必
要
に
応
じ
て
『
春
秋
』
引
用
部

分
に
一
重
線
を
引
き
、『
左
伝
』
が
直
接
引
用
し
た
単
行
年
代
記
に
波
線
を
引
き
、
後

述
す
る
『
左
伝
』
が
好
ん
だ
言
葉
に
二
重
線
を
引
く
。

⑨　

鎌
田
正
『
左
伝
の
成
立
と
其
の
展
開
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
六
三
）
が
指
摘
し
た

よ
う
に
、
君
子
は
あ
く
ま
で
現
代
人
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
時
人
の
よ
う
に
予

言
す
る
こ
と
は
な
い
。
頻
用
さ
れ
る
「
君
子
是
以
知
…
…
」
に
始
ま
る
コ
メ
ン
ト
も
、

予
言
と
い
う
よ
り
は
そ
う
し
た
結
果
に
な
る
原
因
や
契
機
を
指
摘
し
た
批
評
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。

⑩　

鄭
楚
の
儀
礼
は
、「
丙
子
晨
、
鄭
文
夫
人

氏
姜
氏
労
楚
子
於
柯
沢
、
楚
子
使
師
縉

示
之
俘
馘
、
君
子
曰
、
非
礼
也
、
婦
人
送
迎
不
出
門
、
見
兄
弟
不
踰
閾
、
戎
事
不
邇
女

器
、
丁
丑
、
楚
子
入
、
饗
于
鄭
、
九
献
、
庭
実
旅
百
、
加

豆
六
品
、
饗
畢
、
夜
出
、

文

送
于
軍
、
取
鄭
二
姫
以
帰
、
叔
詹
曰
、
楚
王
其
不
没
乎
、
為
礼
卒
於
無
別
、
無
別

不
可
謂
礼
、
将
何
以
没
、
諸
侯
是
以
知
其
不
遂
覇
也
」
と
、
年
代
記
的
資
料
の
存
在
を

示
唆
す
る
干
支
や
『
左
伝
』
中
で
は
他
に
見
え
な
い
人
名
・
地
名
が
見
え
、『
左
伝
』

の
創
作
と
考
え
が
た
い
。
趙
文
子
の
辞
命
は
、「
天
王
使
劉
定
公
労
趙
孟
於
潁
、
館
於

雒

、
劉
子
曰
、
美
哉
禹
功
、
明
徳
遠
矣
、
微
禹
吾
其
魚
乎
、
吾
與
子
弁
冕
端
委
、
以

治
民
臨
諸
侯
、
禹
之
力
也
、
子
盍
亦
遠
績
禹
功
、
而
大
庇
民
乎
、
対
曰
、
老
夫
罪
戻
是

懼
、
焉
能
恤
遠
、
吾
儕

食
、
朝
不
謀
夕
、
何
其
長
也
、
劉
子
帰
以
語
王
曰
、
諺
所
謂

老
将
知
而
耄
及
之
者
、
其
趙
孟
之
謂
乎
、
為
晋
正
卿
、
以
主
諸
侯
、
而
儕
於
隸
人
、
朝
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不
謀
夕
、
棄
神
人
矣
、
神
怒
民
叛
、
何
以
能
久
、
趙
孟
不
復
年
矣
、
神
怒
不
歆
其
祀
、

民
叛
不
即
其
事
、
祀
事
不
従
、
又
何
以
年
」
と
、「
老
夫
」・「
是
懼
」・「
吾
儕
」
等
辞

命
や
説
話
部
分
に
頻
見
さ
れ
る
言
葉
で
作
文
さ
れ
て
お
り
、『
左
伝
』
の
創
作
と
考
え

が
た
い
。
こ
れ
ら
い
ず
れ
も
先
行
す
る
資
料
に
『
左
伝
』
が
叔
詹
・
劉
定
公
の
口
を
借

り
て
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

⑪　

解
伝
に
つ
い
て
は
、
趙
光
賢
「
左
伝
編
撰
考
」
上
（『
中
国
歴
史
文
献
研
究
集
刊
』

一
、一
九
八
〇
、
後
『
古
史
考
辨
』
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
八
七
に
所
収
）
参

照
。

⑫　

主
君
や
上
位
の
大
夫
に
対
す
る
進
言
は
、結
果
と
な
る
で
き
ご
と
を
導
く
原
因
を
創

出
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、因
果
関
係
を
明
確
に
す
べ
く
『
左
伝
』
が
作
文
し
た
可

能
性
が
高
い
部
分
で
あ
る
。
例
え
ば
、
表-

僖
三
十
三
ｂ
は
、
国
荘
子
の
礼
に
適
っ
た

態
度
を
見
て
斉
へ
の
朝
見
を
進
言
す
る
も
の
だ
が
、非
礼
が
有
礼
と
逆
に
な
っ
た
だ
け

で
、
不
敬
形
式
予
言
と
形
式
上
変
わ
る
所
が
な
い
。
同
経
文
「
冬
十
月
、
公
如
斉
」
の

原
因
を
作
る
た
め
に
、同
経
文
「
斉
侯
使
国
帰
父
来
聘
」
を
利
用
し
て
『
左
伝
』
が
作

文
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、『
春
秋
』・
単
行
年
代
記
の
み
を
伴
う
進
言
で
、『
左

伝
』
が
作
文
し
た
可
能
性
が
高
い
も
の
は
、
予
言
・
評
言
に
準
じ
て
扱
う
。

⑬　

賢
人
が
主
君
の
無
道
や
愚
行
を
諌
め
る
と
い
う
形
式
は
、『
左
伝
』
が
己
の
思
想
を

主
張
し
や
す
い
た
め
、原
資
料
か
ら
引
用
さ
れ
る
際
に
『
左
伝
』
に
よ
る
潤
色
や
挿
入

を
被
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
部
分
で
あ
る
。
例
え
ば
、桓
公
二
年
の
臧
哀
伯
の
諫
言

は
、「
猶
懼
」・「
×
以
﹇
動
﹈﹇
賓
﹈」・「
猶
或-

況
」
な
ど
、
他
に
も
『
左
伝
』
作
者

が
好
ん
だ
言
葉
が
見
え
、「
義
士
猶
或
非
之
」
が
、
表-

僖
十
九
ａ
「
義
士
猶
曰
薄
徳
」

と
表
現
が
類
似
す
る
な
ど
、『
左
伝
』
に
よ
る
潤
色
を
被
っ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ

る
。
諫
言
に
つ
い
て
も
、『
春
秋
』・
単
行
年
代
記
の
み
を
伴
う
も
の
は
、
先
行
す
る
原

資
料
の
潤
色
で
は
な
く
、『
左
伝
』
が
創
作
し
た
コ
メ
ン
ト
と
な
る
の
で
、
予
言
・
評

言
に
準
じ
て
扱
う
。
な
お
、「
×
以
﹇
動
﹈﹇
賓
﹈」
の
句
式
に
つ
い
て
は
、
何
楽
士

「〝
政
以
治
民
〞
和
〝
以
政
治
民
〞
両
種
句
式
有
何
不
同
？
」（『
古
漢
語
語
法
研
究
論
文

集
』
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
〇
）
参
照
。

⑭　

ｈ
と
ｉ
に
つ
い
て
は
、予
言
や
評
言
と
は
性
格
が
異
な
る
と
い
う
観
点
か
ら
附
表
Ⅰ

に
は
含
め
て
い
な
い
た
め
、別
途
『
左
伝
』
が
手
を
加
え
て
い
る
と
い
う
根
拠
を
提
示

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
別
稿
に
て
詳
述
す
る
予
定
な
の
で
、
本
稿
で
は
必
要
な
部
分
の

み
に
止
め
た
。

⑮　

子
産
の
書
簡
は
、「
×
之
輿
也
」・「
也
夫
」・「
×
以
﹇
動
詞
﹈﹇
賓
語
﹈」
な
ど
、
他

に
も
『
左
伝
』
作
者
が
好
ん
だ
言
葉
が
見
え
、
引
詩
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
左

伝
』
に
よ
る
潤
色
を
被
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
季
札
観
楽
も
、
鄭
・
陳
滅
亡
の
予

言
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
な
ど
、『
左
伝
』
に
よ
る
潤
色
や
附
加
を
被
っ
て
い
る
。

⑯　

前
掲
吉
本
道
雅
「
檀
弓
考
」。

⑰　

医
和
の
診
断
は
、「
可
謂
×
矣
」・「
能
無
×
乎
」
な
ど
、
他
に
も
『
左
伝
』
作
者
が

好
ん
だ
言
葉
が
見
え
、「
天
有
六
気
、
降
生
五
味
、
発
為
五
色
、
徴
為
五
声
、
淫
生
六

疾
」
が
表-

昭
二
十
五
ｃ
の
子
大
叔
と
趙
簡
子
の
対
話
に
見
え
る
「
生
其
六
気
、用
其

五
行
、
気
為
五
味
、
発
為
五
色
、
章
為
五
声
、
淫
則
昏
乱
、
民
失
其
性
」
と
表
現
を
共

有
す
る
な
ど
、『
左
伝
』
に
よ
る
潤
色
を
被
っ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

⑱　

前
掲
『
左
伝
の
成
立
と
其
の
展
開
』。

⑲　

吉
本
道
雅
「
春
秋
載
書
考
」（『
東
洋
史
研
究
』
四
三-

四
、一
九
八
五
）
は
、
前
五

世
紀
初
頭
に
断
代
さ
れ
る
出
土
載
書
が
、『
左
伝
』
所
見
の
載
書
と
共
通
の
書
式
を
持

ち
、
か
つ
新
し
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

⑳　

成
公
十
三
年
・
昭
公
三
十
二
年
に
見
え
る
使
役
「
俾
」
は
、
金
文
、『
詩
』『
書
』、

侯
馬
盟
書
に
見
え
る
ほ
か
、
成
公
十
二
年
の
宋
の
盟
の
載
書
、
襄
公
十
一
年
の
亳
の
盟

の
載
書
に
見
え
る
。
他
に
も
、「
罔
極
」（
文
公
十
七
年
・
昭
公
二
十
六
年
）・「
厥
心
」

（
成
公
十
三
年
）・「
不
遑
啓
処
」（
襄
公
八
年
・
昭
公
三
十
二
年
）
な
ど
、
金
文
、『
詩
』

『
書
』
に
見
え
る
表
現
が
見
え
る
。『
左
伝
』
の
古
い
層
の
抽
出
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て

詳
述
す
る
予
定
で
あ
る
。

㉑　
「
×
以
﹇
動
﹈﹇
賓
﹈」・「
私
欲
」・「
而
後
可
」
な
ど
、『
左
伝
』
が
好
む
言
葉
も
認
め

ら
れ
る
も
の
の
、
他
の
言
葉
で
は
、「
為
×
憂
」
は
辞
命
に
頻
見
し
、「
矯
誣
」
は
、
昭

公
二
十
六
年
の
王
子
朝
の
辞
命
に
し
か
見
え
ず
、
そ
の
他
に
も
「
謗

」・「
求
媚
」・

「
孤
疾
」・「
無
藝
」
等
、
説
話
部
分
に
し
か
見
え
な
い
言
葉
ば
か
り
で
あ
り
、
原
資
料

の
改
変
は
部
分
的
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

㉒　
『
論
語
』
為
政
「
子
曰
、
君
子
周
而
不
比
、
小
人
比
而
不
周
」・
衛
霊
公
「
子
曰
、
君

子
矜
而
不
争
、
群
而
不
黨
」。

㉓　

兪
樾
『
群
経
平
議
』
巻
二
十
七
は
、他
の
句
が
六
字
で
一
律
な
の
に
こ
の
句
の
み
七

字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
之
」
字
を
衍
文
と
す
る
が
、『
左
伝
』
は
句
が
乱
れ
て
も
敢
え

て
述
而
を
引
用
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、む
し
ろ
『
左
伝
』
の
作
為
を
顕
著
に
示
す

も
の
だ
ろ
う
。
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㉔　

な
お
、
引
詩
冒
頭
「
惟
此
文
王
」
は
、
現
行
本
皇
矣
「
惟
此
王
季
」
と
異
な
る
が
、

「
比
于
文
王
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
こ
は
王
季
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
魏
献
子
の
人
事

を
文
王
の
徳
に
適
う
も
の
と
す
る
た
め
に
、『
左
伝
』
が
王
季
を
文
王
に
改
変
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
昭
公
六
年
の
叔
向
の
書
簡
は
、
引
詩
の
ほ
か
、「
行
之
以
礼
」・「
聖

哲
」・「
其
此
之
謂
乎
」
な
ど
、『
左
伝
』
作
者
が
好
ん
だ
言
葉
が
見
え
、「
行
之
以
礼
」

は
、
表-
昭
五
ｃ
と
同
様
「
守
之
以
信
」
と
並
ん
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、『
左
伝
』
に

よ
る
潤
色
を
被
っ
て
い
る
こ
と
は
確
実
な
部
分
で
あ
る
が
、こ
こ
で
も
我
将
引
用
部
の

「
儀
式
刑
文
王
之
徳
」
は
、
現
行
本
「
儀
式
刑
文
王
之
典
」
と
異
な
る
。
刑
書
が
不
要

で
あ
る
こ
と
の
根
拠
に
す
る
に
は
、「
典
」
で
は
法
典
の
意
味
に
解
釈
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
都
合
が
悪
い
た
め
、「
徳
」
に
改
変
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

㉕　
『
礼
記
』
少
儀
で
も
「
毋
測
未
至
」
と
、
妄
り
に
未
来
を
予
測
す
る
こ
と
は
否
定
さ

れ
て
い
る
。

㉖　

表-

襄
十
四
ａ
で
は
、
欒
黶
の
汰
虐
に
よ
っ
て
禍
が
降
り
か
か
る
の
が
、
欒
黶
自
身

で
は
な
く
子
の
盈
な
の
は
、
父
の
欒
書
の
徳
が
欒
黶
に
ま
で
及
び
、
盈
の
代
で
消
え
て

し
ま
う
か
ら
だ
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、欒
氏
が
傲
慢
な
欒
黶
の
代
で
滅
び
な
か
っ

た
事
実
は
、
徳
を
修
め
な
く
て
も
災
厄
が
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、『
左
伝
』

に
と
っ
て
甚
だ
都
合
が
悪
い
の
で
、欒
書
の
徳
が
欒
黶
の
代
に
ま
で
及
ん
で
い
た
か
ら

滅
び
な
か
っ
た
と
説
明
す
る
こ
と
で
そ
の
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の

だ
が
、
こ
れ
も
あ
る
人
物
の
行
い
が
、
時
を
超
え
て
そ
の
子
孫
に
ま
で
禍
福
を
も
た
ら

す
と
い
う
観
念
に
基
づ
い
て
い
る
。

㉗　
『
会
箋
』「
命
者
人
君
所
受
之
天
命
也
」。

㉘　

金
谷
治
「
孔
孟
の
「
命
」
に
つ
い
て
」（『
死
と
運
命
』
法
蔵
館
、
一
九
八
六
所
収
）

参
照
。

㉙　

貝
塚
茂
樹
「
不
朽
―
中
国
古
代
人
の
死
後
生
命
観
の
変
遷
」（『
古
代
中
国
の
精
神
』

筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
所
収
）。

㉚　

僖
公
三
十
三
年
「
孟
明
稽
首
曰
、
君
之
恵
、
不
以
纍
臣
釁
鼓
、
使
帰
就
戮
于
秦
、
寡

君
之
以
為
戮
、
死
且
不
朽
、
若
従
君
恵
而
免
之
、
三
年
将
拝
君
賜
」・
成
公
三
年
「
王

送
知

曰
、
子
其
怨
我
乎
、
対
曰
、
二
国
治
戎
、
臣
不
才
、
不
勝
其
任
、
以
為
俘
馘
、

執
事
不
以
釁
鼓
、
使
帰
即
戮
、
君
之
恵
也
、
臣
実
不
才
、
又
誰
敢
怨
、
王
曰
、
然
則
徳

我
乎
、
対
曰
、
二
国
図
其
社
稷
、
而
求
紓
其
民
、
各
懲
其
忿
、
以
相
宥
也
、
両
釈
纍

囚
、
以
成
其
好
、
二
国
有
好
、
臣
不
與
及
、
其
誰
敢
徳
、
王
曰
、
子
帰
何
以
報
我
、
対

曰
、
臣
不
任
受
怨
、
君
亦
不
任
受
徳
、
無
怨
無
徳
、
不
知
所
報
、
王
曰
、
雖
然
必
告
不

穀
、
対
曰
、
以
君
之
霊
、
纍
臣
得
帰
骨
於
晋
、
寡
君
之
以
為
戮
、
死
且
不
朽
、
若
従
君

之
恵
而
免
之
、
以
賜
君
之
外
臣
首
、
首
其
請
於
寡
君
、
而
以
戮
於
宗
、
亦
死
且
不
朽
、

若
不
獲
命
、
而
使
嗣
宗
職
、
次
及
於
事
、
而
帥
偏
師
以
脩
封
疆
、
雖
遇
執
事
、
其
弗
敢

違
、
其
竭
力
致
死
、
無
有
二
心
、
以
尽
臣
礼
、
所
以
報
也
、
王
曰
、
晋
未
可
與
争
、
重

為
之
礼
而
帰
之
」・
成
公
十
六
年
「
王
使
謂
子
反
曰
、
先
大
夫
之
覆
師
徒
者
、
君
不
在
、

子
無
以
為
過
、
不
穀
之
罪
也
、
子
反
再
拝
稽
首
曰
、
君
賜
臣
死
、
死
且
不
朽
、
臣
之
卒

実
奔
、
臣
之
罪
也
、
子
重
使
謂
子
反
曰
、
初
隕
師
徒
者
、
而
亦
聞
之
矣
、
盍
図
之
、
対

曰
、
雖
微
先
大
夫
有
之
、
大
夫
命
側
、
側
敢
不
義
、
側
亡
君
師
、
敢
忘
其
死
、
王
使
止

之
、
弗
及
而
卒
」・
昭
公
三
十
一
年
「
荀
躒
曰
、
寡
君
使
躒
謂
吾
子
、
何
故
出
君
、
有

君
不
事
、
周
有
常
刑
、
子
其
図
之
、
季
孫
練
冠
麻
衣
跣
行
、
伏
而
対
曰
、
事
君
臣
之
所

不
得
也
、
敢
逃
刑
命
、
君
若
以
臣
為
有
罪
、
請
囚
于
費
、
以
待
君
之
察
也
、
亦
唯
君
、

若
以
先
臣
之
故
、
不
絶
季
氏
、
而
賜
之
死
、
若
弗
殺
弗
亡
、
君
之
恵
也
、
死
且
不
朽
、

若
得
従
君
而
帰
、
則
固
臣
之
願
也
、
敢
有
異
心
」

㉛　

僖
公
三
十
三
年
の
「
三
年
将
拝
君
賜
」
が
文
公
二
年
の
彭
衙
の
敗
戦
の
伏
線
と
な
っ

て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
言
論
は
一
次
的
な
記
録
を
保
存
し
た
も
の
で
は
な
く
、
後

代
の
創
作
と
な
る
が
、
原
資
料
の
作
者
は
、
そ
の
時
代
の
言
論
と
し
て
リ
ア
リ
テ
ィ
を

与
え
る
た
め
に
定
型
的
表
現
を
用
い
て
作
文
し
た
の
だ
ろ
う
か
ら
、定
型
的
表
現
自
体

は
春
秋
時
代
に
常
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
な
る
。
ま
た
、そ
う
し
た
定
型
的
表
現
が
定

型
的
表
現
と
し
て
読
み
手
に
も
通
じ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
か
ら
、後
代
と
い
っ
て
も

春
秋
時
代
の
言
葉
が
生
き
て
い
た
か
、少
な
く
と
も
忘
れ
ら
れ
て
い
な
い
時
代
に
創
作

さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

32　

表-

昭
十
二
ｃ
で
も
、
孔
子
が
「
克
己
復
礼
仁
也
」
を
古
語
と
し
て
引
い
て
い
る

が
、
こ
の
言
葉
は
他
な
ら
ぬ
『
論
語
』
顔
淵
で
の
孔
子
自
身
の
言
葉
で
あ
る
。

33　

宣
公
五
年
「
王
思
子
文
之
治
楚
国
也
、
曰
、
子
文
無
後
、
何
以
勧
善
、
使
復
其
所
、

改
命
曰
生
」・
成
公
八
年
「
韓
厥
言
於
晋
侯
曰
、
成
季
之
勲
、
宣
孟
之
忠
、
而
無
後
、

為
善
者
其
懼
矣
、
三
代
之
令
王
、
皆
数
百
年
保
天
之
禄
、
夫
豈
無
辟
王
、
頼
前
哲
以
免

也
、
周
書
曰
、
不
敢
侮
鰥
寡
、
所
以
明
徳
也
、
乃
立
武
、
而
反
其
田
焉
」
と
あ
る
よ
う

に
、
有
徳
者
の
子
孫
が
絶
え
る
と
い
う
事
実
が
、
善
行
が
無
意
味
な
も
の
で
あ
る
と
い

う
認
識
を
人
々
に
与
え
て
し
ま
う
こ
と
は
自
覚
さ
れ
て
い
た
。

34　

前
稿
ａ
参
照
。
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35　

さ
ら
に
言
え
ば
、祭
祀
の
継
承
も
死
後
の
名
声
も
基
本
的
に
己
の
こ
と
に
し
か
目
が

向
け
ら
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
言
を
未
来
に
残
す
こ
と
は
、
己
の
利
で
は
な
く
、
後

世
の
人
々
と
い
う
他
者
に
利
を
も
た
ら
す
こ
と
が
は
っ
き
り
と
意
識
さ
れ
て
お
り
、

『
左
伝
』
の
思
想
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
。

（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
司
書
）
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附
表
Ⅰ年

内　
　
　

容

形
式

引
用
・
発
想
・
関
心

隠
元

君
子
曰
、
潁
考
叔
純
孝
也
、
愛
其
母
、
施
及
荘
公
、
詩
曰
、
孝
子
不
匱
、
永
錫
爾
類
、
其
是
之
謂
乎

君
子

詩

隠
三
ａ

君
子
曰
、
信
不
由
中
、
質
無
益
也
、
明
恕
而
行
、
要
之
以
礼
、
雖
無
有
質
、
誰
能
間
之
、
苟
有
明
信
、
澗
谿
沼
沚
之
毛
、
蘋
蘩
薀
藻
之
菜
、
筐

筥
錡
釜
之
器
、
潢
汙
行
潦
之
水
、
可
薦
於
鬼
神
、
可
羞
於
王
公
、
而
況
君
子
結
二
国
之
信
、
行
之
以
礼
、
又
焉
用
質
、
風
有
采
繁
采
蘋
、
雅
有

行
葦

酌
、
昭
忠
信
也

君
子

詩

隠
三
ｂ

君
子
曰
、
宋
宣
公
可
謂
知
人
矣
、
立
穆
公
、
其
子
饗
之
、
命
以
義
夫
、
商
頌
曰
、
殷
受
命
咸
宜
、
百
禄
是
荷
、
其
是
之
謂
乎

君
子

詩

隠
四
ａ

公
問
於
衆
仲
曰
、
衛
州
吁
其
成
乎
、
対
曰
、
臣
聞
以
徳
和
民
、
不
聞
以
乱
、
以
乱
猶
治
絲
而
棼
之
也
、
夫
州
吁
阻
兵
而
安
忍
、
阻
兵
無
衆
、
安

忍
無
親
、
衆
叛
親
離
、
難
以
済
矣
、
夫
兵
猶
火
也
、
弗

将
自
焚
也
、
夫
州
吁
弑
其
君
、
而
虐
用
其
民
、
於
是
乎
不
務
令
徳
、
而
欲
以
乱
成
、
必

不
免
矣

無
関
係
人+

対
話

隠
四
ｂ

君
子
曰
、
石

純
臣
也
、
悪
州
吁
而
厚
與
焉
、
大
義
滅
親
、
其
是
之
謂
乎

君
子

（
十
）

隠
五

君
子
曰
、
不
備
不
虞
、
不
可
以
師

君
子

（
五
）

隠
六
ａ

君
子
曰
、
善
不
可
失
、
悪
不
可
長
、
其
陳
桓
公
之
謂
乎
、
長
悪
不
悛
、
従
自
及
也
、
雖
欲
救
之
、
其
将
能
乎
、
商
書
曰
、
悪
之
易
也
、
如
火
之

燎
于
原
、
不
可
郷
邇
、
其
猶
可
撲
滅
、
周
任
有
言
曰
、
為
国
家
者
、
見
悪
如
農
夫
之
務
去
草
焉
、
芟
夷
蘊
崇
之
、
絶
其
本
根
、
勿
使
能
殖
、
則

善
者
信
矣

君
子

書
・
周
任
・（
二
）

隠
六
ｂ

王
不
礼
焉
、
周
桓
公
言
於
王
曰
、
我
周
之
東
遷
、
晋
鄭
焉
依
、
善
鄭
以
勧
来
者
、
猶
懼
不

、
況
不
礼
焉
、
鄭
不
来
矣

不
敬

隠
七

歃
如
忘
、
洩
伯
曰
、
五
父
必
不
免
、
不
頼
盟
矣
…
…
亦
知
陳
之
将
乱
也

不
敬

隠
八

陳
鍼
子
送
女
、
先
配
而
後
祖
、
鍼
子
曰
、
是
不
為
夫
婦
、
誣
其
祖
矣
、
非
礼
也
、
何
以
能
育

不
敬

隠
十

君
子
謂
鄭
荘
公
於
是
乎
可
謂
正
矣
、
以
王
命
討
不
庭
、
不
貪
其
土
、
以
労
王
爵
、
正
之
體
也

君
子

（
一
）

隠
十
一
ａ

君
子
謂
鄭
荘
公
於
是
乎
有
礼
、
礼
経
国
家
、
定
社
稷
、
序
民
人
、
利
後
嗣
者
也
、
許
無
刑
而
伐
之
、
服
而
舍
之
、
度
徳
而
処
之
、
量
力
而
行
之
、

相
時
而
動
、
無
累
後
人
、
可
謂
知
礼
矣

君
子

隠
十
一
ｂ

君
子
謂
鄭
荘
公
失
政
刑
矣
、
政
以
治
民
、
刑
以
正
邪
、
既
無
徳
政
、
又
無
威
刑
、
是
以
及
邪
、
邪
而
詛
之
、
将
何
益
矣

君
子

隠
十
一
ｃ

君
子
是
以
知
桓
王
之
失
鄭
也
、
恕
而
行
之
、
徳
之
則
也
、
礼
之
経
也
、
己
弗
能
有
、
而
以
與
人
、
人
之
不
至
、
不
亦
宜
乎

君
子

（
一
）

隠
十
一
ｄ

君
子
是
以
知
息
之
将
亡
也
、
不
度
徳
、
不
量
力
、
不
親
親
、
不
徴
辞
、
不
察
有
罪
、
犯
五
不
韙
、
而
以
伐
人
、
其
喪
師
也
、
不
亦
宜
乎

君
子

桓
二
ａ

君
子
以
督
為
有
無
君
之
心
、
而
後
動
於
悪
、
故
先
書
弑
其
君

君
子

桓
二
ｂ

周
内
史
聞
之
曰
、
臧
孫
達
其
有
後
於
魯
乎
、
君
違
、
不
忘
諫
之
以
徳

無
関
係
人

桓
二
ｃ

師
服
曰
、
異
哉
君
子
之
名
子
也
、
夫
名
以
制
義
、
義
以
出
礼
、
礼
以
體
政
、
政
以
正
民
、
是
以
政
成
而
民
聴
、
易
則
生
乱
、
嘉
耦
曰
妃
、
怨
耦

曰
仇
、
古
之
命
也
、
今
君
命
大
子
曰
仇
、
弟
曰
成
師
、
始
兆
乱
矣
、
兄
其
替
乎
…
…
師
服
曰
、
吾
聞
国
家
之
立
也
、
本
大
而
末
小
、
是
以
能
固
、

故
天
子
建
国
、
諸
侯
立
家
、
卿
置
側
室
、
大
夫
有
貳
宗
、
士
有
隸
子
弟
、
庶
人
工
商
各
有
分
親
、
皆
有
等
衰
、
是
以
民
服
事
其
上
、
而
下
無
覬

覦
、
今
晋
甸
侯
也
、
而
建
国
、
本
既
弱
矣
、
其
能
久
乎

予
言

（
二
）
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桓
六

公
之
未
婚
於
斉
也
、
斉
侯
欲
以
文
姜
妻
鄭
大
子
忽
、
大
子
忽
辞
、
人
問
其
故
、
大
子
曰
、
人
各
有
耦
、
斉
大
、
非
吾
耦
也
、
詩
云
、
自
求
多
福
、

在
我
而
已
、
大
国
何
為
、
君
子
曰
、
善
自
為
謀

君
子

詩
・（
一
）

桓
九

享
曹
太
子
、
初
献
楽
奏
、
而
歎
、
施
父
曰
、
曹
大
子
其
有
憂
乎
、
非
歎
所
也

不
敬

桓
十
二

君
子
曰
、
苟
信
不
継
、
盟
無
益
也
、
詩
云
、
君
子
屢
盟
、
乱
是
用
長
、
無
信
也

君
子

詩

桓
十
七

君
子
謂
昭
公
知
所
悪
矣
、
公
子
達
曰
、
高
伯
其
為
戮
乎
、
復
悪
已
甚
矣

君
子
、
予
言

荘
六

君
子
以
二
公
子
之
立
黔
牟
、
為
不
度
矣
、
夫
能
固
位
者
、
必
度
於
本
末
、
而
後
立
衷
焉
、
不
知
其
本
不
謀
、
知
本
之
不
枝
弗
強
、
詩
云
、
本
枝

百
世

君
子

詩
・（
二
）

荘
八

仲
慶
父
請
伐
斉
師
、
公
曰
、
不
可
、
我
実
不
徳
、
斉
師
何
罪
、
罪
我
之
由
、
夏
書
曰
、
皐
陶
邁
種
徳
、
徳
乃
降
、
姑
務
脩
徳
以
待
時
乎
、
秋
、
師

還
、
君
子
是
以
善
魯
荘
公

対
話
、
君
子

書
・（
一
）

荘
十
一

臧
文
仲
曰
、
宋
其
興
乎
、
禹
湯
罪
己
、
其
興
也
勃
焉
、
桀
紂
罪
人
、
其
亡
也
忽
焉
、
且
列
国
有
凶
、
称
孤
礼
也
、
言
懼
而
名
礼
、
其
庶
乎
、
既

而
聞
之
曰
、
公
子
御
説
之
辞
也
、
臧
孫
達
曰
、
是
宜
為
君
、
有
恤
民
之
心

予
言

（
一
）・（
六
）

荘
十
四
ａ

公
聞
之
、
問
於
申
繻
曰
、
猶
有
妖
乎
、
対
曰
、
人
之
所
忌
、
其
気

以
取
之
、
妖
由
人
興
也
、
人
無
釁
焉
、
妖
不
自
作
、
人
棄
常
則
妖
興
、
故

有
妖

無
関
係
人+

対
話

荘
十
四
ｂ

君
子
曰
、
商
書
所
謂
悪
之
易
也
、
如
火
之
燎
于
原
、
不
可
郷
邇
、
其
猶
可
撲
滅
者
、
其
如
蔡
哀
侯
乎

君
子

書

荘
十
六

君
子
謂
強
鉏
不
能
衛
其
足

君
子

荘
十
九

君
子
曰
、
鬻
拳
可
謂
愛
君
矣
、
諫
以
自
納
於
刑
、
刑
猶
不
忘
納
君
於
善

君
子

（
一
）

荘
二
十

鄭
伯
聞
之
、
見

叔
曰
、
寡
人
聞
之
、
哀
楽
失
時
、
殃
咎
必
至
、
今
王
子
頹
歌
舞
不
倦
、
楽
禍
也
、
夫
司
寇
行
戮
、
君
為
之
不
挙
、
而
況
敢
楽

禍
乎
、
奸
王
之
位
、
禍
孰
大
焉
、
臨
禍
忘
憂
、
憂
必
及
之
、
盍
納
王
乎
、

公
曰
、
寡
人
之
願
也

対
話

荘
二
十
一

原
伯
曰
、
鄭
伯
效
尤
、
其
亦
将
有
咎

予
言

荘
二
十
二

君
子
曰
、
酒
以
成
礼
、
不
継
以
淫
、
義
也
、
以
君
成
礼
、
弗
納
於
淫
、
仁
也

君
子

荘
二
十
三

曹

諫
曰
、
不
可
、
夫
礼
所
以
整
民
也
、
故
会
以
訓
上
下
之
則
、
制
財
用
之
節
、
朝
以
正
班
爵
之
義
、
帥
長
幼
之
序
、
征
伐
以
討
其
不
然
、
諸

侯
有
王
、
王
有
巡
守
、
以
大
習
之
、
非
是
君
不
挙
矣
、
君
挙
必
書
、
書
而
不
法
、
後
嗣
何
観

諫
言

荘
二
十
四
ａ

禦
孫
諫
曰
、
臣
聞
之
、
倹
、
徳
之
共
也
、
侈
、
悪
之
大
也
、
先
君
有
共
徳
、
而
君
納
諸
大
悪
、
無
乃
不
可
乎

諫
言

荘
二
十
四
ｂ

禦
孫
曰
、
男
贄
、
大
者
玉
帛
、
小
者
禽
鳥
、
以
章
物
也
、
女
贄
、
不
過
榛
栗
棗
脩
、
以
告
虔
也
、
今
男
女
同
贄
、
是
無
別
也
、
男
女
之
別
、
国

之
大
節
也
、
而
由
夫
人
乱
之
、
無
乃
不
可
乎

評
言

荘
二
十
七

晋
侯
将
伐

、
士
蒍
曰
、
不
可
、

公
驕
、
若
驟
得
勝
於
我
、
必
棄
其
民
、
無
衆
而
後
伐
之
、
欲
禦
我
誰
與
、
夫
礼
楽
慈
愛
、
戦
所
畜
也
、
夫

民
、
讓
事
楽
和
愛
親
哀
喪
、
而
後
可
用
也
、

弗
畜
也
、
亟
戦
将
饑

諫
言

（
三
）・（
四
）

荘
三
十
二

恵
王
問
諸
内
史
過
曰
、
是
何
故
也
、
対
曰
、
国
之
将
興
、
明
神
降
之
、
監
其
徳
也
、
将
亡
、
神
又
降
之
、
観
其
悪
也
、
故
有
得
神
以
興
、
亦
有

以
亡
、
虞
夏
商
周
皆
有
之
、
王
曰
、
若
之
何
、
対
曰
、
以
其
物
享
焉
、
其
至
之
日
、
亦
其
物
也
、
王
従
之
、
内
史
過
往
、
聞

請
命
、
反
曰
、

必
亡
矣
、
虐
而
聴
於
神
…
…
史
嚚
曰
、

其
亡
乎
、
吾
聞
之
、
国
将
興
、
聴
於
民
、
将
亡
、
聴
於
神
、
神
聡
明
正
直
而
壹
者
也
、
依
人
而
行
、

多
涼
徳
、
其
何
土
之
能
得

対
話
、
予
言
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閔
元
ａ

仲
孫
帰
曰
、
不
去
慶
父
、
魯
難
未
巳
、
公
曰
、
若
之
何
而
去
之
、
対
曰
、
難
不
巳
、
将
自
斃
、
君
其
待
之
、
公
曰
、
魯
可
取
乎
、
対
曰
、
不
可
、

猶
秉
周
礼
、
周
礼
所
以
本
也
、
臣
聞
之
、
国
将
亡
、
本
必
先
顛
、
而
後
枝
葉
従
之
、
魯
不
棄
周
礼
、
未
可
動
也
、
君
其
務
寧
魯
難
而
親
之
、
親

有
礼
、
因
重
固
、
間
携
貳
、
覆
昏
乱
、
覇
王
之
器
也

対
話

（
二
）

閔
元
ｂ

士
蒍
曰
、
大
子
不
得
立
矣
、
分
之
都
城
、
而
位
以
卿
、
先
為
之
極
、
又
焉
得
立
、
不
如
逃
之
、
無
使
罪
至
、
為
呉
大
伯
、
不
亦
可
乎
、
猶
有
令

名
、
與
其
及
也
、
且
諺
曰
、
心
苟
無
瑕
、
何
恤
乎
無
家
、
天
若
祚
大
子
、
其
無
晋
乎

予
言

閔
元
ｃ

卜
偃
曰
、
畢
万
之
後
必
大
、
万
、
盈
数
也
、
魏
、
大
名
也
、
以
是
始
賞
、
天
啓
之
矣
、
天
子
曰
兆
民
、
諸
侯
曰
万
民
、
今
名
之
大
、
以
従
盈
数
、

其
必
有
衆

予
言

閔
二

舟
之
僑
曰
、
無
徳
而
禄
、
殃
也
、
殃
将
至
矣
、
遂
奔
晋

予
言

（
三
）

僖
元

君
子
以
斉
人
殺
哀
姜
也
為
已
甚
矣
、
女
子
従
人
者
也

君
子

僖
二

晋
卜
偃
曰
、

必
亡
矣
、
亡
下
陽
不
懼
、
而
又
有
功
、
是
天
奪
之
鑒
、
而
益
其
疾
也
、
必
易
晋
而
不
撫
其
民
矣
、
不
可
以
五
稔

予
言

（
三
）・（
四
）

僖
三

鄭
伯
欲
成
、
孔
叔
不
可
曰
、
斉
方
勤
我
、
棄
徳
不
祥

諫
言

僖
五

孔
叔
止
之
曰
、
国
君
不
可
以
軽
、
軽
則
失
親
、
失
親
患
必
至
、
病
而
乞
盟
、
所
喪
多
矣
、
君
必
悔
之
、
弗
聴
、
逃
其
師
而
帰

諫
言

僖
七
ａ

孔
叔
言
於
鄭
伯
曰
、
諺
有
之
曰
、
心
則
不
競
、
何
憚
於
病
、
既
不
能
彊
、
又
不
能
弱
、
所
以
斃
也
、
国
危
矣
、
請
下
斉
以
救
国
、
公
曰
、
吾
知

其
所
由
来
矣
、
姑
少
待
我
、
対
曰
、
朝
不
及
夕
、
何
以
待
君

進
言

諺

僖
七
ｂ

子
文
聞
其
死
也
曰
、
古
人
有
言
曰
、
知
臣
莫
若
君
、
弗
可
改
也
已

評
言

古
人

僖
八

梁
由
靡
曰
、
狄
無
恥
、
従
之
必
大
克
、
里
克
曰
、
懼
之
而
已
、
無
速
衆
狄
、

射
曰
、
期
年
狄
必
至
、
示
之
弱
矣

予
言

（
八
）

僖
九
ａ

宰
孔
先
帰
、
遇
晋
侯
曰
、
可
無
会
也
、
斉
侯
不
務
徳
而
勤
遠
略
、
故
北
伐
山
戎
、
南
伐
楚
、
西
為
此
会
也
、
東
略
之
不
知
、
西
則
否
矣
、
其
在

乱
乎
、
君
務
靖
乱
、
無
勤
於
行
、
晋
侯
乃
還

対
話

僖
九
ｂ

君
子
曰
、
詩
所
謂
白
圭
之
玷
、
尚
可
磨
也
、
斯
言
之
玷
、
不
可
為
也
、
荀
息
有
焉

君
子

詩

僖
九
ｃ

公
謂
公
孫
枝
曰
、
夷
吾
其
定
乎
、
対
曰
、
臣
聞
之
、
唯
則
定
国
、
詩
曰
、
不
識
不
知
、
順
帝
之
則
、
文
王
之
謂
也
、
又
曰
、
不
僭
不
賊
、
鮮
不

為
則
、
無
好
無
悪
、
不
忌
不
克
之
謂
也
、
今
其
言
多
忌
克
、
難
哉
、
公
曰
、
忌
則
多
怨
、
又
焉
能
克
、
是
吾
利
也

対
話

詩

僖
十
一

受
玉
惰
、
過
帰
告
王
曰
、
晋
侯
其
無
後
乎
、
王
賜
之
命
、
而
惰
於
受
瑞
、
先
自
棄
也
已
、
其
何
継
之
有
、
礼
、
国
之
幹
也
、
敬
、
礼
之
輿
也
、
不

敬
則
礼
不
行
、
礼
不
行
則
上
下
昏
、
何
以
長
世

不
敬

僖
十
二

君
子
曰
、
管
氏
之
世
祀
也
宜
哉
、
讓
不
忘
其
上
、
詩
曰
、
愷
悌
君
子
、
神
所
労
矣

君
子

詩

僖
十
三

事
畢
、
不
與
王
言
、
帰
復
命
曰
、
未
可
、
王
怒
未
怠
、
其
十
年
乎
、
不
十
年
王
弗
召
也

不
敬

僖
十
四

晋
卜
偃
曰
、
期
年
将
有
大
咎
、
幾
亡
国

予
言

僖
十
五

及
恵
公
在
秦
、
曰
、
先
君
若
従
史
蘇
之
占
、
吾
不
及
此
夫
、
韓
簡
侍
曰
、
亀
、
象
也
、
筮
、
数
也
、
物
生
而
後
有
象
、
象
而
後
有
滋
、
滋
而
後

有
数
、
先
君
之
敗
徳
、
及
可
数
乎
、
史
蘇
是
占
、
勿
従
何
益
、
詩
曰
、
下
民
之

、
匪
降
自
天
、

沓
背
憎
、
職
競
由
人

対
話

詩

僖
十
六

周
内
史
叔
興
聘
于
宋
、
宋
襄
公
問
焉
曰
、
是
何
祥
也
、
吉
凶
焉
在
、
対
曰
、
今
茲
魯
多
大
喪
、
明
年
斉
有
乱
、
君
将
得
諸
侯
而
不
終
、
退
而
告

人
曰
、
君
失
問
、
是
陰
陽
之
事
、
非
吉
凶
所
生
也
、
吉
凶
由
人
、
吾
不
敢
逆
君
故
也

対
話
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僖
十
九
ａ

司
馬
子
魚
曰
、
古
者
六
畜
不
相
為
用
、
小
事
不
用
大
牲
、
而
況
敢
用
人
乎
、
祭
祀
以
為
人
也
、
民
、
神
之
主
也
、
用
人
、
其
誰
饗
之
、
斉
桓
公

存
三
亡
国
、
以
属
諸
侯
、
義
士
猶
曰
薄
徳
、
今
一
会
而
虐
二
国
之
君
、
又
用
諸
淫
昏
之
鬼
、
将
以
求
覇
、
不
亦
難
乎
、
得
死
為
幸

予
言

僖
十
九
ｂ

於
是
衛
大
旱
、
卜
有
事
於
山
川
、
不
吉
、
甯
荘
子
曰
、
昔
周
饑
、
克
殷
而
年
豐
、
今
邢
方
無
道
、
諸
侯
無
伯
、
天
其
或
者
欲
使
衛
討
邢
乎
、
従

之
、
師
興
而
雨

予
言

（
八
）

僖
十
九
ｃ

子
魚
言
於
宋
公
曰
、
文
王
聞
崇
徳
乱
而
伐
之
、
軍
三
旬
而
不
降
、
退
脩
教
而
復
伐
之
、
因
壘
而
降
、
詩
曰
、
刑
于
寡
妻
、
至
于
兄
弟
、
以
御
于

家
邦
、
今
君
徳
無
乃
猶
有
所
闕
、
而
以
伐
人
、
若
之
何
、
盍
姑
内
省
徳
乎
、
無
闕
而
後
動

進
言

詩
・（
一
）

僖
二
十
ａ

君
子
曰
、
隨
之
見
伐
、
不
量
力
也
、
量
力
而
動
、
其
過
鮮
矣
、
善
敗
由
己
、
而
由
人
乎
哉
、
詩
曰
、
豈
不
夙
夜
、
謂
行
多
露

君
子

詩
・（
一
）

僖
二
十
ｂ

宋
襄
公
欲
合
諸
侯
、
臧
文
仲
聞
之
曰
、
以
欲
従
人
則
可
、
以
人
従
欲
鮮
済

無
関
係
人

（
一
）

僖
二
十
一
ａ

公
子
目
夷
曰
、
小
国
争
盟
、
禍
也
、
宋
其
亡
乎
、
幸
而
後
敗

予
言

（
七
）

僖
二
十
一
ｂ

公
欲
焚
巫

、
臧
文
仲
曰
、
非
旱
備
也
、
脩
城
郭
、
貶
食
省
用
、
務
穡
勧
分
、
此
其
務
也
、
巫

何
為
、
天
欲
殺
之
、
則
如
勿
生
、
若
能
為
旱
、

焚
之
滋
甚
、
公
従
之
、
是
歲
也
、
饑
而
不
害

進
言

（
五
）

僖
二
十
一
ｃ

子
魚
曰
、
禍
其
在
此
乎
、
君
欲
已
甚
、
其
何
以
堪
之
…
…
子
魚
曰
、
禍
猶
未
也
、
未
足
以
懲
君

予
言

僖
二
十
二
ａ

子
魚
曰
、
所
謂
禍
在
此
矣

予
言

僖
二
十
二
ｂ

初
、
平
王
之
東
遷
也
、
辛
有
適
伊
川
、
見
被
髮
而
祭
於
野
者
、
曰
、
不
及
百
年
、
此
其
戎
乎
、
其
礼
先
亡
矣

予
言

（
八
）

僖
二
十
二
ｃ

富
辰
言
於
王
曰
、
請
召
大
叔
、
詩
曰
、
協
比
其
鄰
、
婚
姻
孔
云
、
吾
兄
弟
之
不
協
、
焉
能
怨
諸
侯
之
不
睦
、
王
説

進
言

詩
・（
一
）

僖
二
十
二
ｄ

人
以
須
句
故
出
師
、
公
卑

、
不
設
備
而
禦
之
、
臧
文
仲
曰
、
国
無
小
、
不
可
易
也
、
無
備
、
雖
衆
不
可
恃
也
、
詩
曰
、
戦
戦
兢
兢
、
如
臨

深
淵
、
如
履
薄
冰
、
又
曰
、
敬
之
敬
之
、
天
惟
顕
思
、
命
不
易
哉
、
先
王
之
明
徳
、
猶
無
不
難
也
、
無
不
懼
也
、
況
我
小
国
乎
、
君
其
無
謂

小
、

蠆
有
毒
、
而
況
国
乎
、
弗
聴

諫
言

詩
・（
五
）・（
七
）

僖
二
十
二
ｅ

大
司
馬
固
諫
曰
、
天
之
棄
商
久
矣
、
君
将
興
之
、
弗
可
赦
也
已
、
弗
聴

諫
言

僖
二
十
二
ｆ

子
魚
曰
、
君
未
知
戦
、
勍
敵
之
人
、
隘
而
不
成
列
、
天
賛
我
也
、
阻
而
鼓
之
、
不
亦
可
乎
、
猶
有
懼
焉
、
且
今
之
勍
者
、
皆
吾
敵
也
、
雖
及
胡

、
獲
則
取
之
、
何
有
於
二
毛
、
明
恥
教
戦
、
求
殺
敵
也
、
傷
未
及
死
、
如
何
勿
重
、
若
愛
重
傷
、
則
如
勿
傷
、
愛
其
二
毛
、
則
如
服
焉
、
三

軍
以
利
用
也
、
金
鼓
以
声
気
也
、
利
而
用
之
、
阻
隘
可
也
、
声
盛
致
志
、
鼓

可
也

評
言

僖
二
十
二
ｇ

君
子
曰
、
非
礼
也
、
婦
人
送
迎
不
出
門
、
見
兄
弟
不
踰
閾
、
戎
事
不
邇
女
器

君
子

僖
二
十
二
ｈ

叔
詹
曰
、
楚
王
其
不
没
乎
、
為
礼
卒
於
無
別
、
無
別
不
可
謂
礼
、
将
何
以
没
、
諸
侯
是
以
知
其
不
遂
覇
也

予
言

僖
二
十
三

卜
偃
称
疾
不
出
曰
、
周
書
有
之
、
乃
大
明
服
、
己
則
不
明
、
而
殺
人
以
逞
、
不
亦
難
乎
、
民
不
見
徳
、
而
唯
戮
是
聞
、
其
何
後
之
有

予
言

書
・（
一
）

僖
二
十
四

君
子
曰
、
服
之
不
衷
、
身
之
災
也
、
詩
曰
、
彼
己
之
子
、
不
称
其
服
、
子
臧
之
服
、
不
称
也
夫
、
詩
曰
、
自
詒
伊
慼
、
其
子
臧
之
謂
矣
、
夏
書

曰
、
地
平
天
成
、
称
也

君
子

詩
・
書

僖
二
十
八
ａ

君
子
謂
是
盟
也
信
、
謂
晋
於
是
役
也
、
能
以
徳
攻

君
子

僖
二
十
八
ｂ

栄
季
曰
、
死
而
利
国
、
猶
或
為
之
、
況
瓊
玉
乎
、
是
糞
土
也
、
而
可
以
済
師
、
将
何
愛
焉
、
弗
聴
、
出
告
二
子
曰
、
非
神
敗
令
尹
、
令
尹
其
不

勤
民
、
実
自
敗
也

予
言

僖
二
十
八
ｃ

君
子
謂
文
公
其
能
刑
矣
、
三
罪
而
民
服
、
詩
云
、
恵
此
中
国
、
以
綏
四
方
、
不
失
賞
刑
之
謂
也

君
子

詩
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僖
二
十
八
ｄ

仲
尼
曰
、
以
臣
召
君
、
不
可
以
訓
、
故
書
曰
、
天
王
狩
于
河
陽
、
言
非
其
地
也
、
且
明
徳
也

孔
子

僖
三
十
三
ａ

王
孫
満
尚
幼
、
観
之
、
言
於
王
曰
、
秦
師
軽
而
無
礼
、
必
敗
、
軽
則
寡
謀
、
無
礼
則
脱
、
入
険
而
脱
、
又
不
能
謀
、
能
無
敗
乎

予
言

僖
三
十
三
ｂ

自
郊
労
至
于
贈
賄
、
礼
成
而
加
之
以
敏
、
臧
文
仲
言
於
公
曰
、
国
子
為
政
、
斉
猶
有
礼
、
君
其
朝
焉
、
臣
聞
之
、
服
於
有
礼
、
社
稷
之
衛
也

進
言

文
元
ａ

公
孫
敖
聞
其
能
相
人
也
、
見
其
二
子
焉
、
叔
服
曰
、
穀
也
食
子
、
難
也
收
子
、
穀
也
豊
下
、
必
有
後
於
魯
国

予
言

文
元
ｂ

君
子
以
為
古
、
古
者
越
国
而
謀

君
子

文
二
ａ

君
子
謂
狼
瞫
於
是
乎
君
子
、
詩
曰
、
君
子
如
怒
、
乱
庶
遄
沮
、
又
曰
、
王
赫
斯
怒
、
爰
整
其
旅
、
怒
不
作
乱
、
而
以
従
師
、
可
謂
君
子
矣

君
子

詩

文
二
ｂ

君
子
以
為
失
礼
、
礼
無
不
順
、
祀
、
国
之
大
事
也
、
而
逆
之
、
可
謂
礼
乎
、
子
雖
斉
聖
、
不
先
父
食
久
矣
、
故
禹
不
先
鯀
、
湯
不
先
契
、
文
武

不
先
不

、
宋
祖
帝
乙
、
鄭
祖
厲
王
、
猶
上
祖
也
、
是
以
魯
頌
曰
、
春
秋
匪
解
、
享
祀
不

、
皇
皇
后
帝
、
皇
祖
后
稷
、
君
子
曰
礼
、
謂
其
后

稷
親
而
先
帝
也
、
詩
曰
、
問
我
諸
姑
、
遂
及
伯
姊
、
君
子
曰
礼
、
謂
其
姊
親
而
先
姑
也

君
子

詩

文
三

遂
覇
西
戎
、
用
孟
明
也
、
君
子
是
以
知
秦
穆
公
之
為
君
也
、
挙
人
之
周
也
、
與
人
之
壹
也
、
孟
明
之
臣
也
、
其
不
解
也
、
能
懼
思
也
、
子
桑
之

忠
也
、
其
知
入
也
、
能
挙
善
也
、
詩
曰
、
于
以
采
蘩
、
于
沼
于
沚
、
于
以
用
之
、
公
侯
之
事
、
秦
穆
有
焉
、
夙
夜
匪
解
、
以
事
一
人
、
孟
明
有

焉
、
詒
厥
孫
謀
、
以
燕
翼
子
、
子
桑
有
焉

君
子

詩
・（
九
）

文
四
ａ

君
子
是
以
知
出
姜
之
不
允
於
魯
也
、
曰
、
貴
聘
而
賤
逆
之
、
君
而
卑
之
、
立
而
廃
之
、
棄
信
而
壊
其
主
、
在
国
必
乱
、
在
家
必
亡
、
不
允
宜
哉
、

詩
曰
、
畏
天
之
威
、
于
時
保
之
、
敬
主
之
謂
也

君
子

詩

文
四
ｂ

君
子
曰
、
詩
云
、
惟
彼
二
国
、
其
政
不
獲
、
惟
此
四
国
、
爰
究
爰
度
、
其
秦
穆
之
謂
矣

君
子

詩

文
五
ａ

臧
文
仲
聞
六
與
蓼
滅
、
曰
、
皐
陶
庭
堅
不
祀
忽
諸
、
徳
之
不
建
、
民
之
無
援
、
哀
哉

無
関
係
人

文
五
ｂ

反
過
甯
、
甯

従
之
、
及
温
而
還
、
其
妻
問
之
、

曰
、
以
剛
、
商
書
曰
、
沈
漸
剛
克
、
高
明
柔
克
、
夫
子
壹
之
、
其
不
没
乎
、
天
為
剛
徳
、
猶

不
干
時
、
況
在
人
乎
、
且
華
而
不
実
、
怨
之
所
聚
也
、
犯
而
聚
怨
、
不
可
以
定
身
、
余
懼
不
獲
其
利
而
離
其
難
、
是
以
去
之

不
敬

書
・（
四
）

文
六
ａ

君
子
曰
、
秦
穆
之
不
為
盟
主
也
宜
哉
、
死
而
棄
民
、
先
王
違
世
、
猶
詒
之
法
、
而
況
奪
之
善
人
乎
、
詩
曰
、
人
之
云
亡
、
邦
国
殄
瘁
、
無
善
人

之
謂
、
若
之
何
奪
之
、
古
之
王
者
知
命
之
不
長
、
是
以
並
建
聖
哲
、
樹
之
風
声
、
分
之
采
物
、
著
之
話
言
、
為
之
律
度
、
陳
之
藝
極
、
引
之
表

儀
、
予
之
法
制
、
告
之
訓
典
、
教
之
防
利
、
委
之
常
秩
、
道
之
以
礼
則
、
使
毋
失
其
土
宜
、
衆
隸
頼
之
、
而
後
即
命
、
聖
王
同
之
、
今
縦
無
法

以
遺
後
嗣
、
而
又
收
其
良
以
死
、
難
以
在
上
矣
、
君
子
是
以
知
秦
之
不
復
東
征
也

君
子

詩
・（
九
）

文
六
ｂ

使
求
遭
喪
之
礼
以
行
、
其
人
曰
、
将
焉
用
之
、
文
子
曰
、
備
豫
不
虞
、
古
之
善
教
也
、
求
而
無
之
、
実
難
、
過
求
何
害

予
言

（
五
）

文
七

晋
郤
缺
言
於
趙
宣
子
曰
、
日
衛
不
睦
、
故
取
其
地
、
今
已
睦
矣
、
可
以
帰
之
、
叛
而
不
討
、
何
以
示
威
、
服
而
不
柔
、
何
以
示
懷
、
非
威
非
懷
、

何
以
示
徳
、
無
徳
何
以
主
盟
、
子
為
正
卿
、
以
主
諸
侯
、
而
不
務
徳
、
将
若
之
何
、
夏
書
曰
、
戒
之
用
休
、
董
之
用
威
、
勧
之
以
九
歌
、
勿
使

壊
、
九
功
之
徳
、
皆
可
歌
也
、
謂
之
九
歌
、
六
府
三
事
、
謂
之
九
功
、
水
火
金
木
土
穀
、
謂
之
六
府
、
正
徳
利
用
厚
生
、
謂
之
三
事
、
義
而
行

之
、
謂
之
徳
礼
、
無
礼
不
楽
、
所
由
叛
也
、
若
吾
子
之
徳
、
莫
可
歌
也
、
其
誰
来
之
、
盍
使
睦
者
歌
吾
子
乎
、
宣
子
説
之

進
言

書

文
九
ａ

范
山
言
於
楚
子
曰
、
晋
君
少
、
不
在
諸
侯
、
北
方
可
図
也

進
言

文
九
ｂ 

執
幣
傲
、
叔
仲
恵
伯
曰
、
是
必
滅
若
敖
氏
之
宗
、
傲
其
先
君
、
神
弗
福
也

不
敬

文
十
三

君
子
曰
、
知
命

君
子

文
十
四

周
内
史
叔
服
曰
、
不
出
七
年
、
宋
斉
晋
之
君
皆
将
死
乱

予
言
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文
十
五

季
文
子
曰
、
斉
侯
其
不
免
乎
、
己
則
無
礼
、
而
討
於
有
礼
者
曰
、
女
何
故
行
礼
、
礼
以
順
天
、
天
之
道
也
、
己
則
反
天
、
而
又
以
討
人
、
難
以

免
矣
、
詩
曰
、
胡
不
相
畏
、
不
畏
于
天
、
君
子
之
不
虐
幼
賤
、
畏
于
天
也
、
在
周
頌
曰
、
畏
天
之
威
、
于
時
保
之
、
不
畏
于
天
、
将
何
能
保
、
以

乱
取
国
、
奉
礼
以
守
、
猶
懼
不
終
、
多
行
無
礼
、
弗
能
在
矣

予
言

詩
・（
一
）

文
十
七

復
曰
、
臣
聞
斉
人
将
食
魯
之
麦
、
以
臣
観
之
、
将
不
能
、
斉
君
之
語
偸
、
臧
文
仲
有
言
曰
、
民
主
偸
必
死

不
敬

臧
文
仲

宣
二
ａ

君
子
曰
、
失
礼
違
命
、
宜
其
為
禽
也
、
戎
昭
果
毅
以
聴
之
、
之
謂
礼
、
殺
敵
為
果
、
致
果
為
毅
、
易
之
戮
也

君
子

宣
二
ｂ

君
子
謂
羊
斟
非
人
也
、
以
其
私
憾
、
敗
国
殄
民
、
於
是
刑
孰
大
焉
、
詩
所
謂
人
之
無
良
者
、
其
羊
斟
之
謂
乎
、
残
民
以
逞

君
子

詩
・（
一
）

宣
二
ｃ

楚
闘
椒
救
鄭
曰
、
能
欲
諸
侯
而
悪
其
難
乎
、
遂
次
于
鄭
、
以
待
晋
師
、
趙
盾
曰
、
彼
宗
競
于
楚
、
殆
将
斃
矣
、
姑
益
其
疾
、
乃
去
之

予
言

（
四
）

宣
二
ｄ

孔
子
曰
、
董
狐
、
古
之
良
史
也
、
書
法
不
隠
、
趙
宣
子
、
古
之
良
大
夫
也
、
為
法
受
悪
、
惜
也
、
越
竟
乃
免

孔
子

宣
三

楚
子
問
鼎
之
大
小
軽
重
焉
、
対
曰
、
在
徳
、
不
在
鼎
、
昔
夏
之
方
有
徳
也
、
遠
方
図
物
、
貢
金
九
牧
、
鋳
鼎
象
物
、
百
物
而
為
之
備
、
使
民
知

神
姦
、
故
民
入
川
沢
山
林
、
不
逢
不
若
、
螭
魅
罔
両
、
莫
能
逢
之
、
用
能
協
于
上
下
以
承
天
休
、
桀
有
昏
徳
、
鼎
遷
于
商
、
載
祀
六
百
、
商
紂

暴
虐
、
鼎
遷
于
周
、
徳
之
休
明
、
雖
小
重
也
、
其
姦
回
昏
乱
、
雖
大
軽
也
、
天
祚
明
徳
、
有
所
底
止
、
成
王
定
鼎
于

鄏
、
卜
世
三
十
、
卜
年

七
百
、
天
所
命
也
、
周
徳
雖
衰
、
天
命
未
改
、
鼎
之
軽
重
、
未
可
問
也

対
話

宣
四

君
子
曰
、
仁
而
不
武
、
無
能
達
也

君
子

宣
六

晋
侯
欲
伐
之
、
中
行
桓
子
曰
、
使
疾
其
民
、
以
盈
其
貫
、
将
可
殪
也
、
周
書
曰
、
殪
戎
殷
、
此
類
之
謂
也

進
言

書
・（
三
）・（
四
）

宣
九
ａ

孔
子
曰
、
詩
云
、
民
之
多
辟
、
無
自
立
辟
、
其
洩
冶
之
謂
乎

孔
子

詩

宣
九
ｂ

国
人
皆
喜
、
唯
子
良
憂
曰
、
是
国
之
災
也
、
吾
死
無
日
矣

予
言

（
三
）

宣
十
一
ａ

子
良
曰
、
晋
楚
不
務
徳
而
兵
争
、
與
其
来
者
可
也
、
晋
楚
無
信
、
我
焉
得
有
信
、
乃
従
楚

進
言

宣
十
一
ｂ

是
行
也
、
諸
大
夫
欲
召
狄
、
郤
成
子
曰
、
吾
聞
之
、
非
徳
莫
如
勤
、
非
勤
何
以
求
人
、
能
勤
有
継
、
其
従
之
也
、
詩
曰
、
文
王
既
勤
止
、
文
王

猶
勤
、
況
寡
徳
乎

進
言

詩
・（
一
）・（
三
）・

（
八
）

宣
十
二

君
子
曰
、
史
佚
所
謂
毋
怙
乱
者
、
謂
是
類
也
、
詩
曰
、
乱
離

矣
、
爰
其
適
帰
、
帰
於
怙
乱
者
也
夫

君
子

詩

宣
十
三
ａ

君
子
曰
、
清
丘
之
盟
、
唯
宋
可
以
免
焉

君
子

宣
十
三
ｂ

君
子
曰
、
悪
之
来
也
、
己
則
取
之
、
其
先
縠
之
謂
乎

君
子

（
一
）・（
八
）

宣
十
四
ａ

見
晏
桓
子
、
與
之
言
魯
楽
、
桓
子
告
高
宣
子
曰
、
子
家
其
亡
乎
、
懷
於
魯
矣
、
懷
必
貪
、
貪
必
謀
人
、
謀
人
、
人
亦
謀
己
、
一
国
謀
之
、
何
以

不
亡

不
敬

宣
十
四
ｂ

孟
献
子
言
於
公
曰
、
臣
聞
小
国
之
免
於
大
国
也
、
聘
而
献
物
、
於
是
有
庭
実
旅
百
、
朝
而
献
功
、
於
是
有
容
貌
采
章
嘉
淑
、
而
有
加
貨
、
謀
其

不
免
也
、
誅
而
薦
賄
、
則
無
及
也
、
今
楚
在
宋
、
君
其
図
之
、
公
説

進
言

（
七
）

宣
十
五
ａ

羊
舌
職
説
是
賞
也
、
曰
、
周
書
所
謂
庸
庸
祗
祗
者
、
謂
此
物
也
夫
、
士
伯
庸
中
行
伯
、
君
信
之
、
亦
庸
士
伯
、
此
之
謂
明
徳
矣
、
文
王
所
以
造

周
、
不
是
過
也
、
故
詩
曰
、
陳
錫
載
周
、
能
施
也
、
率
是
道
也
、
其
何
不
済

評
言

書
・
詩
・（
九
）

宣
十
五
ｂ

不
敬
、
劉
康
公
曰
、
不
及
十
年
、
原
叔
必
有
大
咎
、
天
奪
之
魄
矣

不
敬

宣
十
六

於
是
晋
国
之
盜
、
逃
奔
于
秦
、
羊
舌
職
曰
、
吾
聞
之
、
禹
称
善
人
、
不
善
人
遠
、
此
之
謂
也
夫
、
詩
曰
、
戦
戦
兢
兢
、
如
臨
深
淵
、
如
履
薄
冰
、

善
人
在
上
也
、
善
人
在
上
、
則
国
無
幸
民
、
諺
曰
、
民
之
多
幸
、
国
之
不
幸
也
、
是
無
善
人
之
謂
也

評
言

詩
・
諺
・（
九
）
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成
元
ａ

劉
康
公
徼
戎
、
将
遂
伐
之
、
叔
服
曰
、
背
盟
而
欺
大
国
、
此
必
敗
、
背
盟
不
祥
、
欺
大
国
不
義
、
神
人
弗
助
、
将
何
以
勝
、
不
聴

予
言

（
三
）

成
元
ｂ

冬
、
臧
宣
叔
令
脩
賦
繕
完
、
具
守
備
、
曰
、
斉
楚
結
好
、
我
新
與
晋
盟
、
晋
楚
争
盟
、
斉
師
必
至
、
雖
晋
人
伐
斉
、
楚
必
救
之
、
是
斉
楚
同
我

也
、
知
難
而
有
備
、
乃
可
以
逞

予
言

（
五
）

成
二
ａ

仲
尼
聞
之
曰
、
惜
也
、
不
如
多
與
之
邑
、
唯
器
與
名
、
不
可
以
假
人
、
君
之
所
司
也
、
名
以
出
信
、
信
以
守
器
、
器
以
蔵
礼
、
礼
以
行
義
、
義

以
生
利
、
利
以
平
民
、
政
之
大
節
也
、
若
以
假
人
、
與
人
政
也
、
政
亡
、
則
国
家
従
之
、
弗
可
止
也
已

孔
子

成
二
ｂ

君
子
謂
華
元
楽
挙
於
是
乎
不
臣
、
臣
、
治
煩
去
惑
者
也
、
是
以
伏
死
而
争
、
今
二
子
者
、
君
生
則
縦
其
惑
、
死
又
益
其
侈
、
是
棄
君
於
悪
也
、
何

臣
之
為

君
子

成
二
ｃ

君
子
曰
、
位
其
不
可
不
慎
也
乎
、
蔡
許
之
君
、
一
失
其
位
、
不
得
列
於
諸
侯
、
況
其
下
乎
、
詩
曰
、
不
解
于
位
、
民
之
攸

、
其
是
之
謂
矣

君
子

詩

成
二
ｄ

是
行
也
、
晋
辟
楚
、
畏
其
衆
也
、
君
子
曰
、
衆
之
不
可
已
也
、
大
夫
為
政
、
猶
以
衆
克
、
況
明
君
而
善
用
其
衆
乎
、
大
誓
所
謂
商
兆
民
離
、
周

十
人
同
者
、
衆
也

君
子

書

成
四
ａ

晋
侯
見
公
不
敬
、
季
文
子
曰
、
晋
侯
必
不
免
、
詩
曰
、
敬
之
敬
之
、
天
惟
顕
思
、
命
不
易
哉
、
夫
晋
侯
之
命
、
在
諸
侯
矣
、
可
不
敬
乎

不
敬

詩

成
四
ｂ

欲
求
成
于
楚
而
叛
晋
、
季
文
子
曰
、
不
可
、
晋
雖
無
道
、
未
可
叛
也
、
国
大
臣
睦
、
而
邇
於
我
、
諸
侯
聴
焉
、
未
可
以
貳
、
史
佚
之
志
有
之
曰
、

非
我
族
類
、
其
心
必
異
、
楚
雖
大
非
吾
族
也
、
其
肯
字
我
乎
、
公
乃
止

諫
言

史
佚
之
志

成
六

授
玉
于
東
楹
之
東
、
士
貞
伯
曰
、
鄭
伯
其
死
乎
、
自
棄
也
已
、
視
流
而
行
速
、
不
安
其
位
、
宜
不
能
久

不
敬

成
七

季
文
子
曰
、
中
国
不
振
旅
、
蛮
夷
入
伐
、
而
莫
之
或
恤
、
無
弔
者
也
夫
、
詩
曰
、
不
弔
昊
天
、
乱
靡
有
定
、
其
此
之
謂
乎
、
有
上
不
弔
、
其
誰

不
受
乱
、
吾
亡
無
日
矣
、
君
子
曰
、
知
懼
如
是
、
斯
不
亡
矣

無
関
係
人
、

君
子

（
八
）

成
八
ａ

季
文
子
餞
之
、
私
焉
、
曰
、
大
国
制
義
、
以
為
盟
主
、
是
以
諸
侯
懷
徳
畏
討
、
無
有
貳
心
、
謂
汶
陽
之
田
、
敝
邑
之
旧
也
、
而
用
師
於
斉
、
使

帰
諸
敝
邑
、
今
有
二
命
、
曰
、
帰
諸
斉
、
信
以
行
義
、
義
以
成
命
、
小
国
所
望
而
懷
也
、
信
不
可
知
、
義
無
所
立
、
四
方
諸
侯
、
其
誰
不
解
體
、

詩
曰
、
女
也
不
爽
、
士
貳
其
行
、
士
也
罔
極
、
二
三
其
徳
、
七
年
之
中
、
一
與
一
奪
、
二
三
孰
甚
焉
、
士
之
二
三
、
猶
喪
妃
耦
、
而
況
覇
主
、
覇

主
将
徳
是
以
而
二
三
之
、
其
何
以
長
有
諸
侯
乎
、
詩
曰
、
猶
之
未
遠
、
是
用
大
簡
、
行
父
懼
晋
之
不
遠
猶
、
而
失
諸
侯
也
、
是
以
敢
私
言
之

予
言

詩

成
八
ｂ

従
知
范
韓
也
、
君
子
曰
、
従
善
如
流
、
宜
哉
、
詩
曰
、
愷
悌
君
子
、
遐
不
作
人
、
求
善
也
夫
、
作
人
斯
有
功
績
矣

君
子

詩
・（
九
）

成
九
ａ

季
文
子
謂
范
文
子
曰
、
徳
則
不
競
、
尋
盟
何
為
、
范
文
子
曰
、
勤
以
撫
之
、

以
待
之
、
堅
疆
以
御
之
、
明
神
以
要
之
、
柔
服
而
伐
貳
、
徳
之

次
也

対
話

成
九
ｂ

君
子
曰
、
恃
陋
而
不
備
、
罪
之
大
者
也
、
備
豫
不
虞
、
善
之
大
者
也
、
莒
恃
其
陋
、
而
不
脩
城
郭
、
浹
辰
之
間
、
而
楚
克
其
三
都
、
無
備
也
夫
、

詩
曰
、
雖
有
絲
麻
、
無
棄
菅
蒯
、
雖
有
姫
姜
、
無
棄
蕉
萃
、
凡
百
君
子
、
莫
不
代
匱
、
言
備
之
不
可
以
已
也

君
子

詩
・（
五
）

成
十

君
子
曰
、
忠
為
令
徳
、
非
其
人
猶
不
可
、
況
不
令
乎

君
子

成
十
一

范
文
子
曰
、
是
盟
也
、
何
益
、
斉
盟
、
所
以
質
信
也
、
会
所
信
之
始
也
、
始
之
不
従
、
其
何
質
乎

予
言

成
十
二

帰
以
語
范
文
子
、
文
子
曰
、
無
礼
必
食
言
、
吾
死
無
日
矣
夫

予
言

成
十
三
ａ

将
事
不
敬
、
孟
献
子
曰
、
郤
氏
其
亡
乎
、
礼
、
身
之
幹
也
、
敬
、
身
之
基
也
、
郤
子
無
基
、
且
先
君
之
嗣
卿
也
、
受
命
以
求
師
、
将
社
稷
是
衛

而
惰
、
棄
君
命
也
、
不
亡
何
為

不
敬
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成
十
三
ｂ

成
子
受

于
社
、
不
敬
、
劉
子
曰
、
吾
聞
之
、
民
受
天
地
之
中
以
生
、
所
謂
命
也
、
是
以
有
動
作
礼
義
威
儀
之
則
、
以
定
命
也
、
能
者
養
之
以

福
、
不
能
者
敗
以
取
禍
、
是
故
君
子
勤
礼
、
小
人
尽
力
、
勤
礼
莫
如
致
敬
、
尽
力
莫
如
敦
篤
、
敬
在
養
神
、
篤
在
守
業
、
国
之
大
事
、
在
祀
與

戎
、
祀
有
執
膰
、
戎
有
受

、
神
之
大
節
也
、
今
成
子
惰
、
棄
命
矣
、
其
不
反
乎

不
敬

成
十
四
ａ

衛
侯
饗
苦
成
叔
、
甯
恵
子
相
、
苦
成
叔
傲
、
甯
子
曰
、
苦
成
叔
家
其
亡
乎
、
古
之
為
享
食
也
、
以
観
威
儀
、
省
禍
福
也
、
故
詩
曰
、

觥
其

、

旨
酒
思
柔
、
彼
交
匪
傲
、
万
福
来
求
、
今
夫
子
傲
、
取
禍
之
道
也

不
敬

詩

成
十
四
ｂ

故
君
子
曰
、
春
秋
之
称
、
微
而
顕
、
志
而
晦
、
婉
而
成
章
、
尽
而
不
汙
、
懲
悪
而
勧
善
、
非
聖
人
誰
能
脩
之

君
子

成
十
五
ａ

楚
将
北
師
、
子
囊
曰
、
新
與
晋
盟
而
背
之
、
無
乃
不
可
乎
、
子
反
曰
、
敵
利
則
進
、
何
盟
之
有
、
申
叔
時
老
矣
、
在
申
、
聞
之
曰
、
子
反
必
不

免
、
信
以
守
礼
、
礼
以
庇
身
、
信
礼
之
亡
、
欲
免
得
乎

予
言

（
三
）

成
十
五
ｂ

欒
武
子
欲
報
楚
、
韓
献
子
曰
、
無
庸
、
使
重
其
罪
、
民
将
叛
之
、
無
民
孰
戦

予
言

（
三
）・（
四
）

成
十
五
ｃ

韓
献
子
曰
、
郤
氏
其
不
免
乎
、
善
人
、
天
地
之
紀
也
、
而
驟
絶
之
、
不
亡
何
待

予
言

（
九
）

成
十
六
ａ

過
申
、
子
反
入
見
申
叔
時
曰
、
師
其
何
如
、
対
曰
、
徳
刑
詳
義
礼
信
、
戦
之
器
也
、
徳
以
施
恵
、
刑
以
正
邪
、
詳
以
事
神
、
義
以
建
利
、
礼
以

順
時
、
信
以
守
物
、
民
生
厚
而
徳
正
、
用
利
而
事
節
、
時
順
而
物
成
、
上
下
和
睦
、
周
旋
不
逆
、
求
無
不
具
、
各
知
其
極
、
故
詩
曰
、
立
我
烝

民
、
莫
匪
爾
極
、
是
以
神
降
之
福
、
時
無
災
害
、
民
生
敦
厖
、
和
同
以
聴
、
莫
不
尽
力
、
以
従
上
命
、
致
死
以
補
其
闕
、
此
戦
之
所
由
克
也
、
今

楚
内
棄
其
民
、
而
外
絶
其
好
、
瀆
斉
盟
、
而
食
話
言
、
奸
時
以
動
、
而
疲
民
以
逞
、
民
不
知
信
、
進
退
罪
也
、
人
恤
所
底
、
其
誰
致
死
、
子
其

勉
之
、
吾
不
復
見
子
矣

対
話

詩

成
十
六
ｂ

范
文
子
立
於
戎
馬
之
前
、
曰
、
君
幼
弱
、
諸
臣
不
佞
、
何
以
及
此
、
君
其
戒
之
、
周
書
曰
、
惟
命
不
于
常
、
有
徳
之
謂

評
言

書
・（
三
）

成
十
六
ｃ

與
単
襄
公
語
、
驟
称
其
伐
、
単
子
語
諸
大
夫
曰
、
温
季
其
亡
乎
、
位
於
七
人
之
下
、
而
求
掩
其
上
、
怨
之
所
聚
、
乱
之
本
也
、
多
怨
而
階
乱
、
何

以
在
位
、
夏
書
曰
、
怨
豈
在
明
、
不
見
是
図
、
将
慎
其
細
也
、
今
而
明
之
、
其
可
乎

不
敬

書
・（
四
）

成
十
七

仲
尼
曰
、
鮑
荘
子
之
知
不
如
葵
、
葵
猶
能
衛
其
足

孔
子

成
十
八

君
子
謂
晋
於
是
乎
有
礼

君
子

襄
二
ａ

君
子
是
以
知
斉
霊
公
之
為
霊
也

君
子

（
八
）

襄
二
ｂ

君
子
曰
、
非
礼
也
、
礼
無
所
逆
、
婦
養
姑
者
也
、
虧
姑
以
成
婦
、
逆
莫
大
焉
、
詩
曰
、
其
惟
哲
人
、
告
之
話
言
、
順
徳
之
行
、
季
孫
於
是
為
不

哲
矣
、
且
姜
氏
、
君
之
妣
也
、
詩
曰
、
為
酒
為
醴
、
烝

祖
妣
、
以
洽
百
礼
、
降
福
孔
偕

君
子

詩

襄
三
ａ

君
子
謂
子
重
於
是
役
也
所
獲
不
如
所
亡

君
子

襄
三
ｂ

君
子
謂
祁
奚
於
是
能
挙
善
矣
、
称
其
讎
不
為
諂
、
立
其
子
不
為
比
、
挙
其
偏
不
為
黨
、
商
書
曰
、
無
偏
無
黨
、
王
道
蕩
蕩
、
其
祁
奚
之
謂
矣
、
解

狐
得
挙
、
祁
午
得
位
、
伯
華
得
官
、
建
一
官
而
三
物
成
、
能
挙
善
也
夫
、
唯
善
故
能
挙
其
類
、
詩
云
、
惟
其
有
之
、
是
以
似
之
、
祁
奚
有
焉

君
子

書
・
詩
・（
九
）・

（
十
）

襄
四
ａ

韓
献
子
患
之
言
於
朝
曰
、
文
王
帥
殷
之
叛
国
以
事
紂
、
唯
知
時
也
、
今
我
易
之
、
難
哉

進
言

（
三
）

襄
四
ｂ

楚
人
将
伐
陳
、
聞
喪
乃
止
、
陳
人
不
聴
命
、
臧
武
仲
聞
之
曰
、
陳
不
服
於
楚
必
亡
、
大
国
行
礼
焉
而
不
服
、
在
大
猶
有
咎
、
而
況
小
乎

無
関
係
人

（
七
）

襄
四
ｃ

君
子
曰
、
志
所
謂
多
行
無
礼
、
必
自
及
也
、
其
是
之
謂
乎

君
子

志

襄
五
ａ

君
子
謂
楚
共
王
於
是
不
刑
、
詩
曰
、
周
道
挺
挺
、
我
心
扃
扃
、
講
事
不
令
、
集
人
来
定
、
己
則
無
信
、
而
殺
人
以
逞
、
不
亦
難
乎
、
夏
書
曰
、
成

允
成
功

君
子

詩
・
書
・（
一
）
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襄
五
ｂ

范
宣
子
曰
、
我
喪
陳
矣
、
楚
人
討
貳
、
而
立
子
囊
、
必
改
行
、
而
疾
討
陳
、
陳
近
於
楚
、
民
朝
夕
急
、
能
無
往
乎
、
有
陳
非
吾
事
也
、
無
之
而

後
可

予
言

襄
五
ｃ

君
子
是
以
知
季
文
子
之
忠
於
公
室
也
、
相
三
君
矣
、
而
無
私
積
、
可
不
謂
忠
乎

君
子

襄
七
ａ

孟
献
子
曰
、
吾
乃
今
而
後
知
有
卜
筮
、
夫
郊
祀
后
稷
、
以
祈
農
事
也
、
是
故
啓
蟄
而
郊
、
郊
而
後
耕
、
今
既
耕
而
後
卜
郊
、
宜
其
不
従
也

評
言

襄
七
ｂ

公
登
亦
登
、
叔
孫
穆
子
相
、
趨
進
曰
、
諸
侯
之
会
、
寡
君
未
嘗
後
衛
君
、
今
吾
子
不
後
寡
君
、
寡
君
未
知
所
過
、
吾
子
其
少
安
、
孫
子
無
辞
、
亦

無
悛
容
、
穆
叔
曰
、
孫
子
必
亡
、
為
臣
而
君
、
過
而
不
悛
、
亡
之
本
也
、
詩
曰
、
退
食
自
公
、
委
蛇
委
蛇
、
謂
従
者
也
、
衡
而
委
蛇
必
折

不
敬

詩

襄
八
ａ

鄭
人
皆
喜
、
唯
子
産
不
順
曰
、
小
国
無
文
徳
而
有
武
功
、
禍
莫
大
焉
、
楚
人
来
討
、
能
勿
従
乎
、
従
之
晋
師
必
至
、
晋
楚
伐
鄭
、
自
今
鄭
国
、
不

四
五
年
弗
得
寧
矣
、
子
国
怒
之
曰
、
爾
何
知
、
国
有
大
命
、
而
有
正
卿
、
童
子
言
焉
、
将
為
戮
矣

対
話

（
三
）・（
七
）

襄
八
ｂ

君
子
以
為
知
礼

君
子

襄
九

晋
侯
問
於
士
弱
曰
、
吾
聞
之
、
宋
災
、
於
是
乎
知
有
天
道
何
故
、
対
曰
、
古
之
火
正
、
或
食
於
心
、
或
食
於

、
以
出
内
火
、
是
故

為
鶉
火
、

心
為
大
火
、
陶
唐
氏
之
火
正
閼
伯
、
居
商
丘
、
祀
大
火
、
而
火
紀
時
焉
、
相
土
因
之
、
故
商
主
大
火
、
商
人
閲
其
禍
敗
之
釁
、
必
始
於
火
、
是

以
日
知
其
有
天
道
也
、
公
曰
、
可
必
乎
、
対
曰
、
在
道
、
国
乱
無
象
、
不
可
知
也

無
関
係
人+

対
話

襄
十
ａ

不
敬
、
士
荘
子
曰
、
高
子
相
大
子
以
会
諸
侯
、
将
社
稷
是
衛
、
而
皆
不
敬
、
棄
社
稷
也
、
其
将
不
免
乎

不
敬

襄
十
ｂ

孟
献
子
曰
、
鄭
其
有
災
乎
、
師
競
已
甚
、
周
猶
不
堪
競
、
況
鄭
乎
、
有
災
、
其
執
政
之
三
士
乎

予
言

襄
十
三
ａ

君
子
曰
、
讓
、
礼
之
主
也
、
范
宣
子
讓
、
其
下
皆
讓
、
欒
黶
為
汰
、
弗
敢
違
也
、
晋
国
以
平
、
数
世
頼
之
、
刑
善
也
夫
、
一
人
刑
善
、
百
姓
休

和
、
可
不
務
乎
、
書
曰
、
一
人
有
慶
、
兆
民
頼
之
、
其
寧
惟
永
、
其
是
之
謂
乎
、
周
之
興
也
、
其
詩
曰
、
儀
刑
文
王
、
万
邦
作
孚
、
言
刑
善
也
、

及
其
衰
也
、
其
詩
曰
、
大
夫
不
均
、
我
従
事
独
賢
、
言
不
讓
也
、
世
之
治
也
、
君
子
尚
能
而
讓
其
下
、
小
人
農
力
以
事
其
上
、
是
以
上
下
有
礼
、

而
讒
慝
黜
遠
、
由
不
争
也
、
謂
之
懿
徳
、
及
其
乱
也
、
君
子
称
其
功
以
加
小
人
、
小
人
伐
其
技
以
馮
君
子
、
是
以
上
下
無
礼
、
乱
虐
並
生
、
由

争
善
也
、
謂
之
昏
徳
、
国
家
之
敝
、
恆
必
由
之

君
子

書
・
詩

襄
十
三
ｂ

君
子
以
呉
為
不
弔
、
詩
曰
、
不
弔
昊
天
、
乱
靡
有
定

君
子

詩

襄
十
四
ａ

秦
伯
問
於
士
鞅
曰
、
晋
大
夫
其
誰
先
亡
、
対
曰
、
其
欒
氏
乎
、
秦
伯
曰
、
以
其
汰
乎
、
対
曰
、
然
、
欒
黶
汰
虐
已
甚
、
猶
可
以
免
、
其
在
盈
乎
、

秦
伯
曰
、
何
故
、
対
曰
、
武
子
之
徳
在
民
、
如
周
人
之
思
召
公
焉
、
愛
其
甘
棠
、
況
其
子
乎
、
欒
黶
死
、
盈
之
善
未
能
及
人
、
武
子
所
施
没
矣
、

而
黶
之
怨
実
章
、
将
於
是
乎
在
、
秦
伯
以
為
知
言
、
為
之
請
於
晋
而
復
之

対
話

襄
十
四
ｂ

厚
孫
帰
復
命
、
語
臧
武
仲
曰
、
衛
君
其
必
帰
乎
、
有
大
叔
儀
以
守
、
有
母
弟

以
出
、
或
撫
其
内
、
或
営
其
外
、
能
無
帰
乎

予
言

（
六
）

襄
十
四
ｃ

衛
侯
在

、
臧
紇
如
斉

衛
侯
、
與
之
言
虐
、
退
而
告
其
人
曰
、
衛
侯
其
不
得
入
矣
、
其
言
糞
土
也
、
亡
而
不
変
、
何
以
復
国
、
子
展
子
鮮
聞

之
、
見
臧
紇
與
之
言
、
道
、
臧
孫
説
、
謂
其
人
曰
、
衛
君
必
入
、
夫
二
子
者
、
或
輓
之
、
或
推
之
、
欲
無
入
得
乎

不
敬

（
三
）
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襄
十
四
ｄ

師
曠
侍
於
晋
侯
、
晋
侯
曰
、
衛
人
出
其
君
、
不
亦
甚
乎
、
対
曰
、
或
者
其
君
実
甚
、
良
君
将
賞
善
而
刑
淫
、
養
民
如
子
、
蓋
之
如
天
、
容
之
如

地
、
民
奉
其
君
、
愛
之
如
父
母
、
仰
之
如
日
月
、
敬
之
如
神
明
、
畏
之
如
雷
霆
、
其
可
出
乎
、
夫
君
、
神
之
主
也
、
而
民
之
望
也
、
若
困
民
之

主
、
匱
神
乏
祀
、
百
姓
絶
望
、
社
稷
無
主
、
将
安
用
之
、
弗
去
何
為
、
天
生
民
而
立
之
君
、
使
司
牧
之
、
勿
使
失
性
、
有
君
而
為
之
貳
、
使
師

保
之
、
勿
使
過
度
、
是
故
天
子
有
公
、
諸
侯
有
卿
、
卿
置
側
室
、
大
夫
有
貳
宗
、
士
有
朋
友
、
庶
人
工
商
皂
隸
牧
圉
、
皆
有
親

、
以
相
輔
佐

也
、
善
則
賞
之
、
過
則
匡
之
、
患
則
救
之
、
失
則
革
之
、
自
王
以
下
、
各
有
父
兄
子
弟
、
以
補
察
其
政
、
史
為
書
、
瞽
為
詩
、
工
誦
箴
諫
、
大

夫
規
誨
、
士
伝
言
、
庶
人
謗
、
商
旅
于
市
、
百
工
献
藝
、
故
夏
書
曰
、
遒
人
以
木
鐸
徇
于
路
、
官
師
相
規
、
工
執
藝
事
以
諫
、
正
月
孟
春
、
於

是
乎
有
之
、
諫
失
常
也
、
天
之
愛
民
甚
矣
、
豈
其
使
一
人
肆
於
民
上
、
以
従
其
淫
、
而
棄
天
地
之
性
、
必
不
然
矣

無
関
係
人+

対
話

書

襄
十
四
ｅ

君
子
謂
子
囊
忠
、
君
薨
不
忘
増
其
名
、
将
死
不
忘
衛
社
稷
、
可
不
謂
忠
乎
、
忠
、
民
之
望
也
、
詩
曰
、
行
帰
于
周
、
万
民
所
望
、
忠
也

君
子

詩

襄
十
五

君
子
謂
楚
於
是
乎
能
官
人
、
官
人
、
国
之
急
也
、
能
官
人
則
民
無
覦
心
、
詩
云
、
嗟
我
懷
人
、
寘
彼
周
行
、
能
官
人
也
、
王
及
公
侯
伯
子
男
甸

采
衛
大
夫
、
各
居
其
列
、
所
謂
周
行
也

君
子

詩
・（
九
）

襄
十
八

晋
人
聞
有
楚
師
、
師
曠
曰
、
不
害
、
吾
驟
歌
北
風
、
又
歌
南
風
、
南
風
不
競
、
多
死
声
、
楚
必
無
功
、
董
叔
曰
、
天
道
多
在
西
北
、
南
師
不
時
、

必
無
功
、
叔
向
曰
、
在
其
君
之
徳
也

対
話

襄
十
九
ａ

臧
武
仲
謂
季
孫
曰
、
非
礼
也
、
夫
銘
、
天
子
令
徳
、
諸
侯
言
時
計
功
、
大
夫
称
伐
、
今
称
伐
則
下
等
也
、
計
功
、
則
借
人
也
、
言
時
、
則
妨
民

多
矣
、
何
以
為
銘
、
且
夫
大
伐
小
、
取
其
所
得
以
作
彝
器
、
銘
其
功
烈
、
以
示
子
孫
、
昭
明
徳
而
懲
無
礼
也
、
今
将
借
人
之
力
、
以
救
其
死
、
若

之
何
銘
之
、
小
国
幸
於
大
国
、
而
昭
所
獲
焉
以
怒
之
、
亡
之
道
也

評
言

（
七
）

襄
十
九
ｂ

穆
叔
帰
曰
、
斉
猶
未
也
、
不
可
以
不
懼

予
言

（
五
）

襄
十
九
ｃ

衛
石
共
子
卒
、
悼
子
不
哀
、
孔
成
子
曰
、
是
謂
檢
其
本
、
必
不
有
其
宗

不
敬

（
二
）

襄
二
十
一
ａ

人
謂
叔
向
曰
、
子
離
於
罪
、
其
為
不
知
乎
、
叔
向
曰
、
與
其
死
亡
若
何
、
詩
曰
、
優
哉
游
哉
、
聊
以
卒
歲
、
知
也

対
話

詩
・（
三
）

襄
二
十
一
ｂ

錮
欒
氏
也
、
斉
侯
衛
侯
不
敬
、
叔
向
曰
、
二
君
者
必
不
免
、
会
朝
礼
之
経
也
、
礼
、
政
之
輿
也
、
政
、
身
之
守
也
、
怠
礼
失
政
、
失
政
不
立
、
是

以
乱
也

不
敬

襄
二
十
二
ａ

晏
平
仲
言
於
斉
侯
曰
、
商
任
之
会
、
受
命
於
晋
、
今
納
欒
氏
、
将
安
用
之
、
小
所
以
事
大
、
信
也
、
失
信
不
立
、
君
其
図
之
、
弗
聴
、
退
告
陳

文
子
曰
、
君
人
執
信
、
臣
人
執
共
、
忠
信
篤
敬
、
上
下
同
之
、
天
之
道
也
、
君
自
棄
也
、
弗
能
久
矣

予
言

（
七
）

襄
二
十
二
ｂ

君
子
曰
、
善
戒
、
詩
曰
、
慎
爾
侯
度
、
用
戒
不
虞
、
鄭
子
張
其
有
焉

君
子

詩
・（
五
）

襄
二
十
二
ｃ

晏
子
曰
、
禍
将
作
矣
、
斉
将
伐
晋
、
不
可
以
不
懼

予
言

襄
二
十
三
ａ

君
子
謂
慶
氏
不
義
不
可
肆
也
、
故
書
曰
、
惟
命
不
于
常

君
子

書

襄
二
十
三
ｂ

自
衛
将
遂
伐
晋
、
晏
平
仲
曰
、
君
恃
勇
力
以
伐
盟
主
、
若
不
済
、
国
之
福
也
、
不
徳
而
有
功
、
憂
必
及
君
、
崔
杼
諫
曰
、
不
可
、
臣
聞
之
、
小

国
間
大
国
之
敗
而
毀
焉
、
必
受
其
咎
、
君
其
図
之
、
弗
聴
、
陳
文
子
見
崔
武
子
曰
、
将
如
君
何
、
武
子
曰
、
吾
言
於
君
、
君
弗
聴
也
、
以
為
盟

主
、
而
利
其
難
、
群
臣
若
急
、
君
於
何
有
、
子
姑
止
之
、
文
子
退
告
其
人
曰
、
崔
子
将
死
乎
、
謂
君
甚
而
又
過
之
、
不
得
其
死
、
過
君
以
義
猶

自
抑
也
、
況
以
悪
乎

予
言
、
諫
言
（
七
）

襄
二
十
三
ｃ

仲
尼
曰
、
知
之
難
也
、
有
臧
武
仲
之
知
、
而
不
容
於
魯
国
、
抑
有
由
也
、
作
不
順
而
施
不
恕
也
、
夏
書
曰
、
念
茲
在
茲
、
順
事
恕
施
也

孔
子

書
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襄
二
十
四
ａ

范
宣
子
逆
之
問
焉
曰
、
古
人
有
言
曰
、
死
而
不
朽
、
何
謂
也
、
穆
叔
未
対
、
宣
子
曰
、
昔
助
之
祖
、
自
虞
以
上
為
陶
唐
氏
、
在
夏
為
御
龍
氏
、
在

商
為
豕
韋
氏
、
在
周
為
唐
杜
氏
、
晋
主
夏
盟
為
范
氏
、
其
是
之
謂
乎
、
穆
叔
曰
、
以
豹
所
聞
、
此
之
謂
世
禄
、
非
不
朽
也
、
魯
有
先
大
夫
曰
臧

文
仲
、
既
没
、
其
言
立
、
其
是
之
謂
乎
、
豹
聞
之
、
大
上
有
立
徳
、
其
次
有
立
功
、
其
次
有
立
言
、
雖
久
不
廃
、
此
之
謂
不
朽
、
若
夫
保
姓
受

氏
、
以
守
宗

、
世
不
絶
祀
、
無
国
無
之
、
禄
之
大
者
、
不
可
謂
不
朽

対
話

襄
二
十
四
ｂ

程
鄭
問
焉
曰
、
敢
問
降
階
何
由
、
子
羽
不
能
対
、
帰
以
語
然
明
、
然
明
曰
、
是
将
死
矣
、
不
然
将
亡
、
貴
而
知
懼
、
懼
而
思
降
、
乃
得
其
階
、
下

人
而
已
、
又
何
問
焉
、
且
夫
既
登
而
求
降
階
者
、
知
人
也
、
不
在
程
鄭
、
其
有
亡
釁
乎
、
不
然
其
有
惑
疾
将
死
而
憂
也

不
敬

襄
二
十
五
ａ

公
患
之
、
使
告
于
晋
、
孟
公
綽
曰
、
崔
子
将
有
大
志
、
不
在
病
我
、
必
速
帰
、
何
患
焉
、
其
来
也
不
寇
、
使
民
不
厳
、
異
於
他
日
、
斉
師
徒
帰
予
言

襄
二
十
五
ｂ

趙
文
子
為
政
、
令
薄
諸
侯
之
幣
、
而
重
其
礼
、
穆
叔
見
之
、
謂
穆
叔
曰
、
自
今
以
往
、
兵
其
少
弭
矣
、
斉
崔
慶
新
得
政
、
将
求
善
於
諸
侯
、
武

也
知
楚
令
尹
、
若
敬
行
其
礼
、
道
之
以
文
辞
、
以
靖
諸
侯
、
兵
可
以
弭

対
話

（
六
）

襄
二
十
五
ｃ

仲
尼
曰
、
志
有
之
、
言
以
足
志
、
文
以
足
言
、
不
言
誰
知
其
志
、
言
之
無
文
、
行
而
不
遠
、
晋
為
伯
、
鄭
入
陳
、
非
文
辞
不
為
功
、
慎
辞
哉

孔
子

（
六
）

襄
二
十
五
ｄ

大
叔
文
子
聞
之
曰
、
烏
呼
、
詩
所
謂
我
躬
不
説
、
皇
恤
我
後
者
、
甯
子
可
謂
不
恤
其
後
矣
、
将
可
乎
哉
、
殆
必
不
可
、
君
子
之
行
、
思
其
終
也
、

思
其
復
也
、
書
曰
、
慎
始
而
敬
終
、
終
以
不
困
、
詩
曰
、
夙
夜
匪
解
、
以
事
一
人
、
今
甯
子
視
君
、
不
如

棋
、
其
何
以
免
乎
、

者
挙
棋
不

定
、
不
勝
其
耦
、
而
況
置
君
而
弗
定
乎
、
必
不
免
矣
、
九
世
之
卿
族
、
一
挙
而
滅
之
、
可
哀
也
哉

予
言

書
・
詩

襄
二
十
六
ａ

平
公
曰
、
晋
其
庶
乎
、
吾
臣
之
所
争
者
大
、
師
曠
曰
、
公
室
懼
卑
、
臣
不
心
競
而
力
争
、
不
務
徳
而
争
善
、
私
欲
已
侈
、
能
無
卑
乎

予
言

襄
二
十
六
ｂ

公
孫
揮
曰
、
子
産
其
将
知
政
矣
、
讓
不
失
礼

予
言

襄
二
十
六
ｃ

叔
向
曰
、
鄭
七
穆
、
罕
氏
其
後
亡
者
也
、
子
展
倹
而
壹

予
言

襄
二
十
六
ｄ

君
子
曰
、
善
事
大
国

君
子

（
六
）

襄
二
十
六
ｅ

君
子
是
以
知
平
公
之
失
政
也

君
子

襄
二
十
六
ｆ

王
聞
之
曰
、
韓
氏
其
昌
阜
於
晋
乎
、
辞
不
失
旧

予
言

（
六
）

襄
二
十
七
ａ

其
車
美
、
孟
孫
謂
叔
孫
曰
、
慶
季
之
車
、
不
亦
美
乎
、
叔
孫
曰
、
豹
聞
之
、
服
美
不
称
、
必
以
悪
終
、
美
車
何
為
、
叔
孫
與
慶
封
食
、
不
敬
、
為

賦
相
鼠
、
亦
不
知
也

不
敬

襄
二
十
七
ｂ

仲
尼
使
挙
是
礼
也
、
以
為
多
文
辞

孔
子

（
六
）

襄
二
十
七
ｃ

大
宰
退
告
人
曰
、
令
尹
将
死
矣
、
不
及
三
年
、
求
逞
志
而
棄
信
、
志
将
逞
乎
、
志
以
発
言
、
言
以
出
信
、
信
以
立
志
、
参
以
定
之
、
信
亡
、
何

以
及
三

予
言

襄
二
十
七
ｄ

子
木
問
於
趙
孟
曰
、
范
武
子
之
徳
何
如
、
対
曰
、
夫
子
之
家
事
治
、
言
於
晋
国
無
隠
情
、
其
祝
史
陳
信
於
鬼
神
無
愧
辞
、
子
木
帰
以
語
王
、
王

曰
、
尚
矣
哉
、
能
歆
神
人
、
宜
其
光
輔
五
君
以
為
盟
主
也
、
子
木
又
語
王
曰
、
宜
晋
之
伯
也
、
有
叔
向
以
佐
其
卿
、
楚
無
以
当
之
、
不
可
與
争
対
話

襄
二
十
七
ｅ

文
子
告
叔
向
曰
、
伯
有
将
為
戮
矣
、
詩
以
言
志
、
志
誣
其
上
、
而
公
怨
之
、
以
為
賓
栄
、
其
能
久
乎
、
幸
而
後
亡
、
叔
向
曰
、
然
、
已
侈
、
所

謂
不
及
五
稔
者
、
夫
子
之
謂
矣
、
文
子
曰
、
其
餘
皆
数
世
之
主
也
、
子
展
其
後
亡
者
也
、
在
上
不
忘
降
、
印
氏
其
次
也
、
楽
而
不
荒
、
楽
以
安

民
、
不
淫
以
使
之
、
後
亡
不
亦
可
乎

対
話

襄
二
十
七
ｆ

君
子
曰
、
彼
己
之
子
、
邦
之
司
直
、
楽
喜
之
謂
乎
、
何
以
恤
我
、
我
其
收
之
、
向
戌
之
謂
乎

君
子

詩



四
六

824

襄
二
十
七
ｇ

晋
侯
享
之
、
将
出
、
賦
既
酔
、
叔
向
曰
、
薳
氏
之
有
後
於
楚
国
也
宜
哉
、
承
君
命
不
忘
敏
、
子
蕩
将
知
政
矣
、
敏
以
事
君
、
必
能
養
民
、
政
其

焉
往

予
言

襄
二
十
八
ａ

斉
侯
将
行
、
慶
封
曰
、
我
不
與
盟
、
何
為
於
晋
、
陳
文
子
曰
、
先
事
後
賄
、
礼
也
、
小
事
大
、
未
獲
事
焉
、
従
子
如
志
、
礼
也
、
雖
不
與
盟
、
敢

叛
晋
乎
、
重
丘
之
盟
、
未
可
忘
也
、
子
其
勧
行

進
言

（
三
）・（
七
）

襄
二
十
八
ｂ

鄭
伯
享
之
、
不
敬
、
子
産
曰
、
蔡
侯
其
不
免
乎
、
日
其
過
此
也
、
君
使
子
展

労
於
東
門
之
外
而
傲
、
吾
曰
、
猶
将
更
之
、
今
還
受
享
而
惰
、
乃

其
心
也
、
君
小
国
事
大
国
、
而
惰
傲
以
為
己
心
、
将
得
死
乎
、
若
不
免
必
由
其
子
、
其
為
君
也
、
淫
而
不
父
、
僑
聞
之
、
如
是
者
恆
有
子
禍

不
敬

（
七
）

襄
二
十
八
ｃ

子
大
叔
帰
復
命
、
告
子
展
曰
、
楚
子
将
死
矣
、
不
脩
其
政
徳
、
而
貪
昧
於
諸
侯
、
以
逞
其
願
、
欲
久
得
乎
、
周
易
有
之
、
在
復
勿
之
頤
戻
曰
、
迷

復
凶
、
其
楚
子
之
謂
乎
、
欲
復
其
願
、
而
棄
其
本
、
復
帰
無
所
、
是
謂
迷
復
、
能
無
凶
乎
、
君
其
往
也
、
送
葬
而
帰
、
以
快
楚
心
、
楚
不
幾
十

年
、
未
能
恤
諸
侯
也
、
吾
乃
休
吾
民
矣

予
言

易
・（
一
）・（
二
）

襄
二
十
八
ｄ

献
車
於
季
武
子
、
美
沢
可
以
鑑
、
展
荘
叔
見
之
曰
、
車
甚
沢
、
人
必
瘁
、
宜
其
亡
也

評
言

襄
二
十
八
ｅ

子
服
恵
伯
謂
叔
孫
曰
、
天
殆
富
淫
人
、
慶
封
又
富
矣
、
穆
子
曰
、
善
人
富
謂
之
賞
、
淫
人
富
謂
之
殃
、
天
其
殃
之
也
、
其
将
聚
而
殲
旃

対
話

（
三
）・（
四
）

襄
二
十
八
ｆ

不
敬
、
穆
叔
曰
、
伯
有
無
戻
於
鄭
、
鄭
必
有
大
咎
、
敬
、
民
之
主
也
、
而
棄
之
、
何
以
承
守
、
鄭
人
不
討
、
必
受
其
辜
、
済
沢
之
阿
、
行
潦
之

蘋
藻
、
寘
諸
宗
室
、
季
蘭
尸
之
、
敬
也
、
敬
可
棄
乎

不
敬

襄
二
十
九
ａ

鄭
行
人
子
羽
曰
、
是
謂
不
宜
、
必
代
之
昌
、
松
柏
之
下
、
其
草
不
殖

予
言

（
九
）

襄
二
十
九
ｂ

叔
向
聞
之
曰
、
鄭
之
罕
宋
之
楽
、
其
後
亡
者
也
、
二
者
其
皆
得
国
乎
、
民
之
帰
也
、
施
而
不
徳
、
楽
氏
加
焉
、
其
以
宋
升
降
乎

無
関
係
人

襄
二
十
九
ｃ

子
大
叔
見
大
叔
文
子
、
與
之
語
、
文
子
曰
、
甚
乎
其
城
杞
也
、
子
大
叔
曰
、
若
之
何
哉
、
晋
国
不
恤
周
宗
之
闕
、
而
夏
肄
是
屏
、
其
棄
諸
姫
、
亦

可
知
也
已
、
諸
姫
是
棄
、
其
誰
帰
之
、
吉
也
聞
之
、
棄
同
即
異
、
是
謂
離
徳
、
詩
曰
、
協
比
其
鄰
、
昏
姻
孔
云
、
晋
不
鄰
矣
、
其
誰
云
之

対
話

詩

襄
二
十
九
ｄ

斉
高
子
容
與
宋
司
徒
見
知
伯
、
女
斉
相
礼
、
賓
出
、
司
馬
侯
言
於
知
伯
曰
、
二
子
皆
将
不
免
、
子
容
專
、
司
徒
侈
、
皆
亡
家
之
主
也
、
知
伯
曰
、

何
如
、
対
曰
、
專
則
速
及
、
侈
将
以
其
力
斃
、
專
則
人
実
斃
之
、
将
及
矣

不
敬

襄
二
十
九
ｅ

見
叔
孫
穆
子
、
説
之
、
謂
穆
子
曰
、
子
其
不
得
死
乎
、
好
善
而
不
能
択
人
、
吾
聞
君
子
務
在
択
人
、
吾
子
為
魯
宗
卿
、
而
任
其
大
政
、
不
慎
挙
、

何
以
堪
之
、
禍
必
及
子
…
…
故
遂
聘
于
斉
、
説
晏
平
仲
、
謂
之
曰
、
子
速
納
邑
與
政
、
無
邑
無
政
、
乃
免
於
難
、
斉
国
之
政
、
将
有
所
帰
、
未

獲
所
帰
、
難
未
歇
也
、
故
晏
子
因
陳
桓
子
以
納
政
與
邑
、
是
以
免
於
欒
高
之
難
、
聘
於
鄭
、
見
子
産
、
如
旧
相
識
、
與
之
縞
帯
、
子
産
献
紵
衣

焉
、
謂
子
産
曰
、
鄭
之
執
政
侈
、
難
将
至
矣
、
政
必
及
子
、
子
為
政
、
慎
之
以
礼
、
不
然
、
鄭
国
将
敗
、
適
衛
、
説

瑗
史
狗
史
鰌
公
子
荊
公

叔
発
公
子
朝
、
曰
、
衛
多
君
子
、
未
有
患
也
、
自
衛
如
晋
、
将
宿
於
戚
、
聞
鍾
声
焉
、
曰
、
異
哉
、
吾
聞
之
也
、
辯
而
不
徳
、
必
加
於
戮
、
夫

子
獲
罪
於
君
以
在
此
、
懼
猶
不
足
、
而
又
何
楽
、
夫
子
之
在
此
也
、
猶
燕
之
巣
於
幕
上
、
君
又
在
殯
、
而
可
以
楽
乎
、
遂
去
之
、
文
子
聞
之
、
終

身
不
聴
琴
瑟
、
適
晋
、
説
趙
文
子
韓
宣
子
魏
献
子
、
曰
、
晋
国
其
萃
於
三
族
乎
、
説
叔
向
、
将
行
、
謂
叔
向
曰
、
吾
子
勉
之
、
君
侈
而
多
良
、
大

夫
皆
富
、
政
将
在
家
、
吾
子
好
直
、
必
思
自
免
於
難

予
言

（
九
）

襄
二
十
九
ｆ

裨
諶
曰
、
是
盟
也
、
其
與
幾
何
、
詩
曰
、
君
子
屢
盟
、
乱
是
用
長
、
今
是
長
乱
之
道
也
、
禍
未
歇
也
、
必
三
年
而
後
能
紓
、
然
明
曰
、
政
将
焉

往
、
裨
諶
曰
、
善
之
代
不
善
、
天
命
也
、
其
焉
辟
子
産
、
挙
不
踰
等
、
則
位
班
也
、
択
善
而
挙
、
則
世
隆
也
、
天
又
除
之
、
奪
伯
有
魄
、
子
西

即
世
、
将
焉
辟
之
、
天
禍
鄭
久
矣
、
其
必
使
子
産
息
之
、
乃
猶
可
以
戻
、
不
然
、
将
亡
矣

対
話

詩
・（
九
）

襄
三
十
ａ

穆
叔
問
王
子
之
為
政
何
如
、
対
曰
、
吾
儕
小
人
、
食
而
聴
事
、
猶
懼
不
給
命
、
而
不
免
於
戻
、
焉
與
知
政
、
固
問
焉
、
不
告
、
穆
叔
告
大
夫
曰
、

楚
令
尹
将
有
大
事
、
子
蕩
将
與
焉
助
之
、
匿
其
情
矣

対
話
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襄
三
十
ｂ

叔
向
問
鄭
国
之
政
焉
、
対
曰
、
吾
得
見
與
否
、
在
此
歳
也
、
駟
良
方
争
、
未
知
所
成
、
若
有
所
成
、
吾
得
見
、
乃
可
知
也
、
叔
向
曰
、
不
既
和

矣
乎
、
対
曰
、
伯
有
侈
而
愎
、
子
晳
好
在
人
上
、
莫
能
相
下
也
、
雖
其
和
也
、
猶
相
積
悪
也
、
悪
至
無
日
矣

対
話

（
四
）

襄
三
十
ｃ

於
是
魯
使
者
在
晋
、
帰
以
語
諸
大
夫
、
季
武
子
曰
、
晋
未
可
媮
也
、
有
趙
孟
以
為
大
夫
、
有
伯
瑕
以
為
佐
、
有
史
趙
師
曠
而
咨
度
焉
、
有
叔
向

女
斉
以
師
保
其
君
、
其
朝
多
君
子
、
其
庸
可
媮
乎
、
勉
事
之
而
後
可

無
関
係
人

（
九
）

襄
三
十
ｄ

君
子
是
以
知
鄭
難
之
不
已
也

君
子

（
三
）

襄
三
十
ｅ

君
子
謂
宋
共
姫
女
而
不
婦
、
女
待
人
者
也
、
婦
義
事
也

君
子

襄
三
十
ｆ

帰
復
命
、
告
大
夫
曰
、
陳
亡
国
也
、
不
可
與
也
、
聚
禾
粟
、
繕
城
郭
、
恃
此
二
者
而
不
撫
其
民
、
其
君
弱
植
、
公
子
侈
、
大
子
卑
、
大
夫
敖
、
政

多
門
、
以
介
於
大
国
、
能
無
亡
乎
、
不
過
十
年
矣

予
言

襄
三
十
ｇ

申
無
宇
曰
、
王
子
必
不
免
、
善
人
、
国
之
主
也
、
王
子
相
楚
国
、
将
善
是
封
殖
而
虐
之
、
是
禍
国
也
、
且
司
馬
、
令
尹
之
偏
而
王
之
四
體
也
、
絶

民
之
主
、
去
身
之
偏
、
艾
王
之
體
、
以
禍
其
国
、
無
不
祥
大
焉
、
何
以
得
免

予
言

（
九
）

襄
三
十
ｈ

君
子
曰
、
信
其
不
可
不
慎
乎
、
澶
淵
之
会
、
卿
不
書
、
不
信
也
夫
、
諸
侯
之
上
卿
、
会
而
不
信
、
寵
名
皆
棄
、
不
信
之
不
可
也
如
是
、
詩
曰
、
文

王
陟
降
、
在
帝
左
右
、
信
之
謂
也
、
又
曰
、
淑
慎
爾
止
、
無
載
爾
偽
、
不
信
之
謂
也

君
子

詩

襄
三
十
一
ａ

見
孟
孝
伯
語
之
曰
、
趙
孟
将
死
矣
、
其
語
偸
、
不
似
民
主
、
且
年
未
盈
五
十
、
而
諄
諄
焉
如
八
九
十
者
、
弗
能
久
矣
、
若
趙
孟
死
、
為
政
者
其

韓
子
乎
、
吾
子
盍
與
季
孫
言
之
、
可
以
樹
善
、
君
子
也
、
晋
君
将
失
政
矣
、
若
不
樹
焉
使
早
備
魯
、
既
而
政
在
大
夫
、
韓
子
懦
弱
、
大
夫
多
貪
、

求
欲
無
厭
、
斉
楚
未
足
與
也
、
魯
其
懼
哉
、
孝
伯
曰
、
人
生
幾
何
、
誰
能
無
偸
、
朝
不
及
夕
、
将
安
用
樹
、
穆
叔
出
而
告
人
曰
、
孟
孫
将
死
矣
、

吾
語
諸
趙
孟
之
偸
也
、
而
又
甚
焉
、
又
與
季
孫
語
晋
故
、
季
孫
不
従
、
及
趙
文
子
卒
、
晋
公
室
卑
、
政
在
侈
家
、
韓
宣
子
為
政
、
不
能
図
諸
侯
、

魯
不
堪
晋
求
、
讒
慝
弘
多
、
是
以
有
平
丘
之
会

不
敬
、
解
説

襄
三
十
一
ｂ

公
作
楚
宮
、
穆
叔
曰
、
大
誓
云
、
民
之
所
欲
、
天
必
従
之
、
君
欲
楚
也
夫
、
故
作
其
宮
、
若
不
復
適
楚
、
必
死
是
宮
也

予
言

書

襄
三
十
一
ｃ

君
子
是
以
知
其
不
能
終
也

君
子

襄
三
十
一
ｄ

惰
而
多
涕
、
子
服
恵
伯
曰
、
滕
君
将
死
矣
、
怠
於
其
位
、
而
哀
已
甚
、
兆
於
死
所
矣
、
能
無
従
乎

不
敬

襄
三
十
一
ｅ

叔
向
曰
、
辞
之
不
可
以
已
也
如
是
夫
、
子
産
有
辞
、
諸
侯
頼
之
、
若
之
何
其
釈
辞
也
、
詩
曰
、
辞
之
輯
矣
、
民
之
協
矣
、
辞
之
繹
矣
、
民
之
莫

矣
、
其
知
之
矣

評
言

詩
・（
六
）

襄
三
十
一
ｆ

趙
文
子
問
焉
曰
、
延
州
来
季
子
、
其
果
立
乎
、
巣
隕
諸
樊
、
閽
戕
戴
呉
、
天
似
啓
之
、
何
如
、
対
曰
、
不
立
、
是
二
王
之
命
也
、
非
啓
季
子
也
、

若
天
所
啓
其
在
今
嗣
君
乎
、
甚
徳
而
度
、
徳
不
失
民
、
度
不
失
事
、
民
親
而
事
有
序
、
其
天
所
啓
也
、
有
呉
国
者
、
必
此
君
之
子
孫
実
終
之
、
季

子
守
節
者
也
、
雖
有
国
不
立

対
話

襄
三
十
一
ｇ

事
畢
而
出
、
言
於
衛
侯
曰
、
鄭
有
礼
、
其
数
世
之
福
也
、
其
無
大
国
之
討
乎
、
詩
云
、
誰
能
執
熱
、
逝
不
以
濯
、
礼
之
於
政
、
如
熱
之
有
濯
也
、

濯
以
救
熱
、
何
患
之
有

予
言

詩
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襄
三
十
一
ｈ

衛
侯
在
楚
、
北
宮
文
子
見
令
尹
囲
之
威
儀
、
言
於
衛
侯
曰
、
令
尹
似
君
矣
、
将
有
他
志
、
雖
獲
其
志
、
不
能
終
也
、
詩
云
、
靡
不
有
初
、
鮮
克

有
終
、
終
之
実
難
、
令
尹
其
将
不
免
、
公
曰
、
子
何
以
知
之
、
対
曰
、
詩
云
、
敬
慎
威
儀
、
惟
民
之
則
、
令
尹
無
威
儀
、
民
無
則
焉
、
民
所
不

則
、
以
在
民
上
、
不
可
以
終
、
公
曰
、
善
哉
、
何
謂
威
儀
、
対
曰
、
有
威
而
可
畏
、
謂
之
威
、
有
儀
而
可
象
、
謂
之
儀
、
君
有
君
之
威
儀
、
其

臣
畏
而
愛
之
、
則
而
象
之
、
故
能
有
其
国
家
、
令
聞
長
世
、
臣
有
臣
之
威
儀
、
其
下
畏
而
愛
之
、
故
能
守
其
官
職
、
保
族
宜
家
、
順
是
以
下
皆

如
是
、
是
以
上
下
能
相
固
也
、
衛
詩
曰
、
威
儀
棣
棣
、
不
可
選
也
、
言
君
臣
上
下
父
子
兄
弟
内
外
大
小
、
皆
有
威
儀
也
、
周
詩
曰
、
朋
友
攸
摂
、

摂
以
威
儀
、
言
朋
友
之
道
、
必
相
教
訓
以
威
儀
也
、
周
書
数
文
王
之
徳
曰
、
大
国
畏
其
力
、
小
国
懷
其
徳
、
言
畏
而
愛
之
也
、
詩
云
、
不
識
不

知
、
順
帝
之
則
、
言
則
而
象
之
也
、
紂
囚
文
王
七
年
、
諸
侯
皆
従
之
囚
、
紂
於
是
乎
懼
而
帰
之
、
可
謂
愛
之
、
文
王
伐
崇
、
再
駕
而
降
為
臣
、
蛮

夷
帥
服
、
可
謂
畏
之
、
文
王
之
功
、
天
下
誦
而
歌
舞
之
、
可
謂
則
之
、
文
王
之
行
、
至
今
為
法
、
可
謂
象
之
、
有
威
儀
也
、
故
君
子
在
位
可
畏
、

施
舍
可
愛
、
進
退
可
度
、
周
旋
可
則
、
容
止
可
観
、
作
事
可
法
、
徳
行
可
象
、
声
気
可
楽
、
動
作
有
文
、
言
語
有
章
、
以
臨
其
下
、
謂
之
有
威

儀
也

不
敬

詩
・
書

昭
元
ａ

退
会
、
子
羽
謂
子
皮
曰
、
叔
孫
絞
而
婉
、
宋
左
師
簡
而
礼
、
楽
王
鮒
字
而
敬
、
子
與
子
家
持
之
、
皆
保
世
之
主
也
、
斉
衛
陳
大
夫
、
其
不
免
乎
、

国
子
代
人
憂
、
子
招
楽
憂
、
斉
子
雖
憂
弗
害
、
夫
弗
及
而
憂
、
與
可
憂
而
楽
、
與
憂
而
弗
害
、
皆
取
憂
之
道
也
、
憂
必
及
之
、
大
誓
曰
、
民
之

所
欲
、
天
必
従
之
、
三
大
夫
兆
憂
、
憂
能
無
至
乎
、
言
以
知
物
、
其
是
之
謂
矣

予
言

書

昭
元
ｂ

趙
孟
謂
叔
向
曰
、
令
尹
自
以
為
王
矣
、
何
如
、
対
曰
、
王
弱
、
令
尹
彊
、
其
可
哉
、
雖
可
不
終
、
趙
孟
曰
、
何
故
、
対
曰
、
彊
以
克
弱
而
安
之
、

彊
不
義
也
、
不
義
而
彊
、
其
斃
必
速
、
詩
曰
、
赫
赫
宗
周
、
褒
姒
滅
之
、
彊
不
義
也
、
令
尹
為
王
、
必
求
諸
侯
、
晋
少
懦
矣
、
諸
侯
将
往
、
若

獲
諸
侯
、
其
虐
滋
甚
、
民
弗
堪
也
、
将
何
以
終
、
夫
以
彊
取
、
不
義
而
克
、
必
以
為
道
、
道
以
淫
虐
、
弗
可
久
已
矣

対
話

詩
・（
四
）

昭
元
ｃ

劉
子
帰
以
語
王
曰
、
諺
所
謂
老
将
知
而
耄
及
之
者
、
其
趙
孟
之
謂
乎
、
為
晋
正
卿
、
以
主
諸
侯
、
而
儕
於
隸
人
、
朝
不
謀
夕
、
棄
神
人
矣
、
神

怒
民
叛
、
何
以
能
久
、
趙
孟
不
復
年
矣
、
神
怒
不
歆
其
祀
、
民
叛
不
即
其
事
、
祀
事
不
従
、
又
何
以
年

予
言

諺
・（
六
）

昭
元
ｄ

女
叔
斉
以
告
公
、
且
曰
、
秦
公
子
必
帰
、
臣
聞
君
子
能
知
其
過
、
必
有
令
図
、
令
図
、
天
所
賛
也

予
言

昭
元
ｅ

后
子
見
趙
孟
、
趙
孟
曰
、
吾
子
其
曷
帰
、
対
曰
、
鍼
懼
選
於
寡
君
、
是
以
在
此
、
将
待
嗣
君
、
趙
孟
曰
、
秦
君
何
如
、
対
曰
、
無
道
、
趙
孟
曰
、

亡
乎
、
対
曰
、
何
為
、
一
世
無
道
、
国
未
艾
也
、
国
於
天
地
、
有
與
立
焉
、
不
数
世
淫
、
弗
能
斃
也
、
趙
孟
曰
、
夭
乎
、
対
曰
、
有
焉
、
趙
孟

曰
、
其
幾
何
、
対
曰
、
鍼
聞
之
、
国
無
道
而
年
穀
和
熟
、
天
賛
之
也
、
鮮
不
五
稔
、
趙
孟
視
蔭
曰
、
朝
夕
不
相
及
、
誰
能
待
五
、
后
子
出
而
告

人
曰
、
趙
孟
将
死
矣
、
主
民
、
翫
歲
而
愒
日
、
其
與
幾
何

対
話

昭
元
ｆ

君
子
曰
、
莒
展
之
不
立
、
棄
人
也
夫
、
人
可
棄
乎
、
詩
曰
、
無
競
惟
人
、
善
矣

君
子

詩
・（
九
）

昭
元
ｇ

叔
向
問
鄭
故
焉
、
且
問
子
皙
、
対
曰
、
其
與
幾
何
、
無
礼
而
好
陵
人
、
怙
富
而
卑
其
上
、
弗
能
久
矣

対
話

昭
元
ｈ

鄭
人
懼
、
子
産
曰
、
不
害
、
令
尹
将
行
大
事
、
而
先
除
二
子
也
、
禍
不
及
鄭
、
何
患
焉

予
言

昭
元
ｉ

鄭
游
吉
如
楚
葬

敖
、
且
聘
立
君
、
帰
、
謂
子
産
曰
、
具
行
器
矣
、
楚
王
汰
侈
、
而
自
説
其
事
、
必
合
諸
侯
、
吾
往
無
日
矣
、
子
産
曰
、
不
数

年
未
能
也

対
話

昭
二

叔
向
曰
、
子
叔
子
知
礼
哉
、
吾
聞
之
曰
、
忠
信
、
礼
之
器
也
、
卑
讓
、
礼
之
宗
也
、
辞
不
忘
国
、
忠
信
也
、
先
国
後
己
、
卑
讓
也
、
詩
曰
、
敬

慎
威
儀
、
以
近
有
徳
、
夫
子
近
徳
矣

評
言

詩
・（
一
）・（
六
）
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昭
三
ａ

梁
丙
與
張

見
之
、
梁
丙
曰
、
甚
矣
哉
、
子
之
為
此
来
也
、
子
大
叔
曰
、
将
得
已
乎
、
昔
文
襄
之
覇
也
、
其
務
不
煩
諸
侯
、
令
諸
侯
三
歲
而
聘
、

五
歲
而
朝
、
有
事
而
会
、
不
協
而
盟
、
君
薨
大
夫
弔
、
卿
共
葬
事
、
夫
人
士
弔
、
大
夫
送
葬
、
足
以
昭
礼
命
事
謀
闕
而
已
、
無
加
命
矣
、
今
嬖

寵
之
喪
、
不
敢
択
位
、
而
数
於
守
適
、
唯
懼
獲
戻
、
豈
敢
憚
煩
、
少
姜
有
寵
而
死
、
斉
必
継
室
、
今
茲
吾
又
将
来
賀
、
不
唯
此
行
也
、
張

曰
、

善
哉
、
吾
得
聞
此
数
也
、
然
自
今
子
其
無
事
矣
、
譬
如
火
焉
、
火
中
、
寒
暑
乃
退
、
此
其
極
也
、
能
無
退
乎
、
晋
将
失
諸
侯
、
諸
侯
求
煩
不
獲
、

二
大
夫
退
、
子
大
叔
告
人
曰
、
張

有
知
、
其
猶
在
君
子
之
後
乎

対
話

（
三
）・（
四
）

昭
三
ｂ

既
成
昏
、
晏
子
受
礼
、
叔
向
従
之
晏
、
相
與
語
、
叔
向
曰
、
斉
其
何
如
、
晏
子
曰
、
此
季
世
也
、
吾
弗
知
、
斉
其
為
陳
氏
矣
、
公
棄
其
民
、
而

帰
於
陳
氏
、
斉
旧
四
量
、
豆
区
釜
鍾
四
升
為
豆
、
各
自
其
四
、
以
登
於
釜
、
釜
十
則
鍾
、
陳
氏
三
量
皆
登
一
焉
、
鍾
乃
大
矣
、
以
家
量
貸
、
而

以
公
量
收
之
、
山
木
如
市
、
弗
加
於
山
、
魚
塩
蜃
蛤
、
弗
加
於
海
、
民
参
其
力
、
二
入
於
公
、
而
衣
食
其
一
、
公
聚
朽
蠹
、
而
三
老
凍
餒
、
国

之
諸
市
、

賤
踊
貴
、
民
人
痛
疾
、
而
或
燠
休
之
、
其
愛
之
如
父
母
、
而
帰
之
如
流
水
、
欲
無
獲
民
、
将
焉
辟
之
、
箕
伯
直
柄
虞
遂
伯
戲
、
其

相
胡
公
大
姫
、
已
在
斉
矣
、
叔
向
曰
、
然
、
雖
吾
公
室
、
今
亦
季
世
也
、
戎
馬
不
駕
、
卿
無
軍
行
、
公
乗
無
人
、
卒
列
無
長
、
庶
民
罷
敝
、
而

宮
室
滋
侈
、
道

相
望
、
而
女
富
溢
尤
、
民
聞
公
命
、
如
逃
寇
讎
、
欒
郤
胥
原
狐
続
慶
伯
降
在

隸
、
政
在
家
門
、
民
無
所
依
、
君
日
不
悛
、
以

楽

憂
、
公
室
之
卑
、
其
何
日
之
有
、
讒
鼎
之
銘
曰
、
昧
旦
丕
顕
、
後
世
猶
怠
、
況
日
不
悛
、
其
能
久
乎
、
晏
子
曰
、
子
将
若
何
、
叔
向
曰
、
晋

之
公
族
尽
矣
、

聞
之
、
公
室
将
卑
、
其
宗
族
枝
葉
先
落
、
則
公
室
従
之
、

之
宗
十
一
族
、
唯
羊
舌
氏
在
而
已
、

又
無
子
、
公
室
無
度
、
幸

而
得
死
、
豈
其
獲
祀

対
話

昭
三
ｃ

既
已
告
於
君
、
故
與
叔
向
語
而
称
之
、
景
公
為
是
省
於
刑
、
君
子
曰
、
仁
人
之
言
、
其
利
博
哉
、
晏
子
一
言
而
斉
侯
省
刑
、
詩
曰
、
君
子
如
祉
、

乱
庶
遄
已
、
其
是
之
謂
乎

君
子

詩

昭
三
ｄ

君
子
曰
、
礼
其
人
之
急
也
乎
、
伯
石
之

也
、
一
為
礼
於
晋
、
猶
荷
其
禄
、
況
以
礼
終
始
乎
、
詩
曰
、
人
而
無
礼
、
胡
不
遄
死
、
其
是
之
謂
乎
君
子

詩
・（
三
）

昭
三
ｅ

司
馬
竈
見
晏
子
曰
、
又
喪
子
雅
矣
、
晏
子
曰
、
惜
也
、
子
旗
不
免
、
殆
哉
、
姜
族
弱
矣
、
而
媯
将
始
昌
、
二
恵
競
爽
、
猶
可
、
又
弱
一
個
焉
、
姜

其
危
哉

対
話

昭
四
ａ

楚
子
問
於
子
産
曰
、
晋
其
許
我
諸
侯
乎
、
対
曰
、
許
君
、
晋
君
少
安
、
不
在
諸
侯
、
其
大
夫
多
求
、
莫
匡
其
君
、
在
宋
之
盟
、
又
曰
如
一
、
若

不
許
君
、
将
焉
用
之
、
王
曰
、
諸
侯
其
来
乎
、
対
曰
、
必
来
、
従
宋
之
盟
、
承
君
之
歓
、
不
畏
大
国
、
何
故
不
来
、
不
来
者
、
其
魯
衛
曹

乎
、

曹
畏
宋
、

畏
魯
、
魯
衛
偪
於
斉
而
親
於
晋
、
唯
是
不
来
、
其
餘
君
之
所
及
也
、
誰
敢
不
至
、
王
曰
、
然
則
吾
所
求
者
、
無
不
可
乎
、
対
曰
、
求

逞
於
人
不
可
、
與
人
同
欲
、
尽
済

対
話

（
一
）

昭
四
ｂ

君
子
謂
合
左
師
善
守
先
代
、
子
産
善
相
小
国

君
子

（
七
）

昭
四
ｃ

子
産
見
左
師
曰
、
吾
不
患
楚
矣
、

而
愎
諫
、
不
過
十
年
、
左
師
曰
、
然
、
不
十
年
侈
、
其
悪
不
遠
、
遠
悪
而
後
棄
、
善
亦
如
之
、
徳
遠
而
後

興

対
話

（
四
）

昭
四
ｄ

申
無
宇
曰
、
楚
禍
之
首
、
将
在
此
矣
、
召
諸
侯
而
来
、
伐
国
而
克
、
城
竟
莫
校
、
王
心
不
違
、
民
其
居
乎
、
民
之
不
処
、
其
誰
堪
之
、
不
堪
王

命
、
乃
禍
乱
也

予
言

（
三
）

昭
四
ｅ

渾
罕
曰
、
国
氏
其
先
亡
乎
、
君
子
作
法
於
涼
、
其
敝
猶
貪
、
作
法
於
貪
、
敝
将
若
之
何
、
姫
在
列
者
、
蔡
及
曹
滕
、
其
先
亡
乎
、
偪
而
無
礼
、
鄭

先
衛
亡
、
偪
而
無
法
、
政
不
率
法
、
而
制
於
心
、
民
各
有
心
、
何
上
之
有

予
言

昭
五
ａ

仲
尼
曰
、
叔
孫
昭
子
之
不
労
、
不
可
能
也
、
周
任
有
言
曰
、
為
政
者
不
賞
私
労
、
不
罰
私
怨
、
詩
云
、
有
覚
徳
行
、
四
国
順
之

孔
子

周
任
・
詩
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昭
五
ｂ

自
郊
労
至
于
贈
賄
、
無
失
礼
、
晋
侯
謂
女
叔
斉
曰
、
魯
侯
不
亦
善
於
礼
乎
、
対
曰
、
魯
侯
焉
知
礼
、
公
曰
、
何
為
、
自
郊
労
至
于
贈
賄
、
礼
無

違
者
、
何
故
不
知
、
対
曰
、
是
儀
也
、
不
可
謂
礼
、
礼
所
以
守
其
国
、
行
其
政
令
、
無
失
其
民
者
也
、
今
政
令
在
家
、
不
能
取
也
、
有
子
家
羈
、

弗
能
用
也
、
奸
大
国
之
盟
、
陵
虐
小
国
、
利
人
之
難
、
不
知
其
私
、
公
室
四
分
、
民
食
於
他
、
思
莫
在
公
、
不
図
其
終
、
為
国
君
、
難
将
及
身
、

不
恤
其
所
、
礼
之
本
末
、
将
於
此
乎
在
、
而
屑
屑
焉
習
儀
以
亟
、
言
善
於
礼
、
不
亦
遠
乎
、
君
子
謂
叔
侯
於
是
乎
知
礼

対
話
、
君
子
（
二
）・（
七
）・

（
九
）

昭
五
ｃ

大
叔
謂
叔
向
曰
、
楚
王

侈
已
甚
、
子
其
戒
之
、
叔
向
曰
、

侈
已
甚
、
身
之
災
也
、
焉
能
及
人
、
若
奉
吾
幣
帛
、
慎
吾
威
儀
、
守
之
以
信
、
行

之
以
礼
、
敬
始
而
思
終
、
終
無
不
復
、
従
而
不
失
儀
、
敬
而
不
失
威
、
道
之
以
訓
辞
、
奉
之
以
旧
法
、
考
之
以
先
王
、
度
之
以
二
国
、
雖

侈

若
我
何

対
話

昭
五
ｄ

晏
子
驟
見
之
、
陳
桓
子
問
其
故
、
対
曰
、
能
用
善
人
、
民
之
主
也

評
言

（
九
）

昭
六
ａ

鄭
三
卿
皆
知
其
将
為
王
也

予
言

昭
六
ｂ

晏
子
曰
、
不
入
、
燕
有
君
矣
、
民
不
貳
、
吾
君
貪
賄
、
左
右
諂
諛
、
作
大
事
不
以
信
、
未
嘗
可
也

予
言

昭
七
ａ

公
将
往
、
夢
襄
公
祖
、
梓
慎
曰
、
君
不
果
行
、
襄
公
之
適
楚
也
、
夢
周
公
祖
而
行
、
今
襄
公
実
祖
、
君
其
不
行
、
子
服
恵
伯
曰
、
行
、
先
君
未

嘗
適
楚
、
故
周
公
祖
以
道
之
、
襄
公
適
楚
矣
、
而
祖
以
道
君
、
不
行
何
之

対
話

昭
七
ｂ

晋
侯
問
於
士
文
伯
曰
、
誰
将
当
日
食
、
対
曰
、
魯
衛
悪
之
、
衛
大
魯
小
、
公
曰
、
何
故
、
対
曰
、
去
衛
地
、
如
魯
地
、
於
是
有
災
、
魯
実
受
之
、

其
大
咎
、
其
衛
君
乎
、
魯
将
上
卿
、
公
曰
、
詩
所
謂
彼
日
而
食
、
于
何
不
臧
者
、
何
也
、
対
曰
、
不
善
政
之
謂
也
、
国
無
政
、
不
用
善
、
則
自

取
謫
于
日
月
之
災
、
故
政
不
可
不
慎
也
、
務
三
而
已
、
一
曰
択
人
、
二
曰
因
民
、
三
曰
従
時
…
…
晋
侯
謂
伯
瑕
曰
、
吾
所
問
日
食
従
矣
、
可
常

乎
、
対
曰
、
不
可
、
六
物
不
同
、
民
心
不
壹
、
事
序
不
類
、
官
職
不
則
、
同
始
異
終
、
胡
可
常
也
、
詩
曰
、
或
燕
燕
居
息
、
或
憔
悴
事
国
、
其

異
終
也
如
是
、
公
曰
、
何
謂
六
物
、
対
曰
、
歳
時
日
月
星
辰
是
謂
也
、
公
曰
、
多
語
寡
人
辰
而
莫
同
、
何
謂
辰
、
対
曰
、
日
月
之
会
是
謂
辰
、
故

以
配
日

対
話

詩
・（
九
）

昭
八
ａ

叔
向
曰
、
子
野
之
言
、
君
子
哉
、
君
子
之
言
、
信
而
有
徴
、
故
怨
遠
於
其
身
、
小
人
之
言
僭
而
無
徴
、
故
怨
咎
及
之
、
詩
曰
、
哀
哉
不
能
言
、
匪

舌
是
出
、
唯
躬
是
瘁
、
哿
矣
能
言
、
巧
言
如
流
、
俾
躬
処
休
、
其
是
之
謂
乎
、
是
宮
也
成
、
諸
侯
必
叛
、
君
必
有
咎
、
夫
子
知
之
矣

予
言

詩

昭
八
ｂ

史
趙
見
子
大
叔
曰
、
甚
哉
其
相
蒙
也
、
可
弔
也
而
又
賀
之
、
子
大
叔
曰
、
若
何
弔
也
、
其
非
唯
我
賀
、
将
天
下
実
賀

対
話

昭
八
ｃ

晋
侯
問
於
史
趙
曰
、
陳
其
遂
亡
乎
、
対
曰
、
未
也
、
公
曰
、
何
故
、
対
曰
、
陳
顓
頊
之
族
也
、
歳
在
鶉
火
、
是
以
卒
滅
、
陳
将
如
之
、
今
在
析

木
之
津
、
猶
将
復
由
、
且
陳
氏
得
政
于
斉
、
而
後
陳
卒
亡
、
自
幕
至
于
瞽

、
無
違
命
、
舜
重
之
以
明
徳
、
寘
徳
于
遂
、
遂
世
守
之
、
及
胡
公

不
淫
、
故
周
賜
之
姓
、
使
祀
虞
帝
、
臣
聞
盛
徳
必
百
世
祀
、
虞
之
世
数
未
也
、
継
守
将
在
斉
、
其
兆
既
存
矣

無
関
係
人+

対
話

昭
九
ａ

鄭
裨
竈
曰
、
五
年
、
陳
将
復
封
、
封
五
十
二
年
而
遂
亡
、
子
産
問
其
故
、
対
曰
、
陳
、
水
属
也
、
火
、
水
妃
也
、
而
楚
所
相
也
、
今
火
出
而
火

陳
、
逐
楚
而
建
陳
也
、
妃
以
五
成
、
故
曰
五
年
、
歳
五
及
鶉
火
、
而
後
陳
卒
亡
、
楚
克
有
之
、
天
之
道
也
、
故
曰
五
十
二
年

対
話

昭
九
ｂ

季
平
子
欲
其
速
成
也
、
叔
孫
昭
子
曰
、
詩
曰
、
経
始
勿
亟
、
庶
民
子
来
、
焉
用
速
成
、
其
以
勦
民
也
、
無
囿
猶
可
、
無
民
其
可
乎

評
言

詩

昭
十
ａ

始
用
人
於
亳
社
、
臧
武
仲
在
斉
、
聞
之
曰
、
周
公
其
不
饗
魯
祭
乎
、
周
公
饗
義
、
魯
無
義
、
詩
曰
、
徳
音
孔
昭
、
視
民
不
佻
、
佻
之
謂
甚
矣
、
而

壹
用
之
、
将
誰
福
哉

評
言

詩

昭
十
ｂ

昭
子
至
自
晋
、
大
夫
皆
見
、
高
彊
見
而
退
、
昭
子
語
諸
大
夫
曰
、
為
人
子
不
可
不
慎
也
哉
、
昔
慶
封
亡
、
子
尾
多
受
邑
而
稍
致
諸
君
、
君
以
為

忠
、
而
甚
寵
之
、
将
死
、
疾
于
公
宮
、
輦
而
帰
、
君
親
推
之
、
其
子
不
能
任
、
是
以
在
此
、
忠
為
令
徳
、
其
子
弗
能
任
、
罪
猶
及
之
、
難
不
慎

也
、
喪
夫
人
之
力
、
棄
徳
曠
宗
、
以
及
其
身
、
不
亦
害
乎
、
詩
曰
、
不
自
我
先
、
不
自
我
後
、
其
是
之
謂
乎

評
言

詩



五
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左
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昭
十
一
ａ

景
王
問
於
萇
弘
曰
、
今
茲
諸
侯
、
何
実
吉
、
何
実
凶
、
対
曰
、
蔡
凶
、
此
蔡
侯
般
弑
其
君
之
歳
也
、
歳
在
豕
韋
、
弗
過
此
矣
、
楚
将
有
之
、
然

壅
也
、
歳
及
大
梁
、
蔡
復
楚
凶
、
天
之
道
也

対
話

昭
十
一
ｂ

韓
宣
子
問
於
叔
向
曰
、
楚
其
克
乎
、
対
曰
、
克
哉
、
蔡
侯
獲
罪
於
其
君
、
而
不
能
其
民
、
天
将
假
手
於
楚
以
斃
之
、
何
故
不
克
、
然

聞
之
、
不

信
以
幸
、
不
可
再
也
、
楚
王
奉
孫
呉
以
討
於
陳
曰
、
将
定
而
国
、
陳
人
聴
命
、
而
遂
縣
之
、
今
又
誘
蔡
而
殺
其
君
、
以
囲
其
国
、
雖
幸
而
克
、
必

受
其
咎
、
弗
能
久
矣
、
桀
克
有
緡
、
以
喪
其
国
、
紂
克
東
夷
、
而
隕
其
身
、
楚
小
位
下
、
而
亟
暴
於
二
王
、
能
無
咎
乎
、
天
之
假
助
不
善
、
非

祚
之
也
、
厚
其
凶
悪
、
而
降
之
罰
也
、
且
譬
之
如
天
其
有
五
材
而
将
用
之
、
力
尽
而
敝
之
、
是
以
無
拯
、
不
可
没
振

無
関
係
人+

対
話

（
四
）

昭
十
一
ｃ

楚
師
在
蔡
、
晋
荀
呉
謂
韓
宣
子
曰
、
不
能
救
陳
、
又
不
能
救
蔡
、
物
以
無
親
、
晋
之
不
能
、
亦
可
知
也
已
、
為
盟
主
而
不
恤
亡
国
、
将
焉
用
之
進
言

昭
十
一
ｄ

鄭
子
皮
将
行
、
子
産
曰
、
行
不
遠
、
不
能
救
蔡
也
、
蔡
小
而
不
順
、
楚
大
而
不
徳
、
天
将
棄
蔡
以
壅
楚
、
盈
而
罰
之
、
蔡
必
亡
矣
、
且
喪
君
而

能
守
者
鮮
矣
、
三
年
、
王
其
有
咎
乎
、
美
悪
周
必
復
、
王
悪
周
矣

予
言

（
四
）

昭
十
一
ｅ

視
下
言
徐
、
叔
向
曰
、
単
子
其
将
死
乎
、
朝
有
著
定
、
会
有
表
、
衣
有
襘
、
帯
有
結
、
会
朝
之
言
、
必
聞
于
表
著
之
位
、
所
以
昭
事
序
也
、
視

不
過
結
襘
之
中
、
所
以
道
容
貌
也
、
言
以
命
之
、
容
貌
以
明
之
、
失
則
有
闕
、
今
単
子
為
王
官
伯
、
而
命
事
於
会
、
視
不
登
帯
、
言
不
過
歩
、
貌

不
道
容
、
而
言
不
昭
矣
、
不
道
不
共
、
不
昭
不
従
、
無
守
気
矣

不
敬

昭
十
一
ｆ

公
不
慼
、
晋
士
之
送
葬
者
帰
以
語
史
趙
、
史
趙
曰
、
必
為
魯
郊
、
侍
者
曰
、
何
故
、
曰
、
帰
姓
也
、
不
思
親
祖
不
帰
也
、
叔
向
曰
、
魯
公
室
其

卑
乎
、
君
有
大
喪
、
国
不
廃
蒐
、
有
三
年
之
喪
、
而
無
一
日
之
慼
、
国
不
恤
喪
、
不
忌
君
也
、
君
無
慼
容
、
不
顧
親
也
、
国
不
忌
君
、
君
不
顧

親
、
能
無
卑
乎
、
殆
其
失
国

不
敬

昭
十
一
ｇ

申
無
宇
曰
、
不
祥
、
五
牲
不
相
為
用
、
況
用
諸
侯
乎
、
王
必
悔
之

予
言

昭
十
一
ｈ

王
問
於
申
無
宇
曰
、
棄
疾
在
蔡
何
如
、
対
曰
、
択
子
莫
如
父
、
択
臣
莫
如
君
、
鄭
荘
公
城
櫟
而
寘
子
元
焉
、
使
昭
公
不
立
、
斉
桓
公
城
穀
而
寘

管
仲
焉
、
至
于
今
頼
之
、
臣
聞
五
大
不
在
辺
、
五
細
不
在
庭
、
親
不
在
外
、
羈
不
在
内
、
今
棄
疾
在
外
、
鄭
丹
在
内
、
君
其
少
戒
、
王
曰
、
国

有
大
城
何
如
、
対
曰
、
鄭
京
櫟
実
殺
曼
伯
、
宋
蕭
亳
実
殺
子
游
、
斉
渠
丘
実
殺
無
知
、
衛
蒲
戚
実
出
献
公
、
若
由
是
観
之
、
則
害
於
国
、
末
大

必
折
、
尾
大
不
掉
、
君
所
知
也

対
話

（
二
）・（
九
）

昭
十
二
ａ

君
子
謂
子
産
於
是
乎
知
礼
、
礼
無
毀
人
以
自
成
也

君
子

（
一
）

昭
十
二
ｂ

享
之
、
為
賦
蓼
蕭
、
弗
知
、
又
不
荅
賦
、
昭
子
曰
、
必
亡
、
宴
語
之
不
懷
、
寵
光
之
不
宣
、
令
徳
之
不
知
、
同
福
之
不
受
、
将
何
以
在

不
敬

昭
十
二
ｃ

仲
尼
曰
、
古
也
有
志
、
克
己
復
礼
仁
也
、
信
善
哉
、
楚
霊
王
若
能
如
是
、
豈
其
辱
於
乾
谿

孔
子
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昭
十
三
ａ

子
干
帰
、
韓
宣
子
問
於
叔
向
曰
、
子
干
其
済
乎
、
対
曰
、
難
、
宣
子
曰
、
同
悪
相
求
、
如
市
賈
焉
、
何
難
、
対
曰
、
無
與
同
好
、
誰
與
同
悪
、
取

国
有
五
難
、
有
寵
而
無
人
、
一
也
、
有
人
而
無
主
、
二
也
、
有
主
而
無
謀
、
三
也
、
有
謀
而
無
民
、
四
也
、
有
民
而
無
徳
、
五
也
、
子
干
在
晋

十
三
年
矣
、
晋
楚
之
従
、
不
聞
達
者
、
可
謂
無
人
、
族
尽
親
叛
、
可
謂
無
主
、
無
釁
而
動
、
可
謂
無
謀
、
為
羇
終
世
、
可
謂
無
民
、
亡
無
愛
徴
、

可
謂
無
徳
、
王
虐
而
不
忌
、
楚
君
子
干
、
渉
五
難
以
弒
旧
君
、
誰
能
済
之
、
有
楚
国
者
、
其
棄
疾
乎
、
君
陳
蔡
、
城
外
属
焉
、
苛
慝
不
作
、
盜

賊
伏
隠
、
私
欲
不
違
、
民
無
怨
心
、
先
神
命
之
、
国
民
信
之
、

姓
有
乱
、
必
季
実
立
、
楚
之
常
也
、
獲
神
一
也
、
有
民
二
也
、
令
徳
三
也
、
寵

貴
四
也
、
居
常
五
也
、
有
五
利
以
去
五
難
、
誰
能
害
之
、
子
干
之
官
則
右
尹
也
、
数
其
貴
寵
則
庶
子
也
、
以
神
所
命
則
又
遠
之
、
其
貴
亡
矣
、
其

寵
棄
矣
、
民
無
懷
焉
、
国
無
與
焉
、
将
何
以
立
、
宣
子
曰
、
斉
桓
晋
文
、
不
亦
是
乎
、
対
曰
、
斉
桓
衛
姫
之
子
也
、
有
寵
於
僖
、
有
鮑
叔
牙
賓

須
無
隰
朋
以
為
輔
佐
、
有
莒
衛
以
為
外
主
、
有
国
高
以
為
内
主
、
従
善
如
流
、
下
善
斉
粛
、
不
蔵
賄
、
不
従
欲
、
施
舍
不
倦
、
求
善
不
厭
、
是

以
有
国
、
不
亦
宜
乎
、
我
先
君
文
公
狐
季
姫
之
子
也
、
有
寵
於
献
、
好
学
而
不
貳
、
生
十
七
年
、
有
士
五
人
、
有
先
大
夫
子
餘
子
犯
以
為
腹
心
、

有
魏

賈
佗
以
為
股
肱
、
有
斉
宋
秦
楚
以
為
外
主
、
有
欒
郤
狐
先
以
為
内
主
、
亡
十
九
年
、
守
志
彌
篤
、
恵
懷
棄
民
、
民
従
而
與
之
、
献
無
異

親
、
民
無
異
望
、
天
方
相
晋
、
将
何
以
代
文
、
此
二
君
者
、
異
於
子
干
、
共
有
寵
子
、
国
有
奧
主
、
無
施
於
民
、
無
援
於
外
、
去
晋
而
不
送
、
帰

楚
而
不
逆
、
何
以
冀
国

無
関
係
人+

対
話

昭
十
三
ｂ

仲
尼
謂
子
産
於
是
行
也
足
以
為
国
基
矣
、
詩
曰
、
楽
只
君
子
、
邦
家
之
基
、
子
産
、
君
子
之
求
楽
者
也
、
且
曰
、
合
諸
侯
藝
貢
事
、
礼
也

孔
子

詩

昭
十
三
ｃ

令
尹
子
期
請
伐
呉
、
王
弗
許
、
曰
、
吾
未
撫
民
人
、
未
事
鬼
神
、
未
脩
守
備
、
未
定
国
家
、
而
用
民
力
、
敗
不
可
悔
、
州
来
在
呉
、
猶
在
楚
也
、

子
始
待
之

対
話

（
三
）・（
五
）

昭
十
四

仲
尼
曰
、
叔
向
、
古
之
遺
直
也
、
治
国
制
刑
、
不
隠
於
親
、
三
数
叔
魚
之
悪
、
不
為
末
減
、
曰
、
義
也
夫
、
可
謂
直
矣
、
平
丘
之
会
、
数
其
賄

也
、
以

衛
国
、
晋
不
為
暴
、
帰
魯
季
孫
、
称
其
詐
也
、
以

魯
国
、
晋
不
為
虐
、
邢
侯
之
獄
、
言
其
貪
也
、
以
正
刑
書
、
晋
不
為
頗
、
三
言

而
除
三
悪
、
加
三
利
、
殺
親
益
栄
、
猶
義
也
夫

孔
子

（
十
）

昭
十
五
ａ

春
、
将
禘
于
武
公
、
戒
百
官
、
梓
慎
曰
、
禘
之
日
、
其
有
咎
乎
、
吾
見
赤
墨
之

、
非
祭
祥
也
、
喪
氛
也
、
其
在
涖
事
乎

予
言

昭
十
五
ｂ

籍
談
不
能
対
、
賓
出
、
王
曰
、
籍
父
其
無
後
乎
、
数
典
而
忘
其
祖
、
籍
談
帰
以
告
叔
向
、
叔
向
曰
、
王
其
不
終
乎
、
吾
聞
之
、
所
楽
必
卒
焉
、
今

王
楽
憂
、
若
卒
以
憂
、
不
可
謂
終
、
王
一
歳
而
有
三
年
之
喪
二
焉
、
於
是
乎
以
喪
賓
宴
、
又
求
彝
器
、
楽
憂
甚
矣
、
且
非
礼
也
、
彝
器
之
来
、
嘉

功
之
由
、
非
由
喪
也
、
三
年
之
喪
、
雖
貴
遂
服
、
礼
也
、
王
雖
弗
遂
、
宴
楽
以
早
、
亦
非
礼
也
、
礼
、
王
之
大
経
也
、
一
動
而
失
二
礼
、
無
大

経
矣
、
言
以
考
典
、
典
以
志
経
、
忘
経
而
多
言
、
挙
典
将
焉
用
之

予
言

昭
十
六
ａ

叔
孫
昭
子
曰
、
諸
侯
之
無
伯
、
害
哉
、
斉
君
之
無
道
也
、
興
師
而
伐
遠
方
、
会
之
有
成
、
而
還
莫
之
亢
也
、
無
伯
也
夫
、
詩
曰
、
宗
周
既
滅
、
靡

所
止
戻
、
正
大
夫
離
居
、
莫
知
我
肄
、
其
是
之
謂
乎

無
関
係
人

詩

昭
十
六
ｂ

子
服
昭
伯
語
季
平
子
曰
、
晋
之
公
室
、
其
将
遂
卑
矣
、
君
幼
弱
、
六
卿
彊
而
奢
傲
、
将
因
是
以
習
、
習
実
為
常
、
能
無
卑
乎
、
平
子
曰
、
爾
幼
、

悪
識
国
…
…
子
服
回
之
言
猶
信
、
子
服
氏
有
子
哉

対
話

昭
十
七
ａ

公
與
之
燕
、
季
平
子
賦
采
叔
、
穆
公
賦
菁
菁
者
莪
、
昭
子
曰
、
不
有
以
国
、
其
能
久
乎

予
言

昭
十
七
ｂ

祝
史
請
所
用
幣
、
昭
子
曰
、
日
有
食
之
、
天
子
不
挙
、
伐
鼓
於
社
、
諸
侯
用
幣
於
社
、
伐
鼓
於
朝
、
礼
也
、
平
子
禦
之
、
曰
、
止
也
、
唯
正
月

朔
、
慝
未
作
、
日
有
食
之
、
於
是
乎
有
伐
鼓
用
幣
、
礼
也
、
其
餘
則
否
、
大
史
曰
、
在
此
月
也
、
日
過
分
而
未
至
、
三
辰
有
災
、
於
是
乎
百
官

降
物
、
君
不
挙
、
辟
移
時
、
楽
奏
鼓
、
祝
用
幣
、
史
用
辞
、
故
夏
書
曰
、
辰
不
集
于
房
、
瞽
奏
鼓
、
嗇
夫
馳
、
庶
人
走
、
此
月
朔
之
謂
也
、
当

夏
四
月
、
是
謂
孟
夏
、
平
子
弗
従
、
昭
子
退
曰
、
夫
子
将
有
異
志
、
不
君
君
矣

予
言

書
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昭
十
七
ｃ

仲
尼
聞
之
、
見
於

子
而
学
之
、
既
而
告
人
曰
、
吾
聞
之
、
天
子
失
官
、
官
学
在
四
夷
、
猶
信

孔
子

（
八
）

昭
十
八
ａ

萇
弘
曰
、
毛
得
必
亡
、
是
昆
吾
稔
之
日
也
、
侈
故
之
以
、
而
毛
得
以
済
侈
於
王
都
、
不
亡
何
待

予
言

（
四
）

昭
十
八
ｂ

宋
衛
皆
如
是
、
陳
不
救
火
、
許
不
弔
災
、
君
子
是
以
知
陳
許
之
先
亡
也

君
子

昭
十
八
ｃ

往
者
見
周
原
伯
魯
焉
、
與
之
語
、
不
説
学
、
帰
以
語
閔
子
馬
、
閔
子
馬
曰
、
周
其
乱
乎
、
夫
必
多
有
是
説
、
而
後
及
其
大
人
、
大
人
患
失
而
惑
、

又
曰
、
可
以
無
学
、
無
学
不
害
、
不
害
而
不
学
、
則
苟
而
可
、
於
是
乎
下
陵
上
替
、
能
無
乱
乎
、
夫
学
、
殖
也
、
不
学
将
落
、
原
氏
其
亡
乎

不
敬

昭
十
八
ｄ

楚
左
尹
王
子
勝
言
於
楚
子
曰
、
許
於
鄭
、
仇
敵
也
、
而
居
楚
地
、
以
不
礼
於
鄭
、
晋
鄭
方
睦
、
鄭
若
伐
許
、
而
晋
助
之
、
楚
喪
地
矣
、
君
盍
遷

許
、
許
不
專
於
楚
、
鄭
方
有
令
政
、
許
曰
、
余
旧
国
也
、
鄭
曰
、
余
俘
邑
也
、
葉
在
楚
国
、
方
城
外
之
蔽
也
、
土
不
可
易
、
国
不
可
小
、
許
不

可
俘
、
讎
不
可
啓
、
君
其
図
之
、
楚
子
説

進
言

（
七
）

昭
十
九
ａ

叔
孫
昭
子
曰
、
楚
不
在
諸
侯
矣
、
其
僅
自
完
也
、
以
持
其
世
而
已

無
関
係
人

昭
十
九
ｂ

君
子
曰
、
尽
心
力
以
事
君
、
舍
薬
物
可
也

君
子

昭
十
九
ｃ

沈
尹
戌
曰
、
楚
人
必
敗
、
昔
呉
滅
州
来
、
子
旗
請
伐
之
、
王
曰
、
吾
未
撫
吾
民
、
今
亦
如
之
、
而
城
州
来
以
挑
呉
、
能
無
敗
乎
、
侍
者
曰
、
王

施
舍
不
倦
、
息
民
五
年
、
可
謂
撫
之
矣
、
戌
曰
、
吾
聞
撫
民
者
、
節
用
於
内
、
而
樹
徳
於
外
、
民
楽
其
性
、
而
無
寇
讎
、
今
宮
室
無
量
、
民
人

日
駭
、
労
罷
死
転
、
忘
寝
與
食
、
非
撫
之
也

対
話

昭
十
九
ｄ

令
尹
子
瑕
言
蹶
由
於
楚
子
曰
、
彼
何
罪
、
諺
所
謂
室
於
怒
、
市
於
色
者
、
楚
之
謂
矣
、
舍
前
之
忿
、
可
也

進
言

諺

昭
二
十
ａ

梓
慎
望
氛
曰
、
今
茲
宋
有
乱
、
国
幾
亡
、
三
年
而
後
弭
、
蔡
有
大
喪
、
叔
孫
昭
子
曰
、
然
則
戴
桓
也
、

侈
無
礼
已
甚
、
乱
所
在
也

対
話

昭
二
十
ｂ

琴
張
聞
宗
魯
死
、
将
往
弔
之
、
仲
尼
曰
、
斉
豹
之
盜
、
而
孟

之
賊
、
女
何
弔
焉
、
君
子
不
食
姦
、
不
受
乱
、
不
為
利
疚
於
回
、
不
以
回
待
人
、

不
蓋
不
義
、
不
犯
非
礼

孔
子

昭
二
十
ｃ

仲
尼
曰
、
善
哉
、
政

則
民
慢
、
慢
則
糾
之
以
猛
、
猛
則
民
残
、
残
則
施
之
以

、

以
済
猛
、
猛
以
済

、
政
是
以
和
、
詩
曰
、
民
亦
労
止
、

可
小
康
、
恵
此
中
国
、
以
綏
四
方
、
施
之
以

也
、
毋
従
詭
隨
、
以
謹
無
良
、
式
遏
寇
虐
、
惨
不
畏
明
、
糾
之
以
猛
也
、
柔
遠
能
邇
、
以
定

我
王
、
平
之
以
和
也
、
又
曰
、
不
競
不

、
不
剛
不
柔
、
布
政
優
優
、
百
禄
是
遒
、
和
之
至
也
、
及
子
産
卒
、
仲
尼
聞
之
、
出
涕
曰
、
古
之
遺

愛
也

孔
子

詩

昭
二
十
一
ａ

泠
州
鳩
曰
、
王
其
以
心
疾
死
乎
、
夫
楽
、
天
子
之
職
也
、
夫
音
、
楽
之
輿
也
、
而
鐘
、
音
之
器
也
、
天
子
省
風
以
作
楽
、
器
以
鐘
之
、
輿
以
行

之
、
小
者
不
窕
、
大
者
不
槬
、
則
和
於
物
、
物
和
則
嘉
成
、
故
和
声
入
於
耳
、
而
蔵
於
心
、
心
億
則
楽
、
窕
則
不
咸
、
槬
則
不
容
、
心
是
以
感
、

感
実
生
疾
、
今
鐘
槬
矣
、
王
心
弗
堪
、
其
能
久
乎

予
言

昭
二
十
一
ｂ

蔡
大
子
朱
失
位
、
位
在
卑
、
大
夫
送
葬
者
、
帰
見
昭
子
、
昭
子
問
蔡
故
、
以
告
、
昭
子
歎
曰
、
蔡
其
亡
乎
、
若
不
亡
、
是
君
也
必
不
終
、
詩
曰
、

不
解
于
位
、
民
之
攸

、
今
蔡
侯
始
即
位
、
而
適
卑
、
身
将
従
之

不
敬

詩

昭
二
十
一
ｃ

公
問
於
梓
慎
曰
、
是
何
物
也
、
禍
福
何
為
、
対
曰
、
二
至
二
分
、
日
有
食
之
、
不
為
災
、
日
月
之
行
也
、
分
同
道
也
、
至
相
過
也
、
其
他
月
則

為
災
、
陽
不
克
也
、
故
常
為
水
、
於
是
叔
輒
哭
日
食
、
昭
子
曰
、
子
叔
将
死
、
非
所
哭
也

対
話
、
予
言

昭
二
十
二

叔
鞅
至
自
京
師
、
言
王
室
之
乱
也
、
閔
馬
父
曰
、
子
朝
必
不
克
、
其
所
與
者
、
天
所
廃
也

無
関
係
人

昭
二
十
三
ａ

萇
弘
謂
劉
文
公
曰
、
君
其
勉
之
、
先
君
之
力
可
済
也
、
周
之
亡
也
、
其
三
川
震
、
今
西
王
之
大
臣
亦
震
、
天
棄
之
矣
、
東
王
必
大
克

予
言
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昭
二
十
三
ｂ

沈
尹
戌
曰
、
子
常
必
亡
郢
、
苟
不
能
衛
、
城
無
益
也
、
古
者
天
子
守
在
四
夷
、
天
子
卑
、
守
在
諸
侯
、
諸
侯
守
在
四
鄰
、
諸
侯
卑
、
守
在
四
竟
、

慎
其
四
竟
、
結
其
四
援
、
民
狎
其
野
、
三
務
成
功
、
民
無
内
憂
、
而
又
無
外
懼
、
国
焉
用
城
、
今
呉
是
懼
、
而
城
於
郢
、
守
已
小
矣
、
卑
之
不

獲
、
能
無
亡
乎
、
昔
梁
伯
溝
其
公
宮
而
民
潰
、
民
棄
其
上
、
不
亡
何
待
、
夫
正
其
疆

、
脩
其
土
田
、
険
其
走
集
、
親
其
民
人
、
明
其
伍
候
、
信

其
鄰
国
、
慎
其
官
守
、
守
其
交
礼
、
不
僭
不
貪
、
不
懦
不
耆
、
完
其
守
備
、
以
待
不
虞
、
又
何
畏
矣
、
詩
曰
、
無
念
爾
祖
、
聿
脩
厥
徳
、
無
亦

監
乎
、
若
敖

冒
、
至
于
武
文
、
土
不
過
同
、
慎
其
四
竟
、
猶
不
城
郢
、
今
土
数
圻
而
郢
是
城
、
不
亦
難
乎

予
言

詩
・（
五
）

昭
二
十
四
ａ

劉
子
謂
萇
弘
曰
、
甘
氏
又
往
矣
、
対
曰
、
何
害
、
同
徳
度
義
、
大
誓
曰
、
紂
有
億
兆
夷
人
、
亦
有
離
徳
、
余
有
乱
臣
十
人
、
同
心
同
徳
、
此
周

所
以
興
也
、
君
其
務
徳
、
無
患
無
人

対
話

書

昭
二
十
四
ｂ

梓
慎
曰
、
将
水
、
昭
子
曰
、
旱
也
、
日
過
分
、
而
陽
猶
不
克
、
克
必
甚
、
能
無
旱
乎
、
陽
不
克
莫
、
将
積
聚
也

対
話

（
四
）

昭
二
十
四
ｃ

沈
尹
戌
曰
、
此
行
也
、
楚
必
亡
邑
、
不
撫
民
而
労
之
、
呉
不
動
而
速
之
、
呉
踵
楚
、
而
疆

無
備
、
邑
能
無
亡
乎
…
…
沈
尹
戌
曰
、
亡
郢
之
始
、

於
此
在
矣
、
王
一
動
而
亡
二
姓
之
帥
、
幾
如
是
而
不
及
郢
、
詩
曰
、
誰
生
厲
階
、
至
今
為
梗
、
其
王
之
謂
乎

予
言

詩
・（
五
）

昭
二
十
五
ａ

桐
門
右
師
見
之
、
語
卑
宋
大
夫
、
而
賤
司
城
氏
、
昭
子
告
其
人
曰
、
右
師
其
亡
乎
、
君
子
貴
其
身
、
而
後
能
及
人
、
是
以
有
礼
、
今
夫
子
卑
其

大
夫
、
而
賤
其
宗
、
是
賤
其
身
也
、
能
有
礼
乎
、
無
礼
必
亡
、
宋
公
享
昭
子
、
賦
新
宮
、
昭
子
賦
車
轄
、
明
日
宴
、
飲
酒
楽
、
宋
公
使
昭
子
右

坐
、
語
相
泣
也
、
楽
祁
佐
、
退
而
告
人
曰
、
今
茲
君
與
叔
孫
其
皆
死
乎
、
吾
聞
之
、
哀
楽
而
楽
哀
、
皆
喪
心
也
、
心
之
精
爽
、
是
謂
魂
魄
、
魂

魄
去
之
、
何
以
能
久

不
敬

昭
二
十
五
ｂ

公
若
従
、
謂
曹
氏
、
勿
與
、
魯
将
逐
之
、
曹
氏
告
公
、
公
告
楽
祁
、
楽
祁
曰
、
與
之
、
如
是
魯
君
必
出
、
政
在
季
氏
三
世
矣
、
魯
君
喪
政
四
公

矣
、
無
民
而
能
逞
其
志
者
、
未
之
有
也
、
国
君
是
以
鎮
撫
其
民
、
詩
曰
、
人
之
云
亡
、
心
之
憂
矣
、
魯
君
失
民
矣
、
焉
得
逞
其
志
、
靖
以
待
命

猶
可
、
動
必
憂

対
話

詩

昭
二
十
五
ｃ

子
大
叔
見
趙
簡
子
、
簡
子
問
揖
讓
周
旋
之
礼
焉
、
対
曰
、
是
儀
也
、
非
礼
也
、
簡
子
曰
、
敢
問
何
謂
礼
、
対
曰
、
吉
也
聞
諸
先
大
夫
子
産
、
曰
、

夫
礼
、
天
之
経
也
、
地
之
義
也
、
民
之
行
也
、
天
地
之
経
、
而
民
実
則
之
、
則
天
之
明
、
因
地
之
性
、
生
其
六
気
、
用
其
五
行
、
気
為
五
味
、
発

為
五
色
、
章
為
五
声
、
淫
則
昏
乱
、
民
失
其
性
、
是
故
為
礼
以
奉
之
、
為
六
畜
五
牲
三
犧
、
以
奉
五
味
、
為
九
文
六
采
五
章
、
以
奉
五
色
、
為

九
歌
八
風
七
音
六
律
、
以
奉
五
声
、
為
君
臣
上
下
、
以
則
地
義
、
為
夫
婦
外
内
、
以
経
二
物
、
為
父
子
兄
弟
姑
姊
甥
舅
昏
媾
姻
亜
、
以
象
天
明
、

為
政
事
庸
力
行
務
、
以
従
四
時
、
為
刑
罰
威
獄
、
使
民
畏
忌
、
以
類
其
震
曜
殺
戮
、
為
温
慈
恵
和
、
以
效
天
之
生
殖
長
育
、
民
有
好
悪
喜
怒
哀

楽
、
生
于
六
気
、
是
故
審
則
宜
類
、
以
制
六
志
、
哀
有
哭
泣
、
楽
有
歌
舞
、
喜
有
施
舍
、
怒
有
戦
闘
、
喜
生
於
好
、
怒
生
於
悪
、
是
故
審
行
信

令
、
禍
福
賞
罰
、
以
制
死
生
、
生
、
好
物
也
、
死
、
悪
物
也
、
好
物
、
楽
也
、
悪
物
、
哀
也
、
哀
楽
不
失
、
乃
能
協
于
天
地
之
性
、
是
以
長
久
、

簡
子
曰
、
甚
哉
礼
之
大
也
、
対
曰
、
礼
、
上
下
之
紀
、
天
地
之
経
緯
也
、
民
之
所
以
生
也
、
是
以
先
王
尚
之
、
故
人
之
能
自
曲
直
以
赴
礼
者
、
謂

之
成
人
、
大
不
亦
宜
乎
、
簡
子
曰
、
鞅
也
、
請
終
身
守
此
言
也

対
話

昭
二
十
五
ｄ

士
伯
告
簡
子
曰
、
宋
右
師
必
亡
、
奉
君
命
以
使
、
而
欲
背
盟
以
干
盟
主
、
無
不
祥
大
焉

予
言

昭
二
十
五
ｅ

師
己
曰
、
異
哉
、
吾
聞
文
武
之
世
、
童
謡
有
之
曰
…
…
童
謡
有
是
、
今

来
巣
、
其
将
及
乎

予
言

童
謡

昭
二
十
五
ｆ

子
大
叔
聞
之
曰
、
楚
王
将
死
矣
、
使
民
不
安
其
土
、
民
必
憂
、
憂
将
及
王
、
弗
能
久
矣

予
言

昭
二
十
六
ａ

閔
馬
父
聞
子
朝
之
辞
曰
、
文
辞
以
行
礼
也
、
子
朝
干
景
之
命
、
遠
晋
之
大
、
以
專
其
志
、
無
礼
甚
矣
、
文
辞
何
為

無
関
係
人

（
六
）
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昭
二
十
六
ｂ

斉
有
彗
星
、
斉
侯
使
禳
之
、
晏
子
曰
、
無
益
也
、
祇
取
誣
焉
、
天
道
不
諂
、
不
貳
其
命
、
若
之
何
禳
之
、
且
天
之
有
彗
也
、
以
除
穢
也
、
君
無

穢
徳
、
又
何
禳
焉
、
若
徳
之
穢
、
禳
之
何
損
、
詩
曰
、
惟
此
文
王
、
小
心
翼
翼
、
昭
事
上
帝
、
聿
懷
多
福
、
厥
徳
不
回
、
以
受
方
国
、
君
無
違

徳
、
方
国
将
至
、
何
患
於
彗
、
詩
曰
、
我
無
所
監
、
夏
后
及
商
、
用
乱
之
故
、
民
卒
流
亡
、
若
徳
回
乱
、
民
将
流
亡
、
祝
史
之
為
、
無
能
補
也
、

公
説
、
乃
止

諫
言

詩

昭
二
十
六
ｃ

斉
侯
與
晏
子
坐
于
路
寝
、
公
歎
曰
、
美
哉
室
、
其
誰
有
此
乎
、
晏
子
曰
、
敢
問
何
謂
也
、
公
曰
、
吾
以
為
在
徳
、
対
曰
、
如
君
之
言
、
其
陳
氏

乎
、
陳
氏
雖
無
大
徳
、
而
有
施
於
民
、
豆
区
釜
鍾
之
数
、
其
取
之
公
也
薄
、
其
施
之
民
也
厚
、
公
厚
斂
焉
、
陳
氏
厚
施
焉
、
民
帰
之
矣
、
詩
曰
、

雖
無
徳
與
女
、
式
歌
且
舞
、
陳
氏
之
施
、
民
歌
舞
之
矣
、
後
世
若
少
惰
、
陳
氏
而
不
亡
、
則
国
其
国
也
已
、
公
曰
、
善
哉
、
是
可
若
何
、
対
曰
、

唯
礼
可
以
已
之
、
在
礼
家
施
不
及
国
、
民
不
遷
、
農
不
移
、
工
賈
不
変
、
士
不
濫
、
官
不
滔
、
大
夫
不
收
公
利
、
公
曰
、
善
哉
、
我
不
能
矣
、
吾

今
而
後
知
礼
之
可
以
為
国
也
、
対
曰
、
礼
之
可
以
為
国
也
久
矣
、
與
天
地
並
、
君
令
臣
共
、
父
慈
子
孝
、
兄
愛
弟
敬
、
夫
和
妻
柔
、
姑
慈
婦
聴
、

礼
也
、
君
令
而
不
違
、
臣
共
而
不
貳
、
父
慈
而
教
、
子
孝
而
箴
、
兄
愛
而
友
、
弟
敬
而
順
、
夫
和
而
義
、
妻
柔
而
正
、
姑
慈
而
従
、
婦
聴
而
婉
、

礼
之
善
物
也
、
公
曰
、
善
哉
、
寡
人
今
而
後
聞
此
礼
之
上
也
、
対
曰
、
先
王
所
稟
於
天
地
、
以
為
其
民
也
、
是
以
先
王
上
之

対
話

詩

昭
二
十
七

人
将
戦
、
子
家
子
曰
、
天
命
不

久
矣
、
使
君
亡
者
、
必
此
衆
也
、
天
既
禍
之
、
而
自
福
也
、
不
亦
難
乎
、
猶
有
鬼
神
、
此
必
敗
也
、
嗚
呼
、

為
無
望
也
夫
、
其
死
於
此
乎

予
言

昭
二
十
八
ａ

魏
子
謂
成

、
吾
與
戊
也
縣
、
人
其
以
我
為
黨
乎
、
対
曰
、
何
也
、
戊
之
為
人
也
、
遠
不
忘
君
、
近
不
偪
同
、
居
利
思
義
、
在
約
思
純
、
有
守

心
而
無
淫
行
、
雖
與
之
縣
、
不
亦
可
乎
、
昔
武
王
克
商
、
光
有
天
下
、
其
兄
弟
之
国
者
十
有
五
人
、
姫
姓
之
国
者
四
十
人
、
皆
挙
親
也
、
夫
挙

無
他
、
唯
善
所
在
、
親
疏
一
也
、
詩
曰
、
惟
此
文
王
、
帝
度
其
心
、
莫
其
徳
音
、
其
徳
克
明
、
克
明
克
類
、
克
長
克
君
、
王
此
大
国
、
克
順
克

比
、
比
于
文
王
、
其
徳
靡
悔
、
既
受
帝
祉
、
施
于
孫
子
、
心
能
制
義
曰
度
、
徳
正
応
和
曰
莫
、
照
臨
四
方
曰
明
、
勤
施
無
私
曰
類
、
教
誨
不
倦

曰
長
、
賞
慶
刑
威
曰
君
、
慈
和
遍
服
曰
順
、
択
善
而
従
之
曰
比
、
経
緯
天
地
曰
文
、
九
徳
不
愆
、
作
事
無
悔
、
故
襲
天
禄
、
子
孫
頼
之
、
主
之

挙
也
、
近
文
徳
矣
、
所
及
其
遠
哉

対
話

詩
・（
九
）・（
十
）

昭
二
十
八
ｂ

仲
尼
聞
魏
子
之
挙
也
以
為
義
、
曰
、
近
不
失
親
、
遠
不
失
挙
、
可
謂
義
矣
、
又
聞
其
命
賈
辛
也
以
為
忠
、
詩
曰
、
永
言
配
命
、
自
求
多
福
、
忠

也
、
魏
子
之
挙
也
義
、
其
命
也
忠
、
其
長
有
後
於
晋
国
乎

孔
子

詩
・（
九
）

昭
二
十
九
ａ

尹
固
之
復
也
、
有
婦
人
遇
之
周
郊
、
尤
之
曰
、
処
則
勧
人
為
禍
、
行
則
数
日
而
反
、
是
夫
也
、
其
過
三
歳
乎

予
言

昭
二
十
九
ｂ

仲
尼
曰
、
晋
其
亡
乎
、
失
其
度
矣
、
夫
晋
国
将
守
唐
叔
之
所
受
法
度
、
以
経
緯
其
民
、
卿
大
夫
以
序
守
之
、
民
是
以
能
尊
其
貴
、
貴
是
以
能
守

其
業
、
貴
賤
不
愆
、
所
謂
度
也
、
文
公
是
以
作
執
秩
之
官
、
為
被
廬
之
法
、
以
為
盟
主
、
今
棄
是
度
也
、
而
為
刑
鼎
、
民
在
鼎
矣
、
何
以
尊
貴
、

貴
何
業
之
守
、
貴
賤
無
序
、
何
以
為
国
、
且
夫
宣
子
之
刑
、
夷
之
蒐
也
、
晋
国
之
乱
制
也
、
若
之
何
以
為
法
、
蔡
史
墨
曰
、
范
氏
中
行
氏
其
亡

乎
、
中
行
寅
為
下
卿
、
而
干
上
令
、
擅
作
刑
器
、
以
為
国
法
、
是
法
姦
也
、
又
加
范
氏
焉
、
易
之
、
亡
也
、
其
及
趙
氏
、
趙
孟
與
焉
、
然
不
得

已
、
若
徳
可
以
免

孔
子
、
予
言
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昭
三
十
一

君
子
曰
、
名
之
不
可
不
慎
也
如
是
夫
、
有
所
有
名
而
不
如
其
已
、
以
地
叛
、
雖
賤
必
書
地
以
名
其
人
、
終
為
不
義
、
弗
可
滅
已
、
是
故
君
子
動

則
思
礼
、
行
則
思
義
、
不
為
利
回
、
不
為
義
疚
、
或
求
名
而
不
得
、
或
欲
蓋
而
名
章
、
懲
不
義
也
、
斉
豹
為
衛
司
寇
、
守
嗣
大
夫
、
作
而
不
義
、

其
書
為
盜
、

庶
其
莒
牟
夷

黒
肱
以
土
地
出
、
求
食
而
已
、
不
求
其
名
、
賤
而
必
書
、
此
二
物
者
、
所
以
懲
肆
而
去
貪
也
、
若
艱
難
其
身
、
以

険
危
大
人
、
而
有
名
章
徹
、
攻
難
之
士
、
将
奔
走
之
、
若
窃
邑
叛
君
、
以
徼
大
利
、
而
無
名
、
貪
冒
之
民
、
将
寘
力
焉
、
是
以
春
秋
書
斉
豹
曰
、

盜
、
三
叛
人
名
、
以
懲
不
義
、
数
悪
逆
無
礼
、
其
善
志
也
、
故
曰
、
春
秋
之
称
、
微
而
顕
、
婉
而
辨
、
上
之
人
能
使
昭
明
、
善
人
勧
焉
、
淫
人

懼
焉
、
是
以
君
子
貴
之

君
子

昭
三
十
二
ａ

史
墨
曰
、
不
及
四
十
年
、
越
其
有
呉
乎
、
越
得
歳
而
呉
伐
之
、
必
受
其
凶

予
言

昭
三
十
二
ｂ

魏
子
南
面
、
衛
彪
徯
曰
、
魏
子
必
有
大
咎
、
干
位
以
令
大
事
、
非
其
任
也
、
詩
曰
、
敬
天
之
怒
、
不
敢
戲
豫
、
敬
天
之
渝
、
不
敢
馳
驅
、
況
敢

干
位
以
作
大
事
乎

不
敬

詩

昭
三
十
二
ｃ

趙
簡
子
問
於
史
墨
曰
、
季
氏
出
其
君
、
而
民
服
焉
、
諸
侯
與
之
、
君
死
於
外
、
而
莫
之
或
罪
、
何
也
、
対
曰
、
物
生
有
両
、
有
三
、
有
五
、
有

陪
貳
、
故
天
有
三
辰
、
地
有
五
行
、
體
有
左
右
、
各
有
妃
耦
、
王
有
公
、
諸
侯
有
卿
、
皆
有
貳
也
、
天
生
季
氏
、
以
貳
魯
侯
、
為
日
久
矣
、
民

之
服
焉
、
不
亦
宜
乎
、
魯
君
世
従
其
失
、
季
氏
世
脩
其
勤
、
民
忘
君
矣
、
雖
死
於
外
、
其
誰
矜
之
、
社
稷
無
常
奉
、
君
臣
無
常
位
、
自
古
以
然
、

故
詩
曰
、
高
岸
為
谷
、
深
谷
為
陵
、
三
后
之
姓
、
於
今
為
庶
、
主
所
知
也
、
在
易
卦
、
雷
乗
乾
曰
大
壯
、
匁
、
天
之
道
也
、
昔
成
季
友
、
桓
之

季
也
、
文
姜
之
愛
子
也
、
始
震
而
卜
、
卜
人
謁
之
曰
、
生
有
嘉
聞
、
其
名
曰
友
、
為
公
室
輔
、
及
生
如
卜
人
之
言
、
有
文
在
其
手
、
曰
友
、
遂

以
名
之
、
既
而
有
大
功
於
魯
、
受
費
以
為
上
卿
、
至
於
文
子
武
子
、
世
増
其
業
、
不
廃
旧
績
、
魯
文
公
薨
、
而
東
門
遂
殺
適
立
庶
、
魯
君
於
是

乎
失
国
、
政
在
季
氏
、
於
此
君
也
四
公
矣
、
民
不
知
君
、
何
以
得
国
、
是
以
為
君
、
慎
器
與
名
、
不
可
以
假
人

無
関
係
人+

対
話

詩
・
易

定
元
ａ

魏
子
涖
政
、
衛
彪
徯
曰
、
将
建
天
子
、
而
易
位
以
令
、
非
義
也
、
大
事
奸
義
、
必
有
大
咎
、
晋
不
失
諸
侯
、
魏
子
其
不
免
乎

不
敬

定
元
ｂ

斉
高
張
後
、
不
従
諸
侯
、
晋
女
叔

曰
、
周
萇
弘
斉
高
張
皆
将
不
免
、
萇
叔
違
天
、
高
子
違
人
、
天
之
所
壊
、
不
可
支
也
、
衆
之
所
為
、
不
可

奸
也

不
敬

定
九
ａ

君
子
謂
子
然
於
是
不
忠
、
苟
有
可
以
加
於
国
家
者
、
棄
其
邪
可
也
、
静
女
之
三
章
、
取
彤
管
焉
、
竿
旄
何
以
告
之
、
取
其
忠
也
、
故
用
其
道
不

棄
其
人
、
詩
云
、
蔽
芾
甘
棠
、
勿
翦
勿
伐
、
召
伯
所

、
思
其
人
、
猶
愛
其
樹
、
況
用
其
道
、
而
不
恤
其
人
乎
、
子
然
無
以
勧
能
矣

君
子

詩
・（
九
）

定
九
ｂ

仲
尼
曰
、
趙
氏
其
世
有
乱
乎

孔
子

定
十

君
子
曰
、
此
之
謂
棄
礼
必
不
鈞
、
詩
曰
、
人
而
無
礼
、
胡
不
遄
死
、
渉
佗
亦
遄
矣
哉

君
子

詩

定
十
三

初
、
衛
公
叔
文
子
朝
而
請
享
霊
公
、
退
見
史
鰌
而
告
之
、
史
鰌
曰
、
子
必
禍
矣
、
子
富
而
君
貪
、
其
及
子
乎
、
文
子
曰
、
然
、
吾
不
先
告
子
、
是

吾
罪
也
、
君
既
許
我
矣
、
其
若
之
何
、
史
鰌
曰
、
無
害
、
子
臣
、
可
以
免
、
富
而
能
臣
、
必
免
於
難
、
上
下
同
之
、
戌
也
驕
、
其
亡
乎
、
富
而

不
驕
者
鮮
、
吾
唯
子
之
見
、
驕
而
不
亡
者
、
未
之
有
也
、
戌
必
與
焉

対
話

定
十
五
ａ

子
貢
観
焉
、

子
執
玉
高
、
其
容
仰
、
公
受
玉
卑
、
其
容
俯
、
子
貢
曰
、
以
礼
観
之
、
二
君
者
皆
有
死
亡
焉
、
夫
礼
、
死
生
存
亡
之
體
也
、
将

左
右
周
旋
進
退
俯
仰
、
於
是
乎
取
之
、
朝
祀
喪
戎
、
於
是
乎
観
之
、
今
正
月
相
朝
、
而
皆
不
度
、
心
已
亡
矣
、
嘉
事
不
體
、
何
以
能
久
、
高
仰
、

驕
也
、
卑
俯
、
替
也
、
驕
近
乱
、
替
近
疾
、
君
為
主
、
其
先
亡
乎

不
敬

定
十
五
ｂ

仲
尼
曰
、
賜
不
幸
言
而
中
、
是
使
賜
多
言
者
也

孔
子

哀
元

退
而
告
人
曰
、
越
十
年
生
聚
、
而
十
年
教
訓
、
二
十
年
之
外
、
呉
其
為
沼
乎

予
言

哀
五

子
思
曰
、
詩
曰
、
不
解
于
位
、
民
之
攸

、
不
守
其
位
、
而
能
久
者
鮮
矣
、
商
頌
曰
、
不
僭
不
濫
、
不
敢
怠
皇
、
命
以
多
福

評
言

詩



五
七

左
氏
述
作

835

哀
六

孔
子
曰
、
楚
昭
王
知
大
道
矣
、
其
不
失
国
也
宜
哉
、
夏
書
曰
、
惟
彼
陶
唐
、
帥
彼
天
常
、
有
此
冀
方
、
今
失
其
行
、
乱
其
紀
綱
、
乃
滅
而
亡
、
又

曰
、
允
出
茲
在
茲
、
由
己
率
常
可
矣

孔
子

書
・（
一
）

哀
七

景
伯
曰
、
呉
将
亡
矣
、
棄
天
而
背
本
、
不
與
必
棄
疾
於
我
、
乃
與
之
…
…
反
自
鄫
、
以
呉
為
無
能
為
也

予
言

（
二
）

哀
十

呉
延
州
来
季
子
救
陳
、
謂
子
期
曰
、
二
君
不
務
徳
、
而
力
争
諸
侯
、
民
何
罪
焉
、
我
請
退
以
為
子
名
、
務
徳
而
安
民
、
乃
還

評
言

哀
十
一
ａ

将
死
曰
、
樹
吾
墓
檟
、
檟
可
材
也
、
呉
其
亡
乎
、
三
年
其
始
弱
矣
、
盈
必
毀
、
天
之
道
也

予
言

（
四
）

哀
十
一
ｂ

秋
、
季
孫
命
脩
守
備
、
曰
、
小
勝
大
、
禍
也
、
斉
至
無
日
矣

予
言

（
五
）・（
七
）

哀
十
二

衛
侯
帰
、
效
夷
言
、
子
之
尚
幼
、
曰
、
君
必
不
免
、
其
死
於
夷
乎
、
執
焉
、
而
又
説
其
言
、
従
之
固
矣

予
言

哀
十
五
ａ

過
衛
、
仲
由
見
之
曰
、
天
或
者
以
陳
氏
為
斧
斤
、
既

喪
公
室
、
而
他
人
有
之
、
不
可
知
也
、
其
使
終
饗
之
、
亦
不
可
知
也
、
若
善
魯
以
待
時
、

不
亦
可
乎
、
何
必
悪
焉
、
子
玉
曰
、
然
、
吾
受
命
矣
、
子
使
告
我
弟

対
話

哀
十
五
ｂ

子
服
景
伯
如
斉
、
子
贛
為
介
、
見
公
孫
成
曰
、
人
皆
臣
人
、
而
有
背
人
之
心
、
況
斉
人
雖
為
子
役
、
其
有
不
貳
乎
、
子
、
周
公
之
孫
也
、
多
饗

大
利
、
猶
思
不
義
、
利
不
可
得
、
而
喪
宗
国
、
将
焉
用
之
、
成
曰
、
善
哉
、
吾
不
早
聞
命

対
話

哀
十
六

子
贛
曰
、
君
其
不
没
於
魯
乎
、
夫
子
之
言
曰
、
礼
失
則
昏
、
名
失
則
愆
、
失
志
為
昏
、
失
所
為
愆
、
生
不
能
用
、
死
而
誄
之
、
非
礼
也
、
称
一

人
、
非
名
也
、
君
両
失
之

予
言

孔
子
・（
六
）・

（
九
）

哀
十
八

君
子
曰
、
恵
王
知
志
、
夏
書
曰
、
官
占
、
唯
能
蔽
志
、
昆
命
于
元
亀
、
其
是
之
謂
乎
、
志
曰
、
聖
人
不
煩
卜
筮
、
恵
王
其
有
焉

君
子　

書
・
志
・（
九
）

哀
二
十
六

衛
出
公
自
城
鉏
、
使
以
弓
問
子
贛
、
且
曰
、
吾
其
入
乎
、
子
贛
稽
首
受
弓
、
対
曰
、
臣
不
識
也
、
私
於
使
者
曰
、
昔
成
公
孫
於
陳
、
甯
武
子
孫

荘
子
為
宛
濮
之
盟
、
而
君
入
、
献
公
孫
於
斉
、
子
鮮
子
展
為
夷
儀
之
盟
、
而
君
入
、
今
君
再
在
孫
矣
、
内
不
聞
献
之
親
、
外
不
聞
成
之
卿
、
則

賜
不
識
所
由
入
也
、
詩
曰
、
無
競
惟
人
、
四
方
其
順
之
、
若
得
其
人
、
四
方
以
為
主
、
而
国
於
何
有

対
話

詩
・（
九
）



五
八

836

附
表
Ⅱ

言
葉

解
経
等

君
子

孔
子

無
関
係
人

不
敬
形
式

対
話
形
式

予
言
・
評
言
等

潤
色

諫
言

説
話
等

帰
以
語

1

3

1

2

語
偸

2

文
辞

2

1

1

1

出
告
﹇
人
﹈

2

退
而
告
×

2

1

1

2

進
退-

周
旋

1

2

1

其-

死
乎

3

1

将
死
矣
（
乎
）

4

1

4

得
死
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